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序章…カイト＝ウリオスという男







　世に【求索士トレイズ】と呼ばれる職業が誕生した経けい緯いについては、未いまだ定かではない。

　盗とう賊ぞく退治からお宝探し、迷めい宮きゆう探たん索さくに失うせ物奪だつ還かんから――【魔ま物もの】と呼ばれる危険な化け物討とう伐ばつまで。

　種別を問わずありとあらゆる依い頼らいを受けてはこなす様は、何でも屋と呼んでも差さし支つかえは無かった。

　ただ――。

（これは、さすがにオレ達たちの仕事じゃないと思うんだけどな……）

　石いし畳だたみの道をひた走りながら、カイト＝ウリオスは思った。

　追っているのは、目の前を駆かける小さな影かげ。

　灰色の毛並みに白い斑まだら模も様ようを持つ猫ねこだった。

「随ずい分ぶんと足の速い子ね……全然追いつけないわ！」

　右みぎ隣どなりで並走する少女が、困ったように告げる。

　蜂はち蜜みつを溶とかし込こんだような金色の髪かみに、紺こん碧ぺきの瞳ひとみ、薄うす桃もも色いろの唇くちびる。

　非常に整った顔立ちをしているが、相そう貌ぼうには何ど処こか快活な部分が垣かい間ま見みえ、下手に手を出だすと手痛いしっぺ返しを食らいそうな雰ふん囲い気きがある。

　いや、実際のところ、彼かの女じよ――ラミネ＝ノーブルは強ごう引いんに言い寄ってきた軟なん派ぱ男おとこの頬ほおを、遠えん慮りよなく全力で平手打ちしたことがあるのだが。しかも往復で。

　ただラミネが誰だれにでも好意を持たれるのかと言われれば、そうでもない。

　理由は、彼女の頭と腰こしにあった。

　耳が、生えているのである。それこそ、今追いかけている猫を思わせるようなものが、二つ。更さらに腰の辺りからは、同じく猫のような尻尾しつぽが生えていた。

　全すべては、ラミネが【異種テイクス】と呼ばれる特別な存在であるが為ためであり――故ゆえにこそ、ある種の人間からすれば、いささかに近寄り難がたい存在となっていた。

「……ちょっと疲つかれてきたね」

　不意に左から、か細い声がする。

　カイトの後に続いているナナル＝シータが発したものだろう。

　視線を向けると、わずかに息を切らす彼女の姿があった。

　腰の辺りまで伸のばした艶つややかな黒い髪を揺ゆらし、小さな体とか細い手足で、懸けん命めいにこちらへついてきている。

　だが肌はだはいつも以上に血の気が引いて真っ白で、唇の色も薄うすく、赤い瞳の奥おくからはっきりとした苦しみが窺うかがえた。

　無理もない。元々あまり運動が得意な方ではないのだ。

「ナナル、辛つらいなら休んでていいよ。後はオレ達に任せておけばいい」

　カイトは気き遣づかったが、ナナルはすぐに首を横に振ふった。

「いい。わたしも、お兄ちゃん達に協力したいから」

　自分の胸をぎゅっと握にぎり、真しん剣けんな目をしたナナルに、カイトは頭を掻かく。

「……そうか。でも気を付けてな。ナナルが倒たおれたら、オレもそうだし、他ほかの皆みんなも心配するから」

「うん……分かってる」

　短く応こたえて頷うなずくと、ナナルは大きく息を吸い込んだ。

「ところでそのティアは何処に居るの？」

　様子を確かめるようにナナルのことを見ていたラミネが、不意にこちらへ尋たずねてきた。

「ああ。さっき別行動を取ってもらったんだよ。いつまでも追っているだけじゃ、あの子は一生捕つかまえられないからなぁ」

　と、カイトは説明しながら足を止める。それに伴ともない、ラミネやナナルもまた同じ動作をとった。

「――作戦を、考えないと」

　ずっと前方で逃とう亡ぼうを図はかっていた子こ猫ねこが、慌あわてたように自らの走りを中断させた。

　目の前に現れた、こちらとは別の人物を見定めた為だ。

「よーし、ここまでだよ、ルーネちゃん！　大人しくしようね」

　両手を広げて立たち塞ふさがっているのは、赤い髪に紫むらさきの瞳を持つ少女だった。

　団どん栗ぐりを思わせるような大きな目を輝かがやかせながら、してやったりという満足げな笑えみを浮うかべている。

「なるほど。回り込んだってわけね」

　合が点てんがいったというように、ラミネが呟つぶやいた。

　子猫は挟はさみ撃うちされて進むことも戻もどることも出来なくなり、戸と惑まどうような鳴き声を上げる。

「カイト、ラミネ、ナナル、せーので捕まえるからね！　いい？」

　呼びかけてくる少女――ティア＝カインズに、カイトは手を上げた。

「了りよう解かい、行くよ」

　じりじりと双そう方ほうから追おい詰つめながら、カイトをはじめとする一同は呼吸を整える。

　そして、

「――せーのっ！」

　ティアの掛かけ声ごえで、一いつ斉せいに子猫へと飛びかかった。

　もみくちゃになりながらも、相手を傷つけないように配はい慮りよし、全員が手を伸ばす。

　小さな猫はしばらくそれでも逃のがれようとして暴れていたが、やがて、

「わーい！　捕まえたー！」

　ティアが両手に抱かかえた状態で、高々と子猫を掲かかげた。

「よっし、依頼成功！」

「……上う手まくいったね」

　ラミネとナナルがそれぞれ嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。

「それにしても、結局、街中を走り回ることになったな」

　カイトはため息をつきながらぼやいた。

　人口数百万を抱える大陸随ずい一いちの街、皇都アルカザス。土地の広さも無論、他とは桁けた違ちがいであり、子猫一匹ぴきを探し当てるには相当の苦労があった。

「ところで、報ほう酬しゆうって幾いくらくらいだっけ？」

「ええとね。確か、銀貨をこれだけだったかな？」

　子猫を懐ふところに入れながらティアが指を五本立てる。

「五枚か……求索士の依頼にしては少ないけど、猫探しにしては破格だね」

「そうね。うん、今夜は【エメルタ】の皆で久しぶりに外食でもしちゃいましょうか」

　ラミネが笑みを浮かべて言った。

　エメルタ、とは、一定数の求索士達によって構成される組織のことだ。

　大たい抵ていの求索士は、数人で集まってエメルタを創設し、【拠点ホーム】と呼ばれる活動場所を用意した上で、共同生活を送りながら活動する。

　カイト達もまた【約束の灯とも火しび】という名のエメルタを結成し、日々、依頼をこなして生活していた。

「はいはいはいはい！　わたし、お肉！　お肉が食べたい！」

　手を限界まで伸ばして自己主張をするティア。そんな彼女をラミネは呆あきれ顔がおで見た。

「また肉ー？　ティアってば、何かと言えば肉ばっかりよね。朝も昼も夜も何か食べたいものある？　って訊きいたらいつも肉。まさに肉人生！」

「えー、だって、肉は良いんだよ？　美お味いしいし、栄養あるし、後、ええと、美味しいでしょ、栄養あるし、美味しいよ」
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「栄養あることと美味しいことだけはよく分かったよ」

　後は全然分からないが、とカイトは苦く笑しようする。

「わたしは……お魚が……良いな……」

　おずおずとながらもしっかりと要望してくるナナルに、ティアは少し不満そうな顔をした。

「うーん。でも、お魚はあっさりしてるからなあ。やっぱりお肉の方が良いよ。食べたって感じがするし」

「でも……ティアお姉ちゃん、お魚も栄養あるし、美味しいよ……？」

「え、そうなの？　魚ってあっさりしてるところ以外に取り得あるの!?」

「また魚に対してとんでもない暴言吐はいたわね!?」

　ティアの発言に対してラミネが返した言葉に、カイトは思わず吹ふき出した。相変わらず、ティアの思考はある種独特だ。

「じゃあ魚も肉も置いてあるお店ってことでいいんじゃないか。拠点で待ってる他の子達だってそれぞれ食べたいものがあるだろうし」

　と、カイトは提案したが、

「ちょっとちょっと、気持ちは分かるけど、そんな夢のような店はないよ？　カイト。人生は常に二つに一つの選せん択たくによって成り立つんだから」

　ふふん、と得意げにティアが否定してきた。

「いや、普ふ通つうに沢たく山さんあると思う」

「うん。普通に沢山あるわよ」

　ただカイトとラミネによってあっさり返されると、ティアは衝しよう撃げきの事実を知らされた時のような表情になる。

「そんな……まさか……いつのまに……平和な皇都に騒そう動どうが巻き起こるよ！」

「皆、結構前から知ってると思うから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　カイトは生温かい気持ちになりつつ言った。するとティアは最後に残ったエメルタの仲間を振り返かえる。

「ナナルは、ナナルは知ってた!?　知らなかった!?　びっくりした!?」

「え……あ……うん……まあ……し、知らなかったよ。びっくりした」

「だよねー！」

　同意を求められ、合わせるように頷いたナナルを、ティアは同志を見つけたように空いた方の手で抱だきしめる。

　そんな、いつも通りの仲なか睦むつまじい二人の様子を見守っていたラミネは、不意にこちらへ視線を傾けてきた。

「さて……んじゃま、無事に猫ちゃんも見つけられたことだし、取とり敢あえず帰りましょうか。皆、拠点でお腹なか空すかせて待ってるでしょうしね」

「あ、そだねえ。思ってたより遅おそくなっちゃったもんね」

　ナナルを解放すると、ティアは振り返って同意してきた。彼女の腕うでの中に居る猫の頭を撫なでていたナナルも、無言で首しゆ肯こうする。

「あ……っと。ティア、悪いけど先に行っててくれないかな。ちょっと用事があるんだ」

　カイトは、前を行くティアに伝える。

「用事？　別にいいけど、どうかした？」

　ティアが訊いてくるのに、カイトは「大したことじゃないよ」と答えた。

「すぐに済ませて拠点に帰るから。悪いけど、店には後で合流するよ」

「……そう？　分かった。じゃあ、そうするね。カイトの分までご飯食べてていい？」

「ああ、全然構わないよ――って答えるわけないだろ」

「ちぇ、流されなかったか！」

　本気か冗じよう談だんか分からない態度で口を尖とがらせた後、ティアは笑え顔がおでこちらの手を自分の両手で包つつみ込んできた。

「じゃあ、後でちゃんときてね。カイトが一いつ緒しよじゃないと、ご飯の美味しさも減っちゃうんだから。待ってるよ？」

「……ああ。分かってるよ。ほんのちょっと遅おくれるだけだから」

　お返しにカイトが頭を撫でると、ティアは頬を朱しゆに染め、くすぐったそうに目を細める。

「ラミネ、店は【子こ鹿じか亭てい】がいいんじゃないか？　値段の割に美味しいし、量も結構あるだろ、あそこ」

　カイトが提案すると、ラミネは頷いた。

「あ、そうね。それじゃ、【子鹿亭】にしましょうか。また後でね」

「早く帰ってこないと、ホントにご飯全部食べちゃうよー」

「……ばいばい、お兄ちゃん」

　ティア、ラミネ、ナナルはそれぞれこちらに別れを告げると、子猫と共に去っていく。

「……。さて、と……」

　カイトは、全員の姿が場から消えたのを確かく認にんし、それでもしばらく待った後。

「――全員、出てきてはどうです。居るのは分かっていますから」

　唐とう突とつに、声を出した。

　背後からわずかな呼吸の乱れを感じる。まさか見み抜ぬかれているとは思っていなかったのだろう。

「申し訳ありませんが、オレは人一倍、気配に敏びん感かんなんですよ。素す直なおに姿を見せないなら、こちらから行きますが」

　振り返り、カイトは腰こし元もとに両手を当てた。双方の指先がそれぞれ、ベルトに差し込まれた己の得え物ものに触ふれる。通常よりも刃はが短めに作られた、双そう剣けんと呼ばれる種類の武器だった。

　そのまましばらくすると、不意に、建物の傍そばから複数の男達が現れる。

　全員が町人を思わせるように極ごく普ふ通つうの格好をしてはいたが、それぞれの手に剣や槍やりが握られていた。加えて立ち振る舞まいの所作に油断がなく、素人しろうとでないことは明らかだ。

「おかしいと思ったんですよ。幾らどんな依頼でも受け付けるといっても、求索士に猫探しの依頼なんてしてくる奴やつは居ませんからね。所属人数も受けられる仕事もまだ少ない新設エメルタのオレ達みたいなのならまだしも、面めん倒どうさを考えれば請うけ負おう奴はほとんどいません。同じ額で賞金付き張り紙をした方がまだ賢けん明めいです」

　実際、ティアが依頼を取ってきた時、その場に居た他の求索士は見向きもしていなかったらしい。

「なのにわざわざ依頼を出したということは、あの子猫にただのペット以上の価値があり、探たん索さくにはある程度の危険が伴うという可能性があるということになります。例えば、何処かのお偉えらいさんが、実の子どものように可愛かわいがっていて、利用すれば脅おどしの材料になるとか」

　男達は無言を貫つらぬいている。ただ剣けん呑のんな眼まな差ざしからは、はっきりとしたこちらへの殺意を感じた。

　依頼書に誰の猫であると書いてなかったのも、報酬が求索士に出す物としては少なかったのも、受けた側に妙みような考えを起こさせない為だろう。

　そこで……『ツテ』を使って調べてみたら、案の定、アーロンという結構な地位にある貴族が飼っていた猫だったというわけだった。しかもその人物は他者に対する振る舞いが横おう柄へいであまり人気がなく、はっきり言って敵が多いらしい。

　即すなわち――弱みを握って復ふく讐しゆうしたい人が大勢いるということだ。

「あなた達、アーロンさんを恨うらむ誰かに頼たのまれたクチじゃないですか。オレ達が猫を捕まえたところで、強引に奪うばい取る算段だった。……違ちがいますか？」

　カイトは双剣の柄つかを握りながら、静かに言う。

「……よくそこまで見抜いたな。猫を飼っている人間の情報まで知っているとは驚おどろいた」

　男の一人が低い声を出した。

「猫探しの依頼をおかしいと感じたとして、そこまで詳くわしく調べようと思ったのは何な故ぜだ」

「別に大したことじゃないですよ。ただ、うちのエメルタを仕切ってる長おさは、ちょっとばかり面倒事に巻き込まれやすい体質でして」

　それこそ幼い頃ころから、本人の意志とは関係なく、何かと騒動を起こしていたものだ。

「長い付き合いの中で、少しでも気になったら放っておかない癖くせがついてしまったんです」

「……なるほどな。しかし不運なことだ」

　男の一人が呟くと、残った全員が足音もなく散開した。手に持った得物をこちらへと向ける。

「無知のままで居れば多少の怪け我がをするだけで済んだものを。必要以上のことを知っている以上、貴様を生かしておくわけにはいかなくなった」

　直後、彼かれ等らの武器が仄ほのかな燐りん光こうを纏まとった。

　真っ白な輝きはまるで蛍ほたる火びが集まったように幻げん想そう的てきで、かつ、こちらを威い圧あつする不気味なほどの存在感に満ちている。

「……やっぱりあなた達も求索士ですか」

　予想通りの結果に、カイトは頭を掻いた。

　男達が生み出したのは、【霊素マリアス】と呼ばれるエネルギー体である。

　選ばれし者のみが体内に宿し、武器に付ふ与よして威い力りよくを倍増する、森しん羅ら万ばん象しようを操あやつる術すべへと転化する等など、様々な使い方が出来た。

　そして、大体の場合、霊素を操ることの出来る者は求索士となる。

「どれくらいの報酬を貰もらっているかは分かりませんが……一ひと先まず置いておきましょう。そんなことは些さ細さいなものです。重要なのは、あなた達がうちのエメルタ――いや」

　カイトは双剣を抜ぬき払はらうと、一方を男達へと向けた。

「オレの【家族】に手を出そうとした――ということだ」

　口調を変え、自身の中に滾たぎる殺意を、剥むき出しにする。

　男達がにわかに顔色を変えた。カイトの年ねん齢れい不相応にも思える迫はく力りよくにたじろいだのだろう。

「それはこの世界の何をおいても罪深い。……だから力を見せたのなら覚かく悟ごした方がいい」

　一歩、踏ふみ出し。カイトは、酷こく薄はくな響ひびきを乗せた声こわ音ねで呟いた。

「それ以上の力によって潰つぶされる――覚悟を」

　瞬しゆん間かん、膨ぼう大だいな光が溢あふれる。

　カイトの持つ双剣が、辺り一帯を覆おおい尽つくすような凄すさまじい量の霊素を纏ったのだ。

　まるで全てを呑み込む劫ごう火かのように立ち上る様を見せる現象を前に、男達の表情が硬こう直ちよくした。

「な……なんだ、それは。お前、何者だ！　普通の求索士ではないな!?」

　動どう揺ようするのも当然だろう。カイトの発揮した霊素は、男達とは比べものにならないほど桁違いの段階へと達していた。

「聞いても仕方のないことだ。少なくともあなた達にとっては」

　剣を振り上あげ、カイトは淡たん々たんと言う。

「どうせ――二度と会うこともない」

　人気のない路地裏に、尋じん常じようならざる破は壊かい音おんが響き渡わたったのは、直後のことだった。




　長机の上に立てられた蝋ろう燭そくの火が、小さな音を立てた。

「――これより、【賢けん人じん会かい議ぎ】を始める」

　まず、部屋の『主あるじ』が宣言する。すると、その傍かたわらに立つ一人の男が口を開いた。

「【影の目ザガード】からの報告です。皇都内にて確認された爆ばく発はつとそれに伴う人的被ひ害がいについて。規模は大きいが破壊された建物などはなく、道路に半径数ミルトルの陥かん没ぼつが起こるのみに留とどまりました。また攻こう撃げきを受けた者達も傷を負ってはいるものの命に別状はなく、現在は皇都内にある医務院に収容され【治癒者セピアナ】による治ち療りようを受けているとのことです」

「今度は一体なにがあったというのです」

　別の誰かが言った。口調は努めて冷静にしようとしているものの、微かすかな苛いら立だちが内包されている。

「別の求索士と諍いさかいがあった模様です。彼かれらが依頼を受けて探していた猫を巡めぐってのものであると見ています」

　男が低く厳おごそかな声で答えた。するとまた別の、あからさまに呆れる声が上がる。

「たかが猫で皇都を破壊されては敵かないませんな。やり過ぎではありませんか」

「裏で複雑な事情が絡からんでいたようです。詳しよう細さいは現在調査中ではあるものの、相手の方が乱暴な手段に及およぼうとしたのは確かです」

　事件を起こした主犯格を擁よう護ごする男の言葉に、複数の反応が返る。

「だからといって許されるものではありませんよ」

「今月はこれで二度目です。放っておいたら年を越こす前に皇都は荒あれ地ちとなり果ててしまう」

「やはり何らかの行動制限を加えるべきでは？」

「といってもどうすれば良いのか分からん。相手は只ただ者ものではないのだ」

「弱みを握ってはどうでしょう。ほら、『彼』が所属しているエメルタ、なんと言いましたか。随分と大切なところらしいですし」

「だが、下手なことをして逆上されても困る。それこそ皇都の破は滅めつだ」

「ならばこのまま奴の横暴を許すというのか。たかが少年一人だぞ」

「そのたかが少年一人が我らにとって頭痛の種となるほどの存在だから、こうして定期的に集まって論議を重ねているのだろう」

「幸いなことに騒動はあるものの意識的な破壊行動に出たことは一度もない。今しばらくは見守るべきだ。妙なことをして藪やぶ蛇へびになっては事だ」

「しかしだな……！」

「――静かに」

　高い音が鳴り、会話が中断した。男が強く、机に手をついたのだ。

「皆みな様さま、何か思おもい違いをされているようですが。この【賢人会議】は、我わが『主』の考えを実現する為には何が必要かを考える場であり、他の意見など求めてはいません」

　丁てい寧ねいながら、有う無むをいわせぬ圧力を帯びた言葉に、場は水を打ったかのような静けさに包まれた。

「……一先ず。今回のことはこれまでと同じく、致いたし方かたの無い経緯から起こったものであり、彼が『その気』になったわけではありません。見過ごして良いものではないが咎とがめるべきものでもないでしょう。結論としては引き続き【影の目】による監かん視しを続け、少しでも不ふ穏おんなことがあれば即そく時じに対応を取るということで結論付けます。これは私ではなく、我が主の意思ですが……異論は？」

　静かな声に、応える者はない。男はしばらく待ったが、誰の返答もないため締しめくくることとした。

「では、これにて会議を終しゆう了りよう致します。改めて言うまでもないことでしょうが、我が皇国レギオスに属する方々には慎しん重ちような対応を願います。決して不要な手出しはしないことです。もし何かがあり、『彼』の怒いかりに触れれば――」

　厳かに、脅しをかけるつもりで告げる。

「世界は、確実に、滅ほろぶのですから」

　空気が張りつめた。誰かが耐たえ切れずに大きく溜ため息いきを零こぼす。

　その時、今まで黙だまり込んでいた『主』が、静かに話し始めた。

「理り不ふ尽じんな想おもいもあるだろう。一刻も早く何らかの解決を望む者もいるだろう。だがこれはいわば台風や地じ震しん等などと同じだ。お主達は、ただ体を屈かがめ耳を塞ぎ伏ふして願うしかない」

　皆に対して言い聞かせるように、続ける。

「【災滅者デイメンド】――カイト＝ウリオスが、この世に絶望を齎もたらさぬように、とな」







第一章…エメルタという居場所







　覚かく醒せい間ま際ぎわのまどろみは、年を経へた者にとっての揺り籠かごだ。

　居い心ごこ地ちの良い場所に、何の心配もなくただ体を預けているという安あん堵ど感かんを、味わい続けることが出来る。

　故に誰しもが目を覚まし、現実を迎むかえることをむずかるのかもしれなかった。

「……カイト……」

　気持ちの良い眠ねむりの中に居ると、不意に声が聞こえた。微かだが耳にいつまでも残る、強い意志のある声が。

　後もうちょっと。ほんのわずかでもいいからこのままで居たい。

　そんな、浅ましく睡すい眠みんにしがみ付く自分を導くように。手を引いて連れて行くように。

　そして――。

「カイト、こら！」

　三度目で、仕方なく、カイトは目を覚ました。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、目を擦こする。

「いつまで寝ねてるのよ。朝ごはんの用意出来るから、皆を起こしてね」

　視線を傾けると、ドアから見覚えのある顔が覗のぞいていた。ラミネだ。

「……ああ、分かった」

　欠伸あくび交じりに返すと、ラミネは「普ふ段だんはしっかりしてるのに、寝ね起おきだけはだらしないんだから、まったく……」と呟きながら引っ込んだ。

　カイトは寝ね癖ぐせのついた頭を掻きながら周囲を見回す。

　陽光の差しこむ板いた敷じきの床ゆかには、皇都の自由市場で買ってきた中古の玩具おもちやや人形が転がり、合間に絵本や脱ぬいだ服が散らばっている。

　周囲の壁かべは古びた木材によって作られており、針によって留められた絵が幾つも飾かざられていた。イガつきの栗くりと見み紛まがうような太陽と、家と同じ大きさの草花が生える中に、目や鼻のついた案か山か子しのような謎なぞの物体が複数立っている。

　上にクレヨンを使った下手な字で『かいと、てぃあ、らみね、ななる、みみ、ねね、りき、さあら』と書いてあるところを見ると、正体不明の何かは人間なのだろう。

　昨日と変わらぬいつもの場所。ここは、自分達の【拠点ホーム】だ。

　カイトは確認し終えた後、もう一度欠伸をして、ベッドから下りようとした。

　が――にわかに身動きの取れない状態となっていることに気付いて、眉まゆを顰ひそめる。

　ただ原因はすぐに判明した。これが初めてではないからだ。

　カイトはベッドのシーツをめくり、予想通りとなっている光景に、思わず笑いが漏もれた。

「……またか」

　自分の体に、子どもが抱きついていた。

　背中までと肩かた口ぐち辺りという長さの違いはあるものの、同じ空色の髪をもつ少女が二人だ。

　彼女らは共に完全な眠りに落ちているようで、幸せそうな顔をしながら小さく寝ね息いきを立てていた。

「ミミ、ネネ、朝だよ」

　声をかけてみたが、まるで目覚める気配がない。軽く頬を叩たたいたり、つまんだりしてみたが、わずかに身み動じろぎするだけで変化は見られなかった。

「やれやれ……」

　口調では仕方ないなという風を装よそおったものの、カイトは自分の口元が緩ゆるみっぱなしになってしまうのを抑おさえられない。

　無む垢くな顔をしたまま、こちらに全てを委ゆだねて眠りに落ちている子ども達の姿は、なんとも微笑ほほえましい。この世のどんな価値があるものですら、彼かの女じよ達たちの可愛らしさには遠く及ばないだろうと、半ば本気で確信する程だった。
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　カイトは二人を起こさないよう、慎重にベッドから下りると立ち上がる。

　全身に強きよう烈れつな重しをつけられたような状態のため、ろくに歩くことも出来なかったが、それすらも彼かの女じよ等らの為を思うと苦にはならなかった。

　向かったのは、部屋にあった別のベッドだ。小山のように盛り上がったそこに、声をかける。

「おーい、リキ、朝だよ。そろそろ起きないと怒おこられるぞ」

　わずかな時間を置いて、もぞもぞとした動きがあった。

「うぬう……まだ早いぜ……」

　むずかるように言って、ベッドで寝ていた赤しやく銅どう色いろの髪をもつ少年――リキがシーツから顔を出す。

「早くないって。オレもさっき怒られたんだから」

　肩かたを揺するが、リキは丸まった状態のまま一向に起きようとしなかった。

　よってカイトは強きよう硬こう手段に出る。

「リキ――起きないと、キスするぞ」

　びくん、と体を竦すくませてリキが即そく座ざに目を開けた。

「いいのか？　オレは遠慮しないぞ。だって君が大好きだからな。遠慮なくするぞ。どうしようもなく熱ねつ烈れつにするぞ。寧むしろさせて欲ほしいくらいだぞ。さあ、するぞ。準備は良いか？　それじゃあ……」

「わあああ！　起きた！　起きた！　起きました！」

　がばり、と体を起こすとリキは何度も大声で叫さけぶ。

「カイト兄ちゃん、いつもそうやっておれを脅かすのやめてくれよ……」

「リキが言う事聞かないからだろ。それに脅しじゃないよ。本音だよ。なんなら今からでもしようか？」

「いいよ、分かったよ。おれが悪かったってば。もう」

　頬を膨ふくらませ、リキは飛ぶようにしてベッドから下りた。

「よーし、良いぞ。リキは最高に良い子だ」

　笑みと共に頭を撫でると、リキは照れくさそうに頬を染める。

「おう。じゃあ、おれ、顔洗ってから、ラミネ姉ちゃんのこと手伝うっ」

　言うが早いか、リキが足早に部屋から出て行った。

　彼に続き、カイトもまた寝しん室しつを出ることにする。

　扉とびらを開けると、先には他よりも少し広い部屋があった。

　中央に巨きよ大だいなテーブルが置かれ、設置された椅い子すの前に陶とう杯はいと皿が並んでいた。

　テーブルの傍そばには調理場があり、ラミネが手て際ぎわよく食材を刻みながら、合間にフライパンを振っている。油によって焼かれる食材の良い匂においが鼻び孔こうをくすぐり、カイトは自分の胃が動き始めるのを感じた。

「ナナル、出来たからお皿もってきてー」

　ラミネに声を掛けられ、既すでに起き床しようしていたナナルが両手に皿を抱えて近付く。ベーコンと卵が載せられたのを確認してから、二人はテーブルに戻り、それを置いた。

「あ……お兄ちゃん、おはよう」

　カイトに気付いたナナルが微かに笑みを浮かべると、カイトは「おはよう」と返した。

「あれ……ミミとネネ、またお兄ちゃんにくっついてる……」

　こちらの姿を見たナナルが目を瞬しばたたかせる。

「え、また？　わ、本当だ。もう、参ったわね」

　ラミネは包丁で野菜を切る手を止めてこちらを振り返り、腰に手を当てた。

「これで何度目だったかしら。男部屋と女部屋を分けてる意味ないじゃない」

　近づいて来ると、ラミネはしゃがみこんでカイトにくっついている少女達――ミミとネネに呼びかける。

「ほら、二人とも、起きなさいよー。カイトが困ってるわよ」

　しかしミミもネネも深い眠りの中にあるようで、全く反応しなかった。

「いや、いいよ、ラミネ。このままで」

　カイトが首を横に振ると、ラミネはこちらを見上げて眉を顰める。

「いいって、いいわけないでしょうに。重いでしょ？」

「確かに重いけど……これは、ミミとネネの、オレに対する愛の重さなんだ」

「…………」

「そして同時に試練でもあるんだ。二人の愛にオレが耐えられるか、何があっても家族との絆きずなを大切に出来るかという崇すう高こうな命題であり――」

「ミミ、ネネ、今起きたら一番大きいベーコンあげるわよ」

　陶とう酔すいしているカイトを放っておいて、ラミネが二人に声をかける。

『ベーコンッ!?』

　すると先ほどまで梃て子こでも起きなかったミミとネネは声を揃そろえて覚かく醒せいし、カイトから離はなれてラミネに駆け寄よった。

「ベーコンくれるの？　ミミは卵も大きいのが良い！」「ネネも、ネネも！」

「じゃ、顔洗って歯を磨みがいてきたらあげよう！　さあ、行きなさい！」

『おーっ！』

　呆ぼう然ぜんとするカイトを置いて、ラミネの指示により、ミミとネネはあっという間にその場から去っていった。

「さ、ご飯の続き作らないとねー」

　ラミネは何事もなかったように、調理場へと戻る。

「べ……ベーコンに、愛が負けた」

　一人残されたカイトは、愕がく然ぜんと跪ひざまずくしかなかった。

「お、お兄ちゃん……お兄ちゃん、元気だして、ね」

　意い気き消しよう沈ちんするこちらを心配したナナルが、頭を撫でてくれる。優やさしさが温かかった。

「あ、そうだ、カイト。ティアに声かけて来てくれないかしら？　さっき一応、あたしが起こしたんだけど、あの子、放っておくとすぐに二に度ど寝ねするのよね」

「……了解」

　ラミネの願いに応えつつ、カイトはナナルに礼を言って体勢を立て直す。

「ところで、サアラは？　姿が見えないけど」

　カイトが尋ねると、軋きしむ音と共に、奥の方から声がした。

「洗せん濯たく物ものを干していました」

　外へと続く扉から、肩の辺りで髪かみを切きり揃え、眼鏡をかけた少女、サアラが現れる。

「ん、そうか。まだ寝てるのかと思ったよ」

「カイト兄と一緒にしないで下さい。ワタシ、朝の五時から起きてます」

「そんな早くから何してるんだ？」

「勉強です。先日の日曜学校で分からなかったところを、ラミネ姉に教わりながら復習していました」

「へえ、凄すごいな。今からそれだけ努力していれば、将来は安あん泰たいだな。さすがサアラだ。君ならきっとなんだってなれるよ」

「努力は未来の安あん寧ねいを約束するものではなく、あくまで可能性を高めるだけに過ぎませんよ。確実に報むくわれるには他の手段も考こう慮りよしなければなりません」

　サアラは淡々と言って、違う部屋へと消えた。すぐに別の洗濯物の山をもってくると、再び外に出て行く。

「……悟さとってるなぁ」

　歳としは十三とナナルより少し下だが、自分より彼かの女じよの方がよほど大人に見えた。

「でも、ああいう性格だからこそ、オレ達たちが居ない時、他の子達を安心して任せることが出来るんだよな……」

　しっかりとした子に育ってくれて、誇ほこらしく思う。

　カイトをはじめとして、ティア、ラミネ、ナナル、サアラ、リキ、ミミ、ネネ。

【約束の灯火】が使っている拠点に住んでいるのは、八人という大所帯だ。

　ただし、その内求索士トレイズとして働いているのはカイト、ティア、ラミネ、ナナルの四人だけである。

　他ほかの子ども達は自分達が引き取り、養っている存在だった。

「カイトー、ティアを早く起こしてきてってば。もうすぐご飯出来るわよ」

　ラミネに急せかされ、カイトは「ああ、ごめん、ごめん」と答えながら歩き出だす。

　この建物には居間として使っているものを含ふくめて、四つの部屋があった。

　カイトが立ったのは、ティアやラミネ、ナナルにミミ、ネネ、サアラなど、女じよ性せい陣じんが使っている場所へと続く扉の前だ。

「ティア、入るよ」

　一声かけてから、カイトはノブを握にぎって回した。

　女性陣の人数の方が多いため、室内は男部屋より広い。

　並んだベッドはほとんど空いていたが、たった一つだけ未いまだに使用されていた。

　ティアが呑のん気きな顔をしたまま寝息を立てている。

「……これが年とし頃ごろの乙おと女めの寝ね姿すがただろうか」

　カイトは目を逸そらしつつ、頬ほおが熱くなるのを感じた。

　ティアは簡単な寝ね間ま着きを身に纏っているのだが、寝ね相ぞうが悪いのか、上着はまくれ上がってほとんど胸が見えかけているし、下のズボンもずり落ちかけていて下着が垣かい間ま見みえている。

　だがいつまでもこうしていても仕方ない。なるべく直視しないようにしてティアの肩を揺ゆすった。

「ティア、起きて。朝だよ」

「ふにゃあ」

　猫ねこのような声がした。もちろん猫がいる訳がない。ティアの返事だ。

「ふにゃあじゃなくて。子ども達も皆みな、起きてるよ。そろそろエメルタの長として、君もシャキッとしなきゃ」

「にゃあああ」

「いや、うん、ラミネが言うなら分かるけど、どうして君が猫になっているのか全く理解出来ないよ。後、寝てるの？　起きてるの？」

「にゃ？」

「それは肯こう定ていなの否定なの？」

「にゃにゃにゃー」

「いや、うん、もういいや……」

　カイトが溜息をついていると、やがてティアは薄うつすらと目を開けた。

「うー。……あ、カイトだぁ」

「そう、カイトだよ。起きた？」

「起きた……けど……後もうちょっとだけ寝かせて……」

「どれくらい？」

「うーん。太陽が昇るまで……」

「もうとっくに昇ってるよ」

「明日の」

「一日中寝るつもり!?」

　驚くとティアは何故か満足そうに「うへへ」と笑いを浮うかべたまま、再度、惰だ眠みんを貪むさぼり始めた。

「あーあーあー。ダメだって。ほら、おーきーてー」

　体を掴つかんで揺らすと、ティアは「うーあーやー」と意味不明な言葉を発した後、こちらに手を伸のばしてくる。

「じゃあ、抱っこ」

「え？」

「抱っこして食堂に運んで。そうしたら、起きるよ」

「…………本当に起きる？」

　カイトの質問に対して、ティアは半分寝ぼけた状態のまま、笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「分かった。ほら、掴まって」

　両手を差し出すと、ティアはこちらを強く抱きしめてくる。密着したせいで彼女の胸が当たり、カイトは咳せき払ばらいした。

「あの……ティア、もうちょっと離れて……」

「やだ。離れたら、落ちる」

　呟つぶやくと、ティアは更さらに縋すがりつく力を強めた。

「えへへ……カイトの傍にいると、あったかいなぁ」

　こちらの肩辺りに頬を預けてくると、ティアが満足げに口元を緩める。

　無む邪じや気きな表情は非常に愛らしいものではあったが、いかんせん、状態が状態だ。

「……よし、落ち着け、落ち着け……」

　必死に自分に言い聞かせながら、カイトは高鳴る鼓こ動どうを感じつつ、ティアを連れて食堂へと戻もどる。

「あ、丁度よかった。今ご飯出来たところよ。ティアは――ってまたくっついてる!?」

　こちらを出で迎むかえたラミネが丸い目を大きく見開いた。

「うん……まあ、ご覧の通り」

　カイトは答えてからテーブルの端はしまで進んだ。

「ほら、ティア、食堂に着いたよ。下りて」

「むー。……もうちょっと」

「いやいやいや。約束が違うよ」

「……分かった。じゃあ、カイトはそのまま座すわって」

「へ？　いや、そうすると君がくっついたままになるんだけど」

「大丈夫。……カイトの膝ひざに座ればいい」

　とろんとした目つきのままで、こちらに向かって親指を立てるティア。

「……この上なく素す晴ばらしい考えみたいに言ってるけど、君、幾いくつだっけ？」

「ん？　えーと……ごさいくらいだっけ」

「十七だよ。十七の女の子は同い年の男の子の膝に座っちゃいけません」

「そんな女の子が居てもいいじゃないかー！　つまり個性―！」

「そういう自己主張は、まず基本的な社会常識を身につけてからしなさい！」

「いーやーだー！」

　梃子でも動かぬ様子をティアが見せている内に、子どもたちが帰ってきてしまった。

「あ、ティアがカイトに抱だきついてるー！　ミミもー！」「ネネもネネも！」

「あ、いいな！　じゃあ、おれもやる！」

　彼等は目を輝かがやかせると、次々に跳ちよう躍やくし、こちらに向かって飛びついてきた。当然、重量はその分増加する。

「お、おおおおお、あ、愛が重い！」

　カイトは踏ん張ばって耐えるも、かなり厳しい状態となった。

「あ、こら、ダメだよー。ミミもネネもリキも。下りて下りて」

「えー、ティアばっかりずるいー」「ずるいー」

「わたしはいいの。特別なの。カイトが好きだから」

「じゃあミミもとくべつだー！　カイト好きー！」「ネネもネネも！」

「おれもとくべつ！　カイト兄ちゃん好きだし！」

「よーし、じゃあ、皆でカイトに抱きつこうっ！」

「うん、やろう！」「ネネも！」「おれ、もっとくっつく！」「ミミだってー！」

「はい、その辺でね。もう満足したでしょ。離すわよ」

　しばし謎の意気投合をしていたティアと子ども達だったが、ラミネによって強制的に引ひき剥はがされてしまった。

「あああー。カイトォー」

　ティアは名な残ごり惜おしそうにまだこちらへ手を伸ばしていたが、やがて子ども達と共に強制的に席に座らせられてしまった。大きな欠伸をした後に、目を擦る。どうやら、目は覚めたようだ。

　カイトとしては解放されたことに安あん堵どしたのはそうなのだが、求められる喜びもあった為ため、嬉うれしいような寂さびしいような、複雑な気持ちである。

「お兄ちゃん……」

　と、不意に服の裾すそを引かれて、カイトが視線を下ろすと、そこにはナナルが居た。

「どうしたの？　ナナル」

　尋たずねると、彼女は恥はずかしそうに目を伏せ、顔を少し赤くしながら、消え入りそうな声で言う。

「あ、あのね……わたしも、お兄ちゃんのこと、好きだよ？」

「……。ナナル――ッ！」

　あまりに突とつ然ぜんの出来事に彼女への愛いとしさが爆発してカイトは両手を広げたが、

「カイト兄、いい加減にテーブルについて下さい。朝食が冷めます」

　サアラに襟えり首くびを掴まれて席まで連行されてしまった。

「そ、そんなああ！　ナナル、大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃんも好きだから！　大好きだからねーッ！」

「朝っぱらから恥ずかしいこと連発するんじゃないわよ！」

　ラミネに叱しかられて、カイトは渋しぶ々しぶ椅い子すに腰こしを下ろす。

　そこで、ようやく朝食とすることにした。

「……はい、では手を合わせて下さい」

　全員が席についたところで、ラミネが指示をすると、皆が従う。

「今日もイシア様の御お力ちからにより様々な恵めぐみが齎されたことと、私達の犠ぎ牲せいとなった全すべての命に感謝致します。――全てに導きをイアン・フアーレ」

『全てに導きを』

　ラミネに続いて全員が唱和したところで、朝食が始まった。

　イシアとは、人をはじめとするありとあらゆる動物を世に生み出したとされる神の名だ。

　現在のところ彼の物を崇あがめる教えは世界各国に浸しん透とうしており、食事の際をはじめとする様々な場面において祈いのりを捧ささげることが多かった。

　ただイシアへの信しん仰こうを司つかさどる教会が権力を持っていたのは昔の話で、現在はそれほど影えい響きようがあるわけでもない。手を組み神への感謝を示すのは、いわばかつての習慣を引き継ついでいるだけに過ぎなかった。

　ちなみに最後に付け加える『全てに導きを』とは、イシアが生み出した者達に対して最初に伝えた言葉らしい。

「カイト、あげるー」

　朝食が始まって間もなく、右みぎ隣どなりに居たミミが皿の上から人にん参じんをフォークで刺さして、こちらへと寄よ越こした。

「ネネもー」

　左隣に居たネネもまた、同じことをしてくる。

　ミミとネネの顔は非常によく似ている――というより、ほぼ同じといっても差さし支つかえがなかった。双ふた子ごだからだ。

　厳密に言えばミミの方が先に助産師に取り上げられたらしく、何かとネネに対して姉ぶろうとしているのだが。

「あ、こら、あなた達。嫌きらいなものを人に押し付つけるんじゃないの」

　ラミネが注意すると、ミミは目玉焼きを味わいながら素知らぬ顔をした。

「違ちがうもん。カイトが人参好きだからあげてるんだもん」「だもんー」

　最後に言ったのはネネだ。彼女は姉に非常に懐なついており、大たい抵ていの場合は語ご尾びだけを真ま似ねして彼女に追従する。

「いいよいいよ。オレ、人参好きだから」

　口元を緩めて言ったカイトだったが、ラミネは「ダメでしょ」と首を横に振った。

「そうやってすぐ子ども達を甘あまやかすんだから。ほらー、野菜もちゃんと食べなさい」

　カイトの皿から人参を元の場所に戻して、ラミネが言い聞かせる。

　だがミミもネネも頬を膨らませたまま、指示に従おうとしなかった。

「ミミ、ネネ、人参はね、こうすると美お味いしいんだよ？」

　すると、ティアが目玉焼きをフォークで突つき、流れ出した黄身を人参にかける。次いで、彼女は黄こ金がね色いろに染まった赤い身を口に入れると、

「んんんん――んまぁ――いッッ！」

　部屋中に響くような大きな声と共に、顔を綻ほころばせた。

「……本当？　本当においしい？」「おいしい？」

　ミミとネネが首を傾かしげると、カイトはティアと同じ手順で人参を口に入れる。

「あ、本当だ。美味しい」

　実際、人参が持つ独特の青あお臭くささが濃のう厚こうな黄身の味によって和やわらいでいた。

「ミミ……ネネ……わたしも人参苦手だけど、頑がん張ばって食べるから……。せっかく、ラミネお姉ちゃんが作ってくれたんだし……ティアお姉ちゃんみたいに、してみよう？」

　ナナルが微笑ほほえんだまま促うながす。

「……うん、わかった」「わかった」

　しばらくしてから、ミミとネネはフォークを手に取ると、同時に人参を突き刺さし、目玉焼きの黄身をつけた。次いで、思い切ったように口に入れる。

「――おいしい！」「しい！」

　二人は共に顔を上げると、目を輝かせた。

「すごいね、ティアすごいね！」「すごいねー！」

「わたしがすごいんじゃないよー。人参と目玉焼きを美味しく調理したラミネがすごいんだよ。わたしはただ、すごい二つを合わせただけ」

　ティアは言って、野菜を味わうように食べる。彼女は食欲旺おう盛せいで、好き嫌きらいが全くない。

「うっしゃあ、じゃあ、おれも玉たま葱ねぎを目玉焼きで食べるぜえええ。うめえええ！」

　リキが以前から苦手で口にしなかった野菜を、凄い勢いで食べ始めた。ミミとネネに触しよく発はつされたようだ。

「なるほど……これだと野菜が持つ苦みも抑おさえられますね。さすがティア姉。機転が利きいています」

　感心したように言って、サアラが他の野菜を同様の方法で試ためしながら咀そ嚼しやくする。

「ふむ。じゃあ、今度の朝ごはんには、卵と絡めて焼いてみようかしら。味がまろやかになるかも」

　ラミネが考え深げに呟いた。

「ああ、それいいな。単なるサラダより子ども達も喜んで食べるんじゃないか」

　カイトが同意すると、ミミやネネ、リキもまた「食べる食べる！」とはしゃぎながら手を叩く。

「それにしても……リキもミミもネネも偉えらいな。ちゃんと嫌いなもの、食べられたじゃないか。さすがだよ。感動した」

　感じ入りながら言ったカイトに、ラミネは「なにを大おお袈げ裟さな……」と言いながらも、嬉しそうに目を細めた。

「そうやって障害を乗のり越こえていって初めて立派な大人になれるんだよ。やったな。これからもその調子で頑張っていけば大丈夫だ」

　子ども達に向かって頷くカイト。だがそこで、

「ところでカイト、ポテト要いらないの？　食べていい？」

　ティアが指し摘てきした為、「うっ……」と固まった。

「カイト……子ども達に偉そうなこと言っておいて、自分が障害から目を逸らしていてどうするのよ」

　呆あきれたように半はん眼がんになるラミネ。

「い、いや、ほら、ポテトってぱさぱさするからどうもさ……」

「へー。いや、まあ、カイトがそれでいいなら構わないけど。本当にいいの？　子ども達が期待の目で見てるわよ」

　言われて初めて、カイトは気付いた。

　リキやミミ、ネネから注がれる熱い眼まな差ざしに。

「カイト、カイトも嫌いなの、食べよう！　大丈夫だよ！」「だよ！」

「カイト兄ちゃんなら出来るって！　おれ、信じてるから！」

「う、うう、ううう」

　痛い。皆の信しん頼らいが痛い。カイトは俯うつむいたまま苦く悩のうする。

「カイト兄……カイト兄は家族を裏切る人ではありませんよね。ここで食べなかったら皆、ガッカリしますよ。きっとすごくガッカリします。とてもとてもガッカリします」

　さりげなく徐じよ々じよに圧力をかけてくるサアラ。

「わ……分かった。分かった！　よし、オレだって――食べるよ！」

　追おい詰つめられ、カイトは一大決心して、添そえられていたポテトに齧かじりつく。

　しばらくして、苦労の末に嫌いな野菜を食べ終えたこちらを、ティアは眩まばゆいばかりの笑え顔がおで褒ほめてきた。

　他の皆も、一いつ斉せいに拍はく手しゆをして口々に賞賛してくる。

　カイトは達成感を味わいながら、場に居た全員に対して笑顔を見せた。

　それは、いつも通りの朝。いつも通りの光景。

　これまでと同様、ありふれた一日の始まりに過ぎない。

　だが――カイトにとって、数年前に出来た『家族』との、何にも代え難がたい大切な時間だった。




　求索士は受けた依い頼らいを遂すい行こうする際、基本的に複数人によって行動する。

　単独での活動が許されていないわけではないが、効率の良さを鑑かんがみても、選せん択たくとしてあまり褒められたものではないとされていた。

　エメルタは居住地としての拠点があり、長おさを一人と所属する者を二人以上用意した上で国に申しん請せいを出すと、設立を認められる。

　認にん可かを受けなかったからといって不利になるものでもないが、依頼を出す側からすればやはり公的な証あかしをもつところを優先して希望したくなるものだ。故ゆえにほとんどのエメルタはきちんとした手順を踏ふんだ上で存在していた。

　加えて、求索士として働くためには資格が必要で、取得するには最低条件として『霊素マリアスを操あやつることが出来ること』が求められる。

　よって霊素が人体に宿り始める十四歳さい程ほどから求索士になるのが一いつ般ぱん的てきだ。

　つまり――逆を言えば、エメルタに子どもが居ることは、本来であればありえない、ということになる。

　それなのにどうして四人の子供がいるのかと言えば――そこにはいくつかの事情が絡からんでいた。

「カイト、わたし、ちょっと出て来るね。依頼所で仕事探してくる」

　昼を過ぎた頃ころ、拠点の庭で竈かま用どようの薪まきを作っていたカイトに、ティアが声をかけてくる。

「ん、分かった。でも一人で行ける？」

「む。カイト、いくらわたしだって、それくらいできるってば」

　心外だというように、ティアは腰に両手を当てて頬を膨らませた。

「いや、オレだってそう思いたいんだけど、ティアの場合、一人で行かせると十回中七回は迷うからなあ」

「失礼な！　後、間ま違ちがいだよ。十回中八回だからね？」

「増えてるじゃないか……」

　余計に心配になってくる。

「悪いことは言わないから、ラミネかナナルと一いつ緒しよに行ったほうがいいんじゃないかなあ」

「もー、平気だってば。これでもエメルタの長なんだから、しっかりするよ」

「だったらいいんだけどね……ちなみに依頼所のある方向はどっち？」

「あ、バカにしてるでしょ！　知ってるよ！　こっち！」

「あっちね」

　カイトはティアの指した方とは逆を指差した。

「……し、知ってたし！　カイトを試しただけだし！　成長を促すために必要な試練だし！　じゃ、子ども達のことはよろしく！」

　ティアは、明らかに焦あせった様子を見せてから去っていった。

「……本当に大丈夫かな」

　街の中心へと延びる一本道を歩いていく幼おさな馴な染じみの背中を見ていると、不安が増してくる。

　カイト達の拠点は、皇都の郊こう外がいに位置している古びた一いつ軒けん家やだ。

　広さはあるがとにかく周囲には住宅以外何も無く、食材の買い出しをするために利用している一番近い商店でさえ、着くのに一刻以上かかってしまう。

　ここを拠点にしたいと提案したのはティアだった。

　確かに交通の便という意味では酷ひどく悪いものの、十数人は余よ裕ゆうで住める程ほど大きな家と、子ども達が遊べる庭に惹ひかれたというのだ。

　ティアにとって全ての中心は子ども達であり――ラミネやナナル、それに自分もまた同じ気持ちであった為、特に異論は出なかった。

「まあ、ごみごみした場所はオレも嫌いだしね……」

　呟いてカイトは手て斧おのを振り上あげ、切株に載せた木材を真っ二つにする。

　脇わきには二つほど薪の小山が出来上がっており、そろそろ丁度良い量になったかと思って腰を上げることにした。

「かいとー、かいとー」

　だがその前に背後から声を掛かけられ、振り返かえる。

　ネネがお気に入りのうさぎのぬいぐるみをもったまま、小さな歩ほ幅はばでこちらに向かってくるところだった。

「どうしたの？　危ないからあんまりこっちに近付いたら駄だ目めだよ」

　手斧を切株に刺してから尋ねると、彼女はその場で何やらもじもじとし始める。

「えっとね、あのね、えっとね」

　何かを言いたいようだが、思ったように口に出せないようだった。

　ネネはミミ、つまり姉にいつもくっついて、彼女の言葉の後に続く形で自分の意思を伝えるので、一人だと引っ込こみ思案になるところがある。

「うん。なんだい？　抱っこかな？」

　カイトが首を傾げると、ネネはぬいぐるみを口元に持ってきて、照れくさそうに頷いた。

「わかった。ほら、おいで。ぎゅっとしてあげるから」

　両手を広げた途と端たん、ネネは嬉しそうに飛び込んできて、こちらの首筋にしがみつく。

　カイトもまた、全身でこちらへの好意を示すネネの態度に、至福を味わった。

「ミミとリキはどうしたの？」

「えっと……えっと……おうちの門のところにいる」

「門に？　どうしてまた？」

「――あ」

　言われて初めて思い出したというように、ネネは声を上げる。

「あのね、かいとね、かいとにご用事があるってね、いう人がね、いたの。だからネネ、ふたりに頼たのまれて、呼びにきたの」

「あ、そうなのか。じゃあどうしてぎゅっとしてって言ったんだ？」

「してほしくなったから」

　あまりに素す直なおな返答に、カイトは表情が弛し緩かんしてくるのを抑えられなかった。

「そうかあ、じゃあ仕方ないなあ。オレに抱っこして欲しかったんだよねえ」

　頭を撫なでると、ネネは小さく頷く。

「それで、誰だれが来たの？」

「いつもの野菜のおばちゃん」

　その言葉だけで、カイトは訪問者が何者であるかを悟った。

　ネネを抱きかかえたままで、拠点の入り口へ出ると、そこで見覚えのある人物が佇たたずんでいるのを捉とらえる。

「あら、カイトちゃん！　元気？」

　サマサという女性で、近所に住んでいることもあってカイト達とは何度か交流があった。

　リキとミミの姿はない。恐おそらく、また何ど処こかへ遊びに行ったのだろう。

　カイトがネネを下ろすと、彼女はこちらに手を振って場を走り去った。リキとミミが待っている場所へ行ったのかもしれない。

「どうも、サマサさん、こんにちは。おかげ様でなんとかやってます」

「そう、それは良かったわ。はいこれ、今朝うちで採れたのよ。よかったらもらってね」

　サマサは自身の腕うでに抱かかえた籠かごを差し出してくる。中には様々な野菜が入っていた。

　彼女の家は農業を営んでいて、時折こうして、収しゆう穫かく物ぶつをおすそ分けしてくれることがある。

「ありがとうございます、いつもすみません。ろくなお返しも出来ないのに……」

　礼を言うと、サマサは人好きする笑顔で首を横に振った。

「いいのよー。どうせ余ったものなんだから。カイトちゃんのところも何かと大変でしょ？　ちゃんと栄養はとってね」

「はい。まあ、うちはその辺、ラミネとかがしっかりやってくれてますし」

　今朝のことを思い出しながら、カイトは頭を掻かく。

「そうね。ラミネちゃんもティアちゃんもナナルちゃんも、まだ若いのにしっかり子どもさん達の面めん倒どうを見ていて偉いわ。うちの子にも見習わせたいくらいよ。もちろん、カイトちゃんも」

　しみじみとした調子で言ってから、サマサは少し顔を曇くもらせた。

「それにしても……数年前にあなた達が引っ越して来た時は驚おどろいたけど、カイトちゃん達も大変よねえ。子ども達を四人も養っているんだから」

「いや、全然大変じゃないですよ。楽しいばかりです」

　カイトは、遠くから聞こえてくる子ども達のはしゃぎ声を聞きながら答える。

「それに、皆で決めたことですから。毎日、何かと賑にぎやかで飽あきませんよ」

「そうなの……まだ若いのに、おばちゃん、感心しちゃうわ。子ども達の方はどう？　その……色々と事情がある子達でしょう？　何か困ったことはない？」

　迂う遠えんな言い回しであるものの、サマサが何を気き遣づかっているのかは分かった。

　カイト達が引き取っている子ども達は、少しだけ他と違う生い立ちがある。

　全員――幼い頃に、親を失っているのだ。

　いわゆる孤こ児じと呼ばれる彼かれ等らはほとんどが、福ふく祉し施し設せつである児童養護院で保護される。

　ただ世界的に見て充じゆう分ぶんに数が足りているとは言えず、その為、少しでも協力出来ればという想おもいで始めたことだった。

「いいえ。多少、やんちゃだったりわがままだったりしますが、良く育ってくれてますよ。いつもオレ達の方が元気づけられているくらいです」

「そう……良い子達なのね」

「はい。皆、良い子達です」

　カイトは、はっきりと言った。

　背せ負おっているものを考えれば、子ども達は普ふ通つうなら体験しなくてもいい辛つらさを味わってきたはずだ。それは、他ならぬカイト達だからこそ分かる。

　何な故ぜなら、自分達もまた――元々は孤児であり、施し設せつで育った身だからだ。

　――別に親がいなくたって、幸せに暮らせるんだって思える居場所を作るよ

【約束の灯火】に子ども達を迎むかえ入いれることを決めた時に、ティアが言ったことだった。いつもは呑気な彼女が、その時ばかりは至し極ごく真しん剣けんな顔をしていたのを覚えている。

　カイトをはじめとする全員は、一も二もなく、彼女の考えに賛成した。

　その後、最初は様々な苦労をしたが、エメルタの皆で協力し合いながら、なんとか子ども達を育てて来て数年。

　彼等は、孤児であることなど少しも感じさせない明るさを振りまいてくれていた。

「じゃあ、何も心配は要らないわね。でも、何かあったらいつでも言ってね。おばちゃん、カイトちゃん達のこと、応おう援えんしてるから」

「はい！　ありがとうございます」

　頭を下げたカイトに、サマサは「気にしないで」と言って、笑顔で野菜を手て渡わたしてくる。

「それにしてもカイトちゃんのところの子ども達はみんな、ちゃんと擦すれ違ったら挨あい拶さつをするし、礼れい儀ぎ正ただしくて羨うらやましいわ。うちの子なんてもう、反はん抗こう期きだかなんだか知らないけど顔を合わせれば文句ばっかり。その癖くせ、やらなきゃいけないことはちっともやらないでだらけてばかりで、勉強もろくにしないのよ。何もしないなら家のことを手伝いなさいって言ったら、おれは農業なんかやらないからそんなつまらないことはしないとか、口だけは一丁前で。この前もあの子ったら――」

　突然、怒ど涛とうの如ごとく喋しやべり出したサマサに、カイトはしまった、と自分の失敗を悟った。

　彼女は何かとこちらの世話を焼いてくれる親切な人物なのだが、油断するとすぐに長話を始めるのだ。

　淀よどみなく話し続けるのに付き合っていると、幾ら時間があっても足りなかった。

　ラミネに聞いたところでは、この間など、昼ごろから始まって陽ひが暮れるまで延々と世間話を続けていたようだ。

「でね、カイトちゃん。おばちゃん言ってやったのよ。人参が三本あれば大助かりだけど、だからって南かぼ瓜ちや一つとは交こう換かんできませんって。どう思う？　そうよね？」

　少し気を抜ぬいている間に、最も早はや、誰の何の話か分からなくなってきた。

「は、はあ……」

　カイトは適当な返事をしながら、どうやってこの場を切り抜けようかと算段する。

「カイト＝ウリオス様！」

　と、そこで、こちらへと駆かけつけてくる足音に気付き、カイトは視線を向けた。

　胸と膝の辺りを鎧よろいで覆おおい、革かわ製せいの包つつみを穂ほ先さきにつけた槍やりを持った男が立っている。

　服の袖そでに、剣けんを掲かかげた女性の姿が描えがかれた紋もん章しようが縫ぬい付けられていた。

　皇国を象しよう徴ちようするもので、彼かれが都市を守る兵士であることを示している。

「突然の訪問、失礼致いたします。ご報告があって参りました！」

　こちらの前に立ち、男は高く手を上げて、朗々と声を張り上げる。

「あら。なんだか知らないけどお客様？　お邪じや魔まそうね。じゃ、これで失礼するわ」

　サマサは少し物足りなさそうだったが、突然の来訪者に、手を振って去っていった。

（た、助かった……）

　思わぬ幸運だ。カイトは野菜の入った籠を抱えたままで、兵士に向き直る。

「ご苦労様です。何か御ご用ようでしょうか」

「はっ！　……その、先さきのご婦人とのお話が済んでいないのであれば、待機しておりますが」

「いえ！　全く全然構いません！　どうぞ続けて下さい！」

　もし言葉を聞きつけて帰ってこられても困る、とカイトは焦り気味に急かした。

　兵士は「承知しました。では――」と先ほどの続きを口にする。

「皇王様よりカイト様にお伝えしたい義があるとのこと。皇こう宮きゆうまでご同行願いたい！」

「あ、やっぱりですか」

　彼が現れた時から予想していたことだが、と思いながら、カイトは応えた。

　皇王とは――名が示す通りカイトの住む皇国レギオスの頂点に座する人物である。

　大陸の半分以上を支配する巨きよ大だい国家を一手に治めている存在であり、極きわめて強い権力を有していた。無論のこと、一いつ介かいの求索士風ふ情ぜいが会えるような人間ではないのだが――。

　カイトは奇き妙みような縁えんがあり、何かと会う機会が多かった。

「分かりました。じゃあ、子ども達たちのことを仲間に頼んでおくので、少し時間を下さい」

　兵士が敬礼と共に了りよう承しようの旨むねを告げてくる。

（さて……何か分かったことでもあったかな）

　カイトは考えを巡めぐらせながら、ラミネを捜さがすために家へと戻り始めた。




　皇都は俯ふ瞰かんしてみると円を思わせる形となっており、建物と建物の間を走る道は放射状になるよう作られている。

　全てが集まる中心には巨大な建造物、即すなわち皇王の住まう皇宮が存在し――掌てのひらを思わせるような、他国にない独特の形状から、レギオスは別名【王の手中にある街】と呼ばれていた。

　兵士の案内によりカイトは煌きらびやかな皇宮内を歩いていたが、見るからに高価そうな調度品も、見事なまでの天てん井じよう画がも、擦れ違う貴族が纏まとう豪ごう奢しやな服装にも、まるで関心を示さない。

　過去に何度も見ているからということもあるが――生あい憎にくと芸術にもそれが生み出だす莫ばく大だいな金銭にも、特に興味を持ってはいなかった。

　逆に見るからに安っぽい服装に身を包んだカイトが堂々と皇宮内を歩いている様を見て、権けん威いある方々の方が驚いて目を見張るほどである。

　やがてカイトの前を行く兵士はある巨大な扉とびらの前で立ち止まった。

　左右には板金鎧に身を包んだ者がずらりと並び、鋭するどい目つきでこちらを見つめている。

　皇王の護衛をする騎き士しだ。何かあれば、手にもった槍で即そく座ざに貫つらぬくというような剣けん呑のんとした空気を纏っている。

　またそれと同時に彼等のこちらを見る目には、緊きん張ちようと怯おびえがない交ぜになった感情が窺うかがえた。さながら、巨大で凶きよう暴ぼうな魔ま物ものを前にしているかのように。

　ただこれは、これまでカイトが何度も味わってきたものなので、今いま更さらどうこう思うものでもない。

「皇王様より直々の命を受け、カイト＝ウリオス様をお連れした次し第だいである！　皇王様に御お目め通どおり願いたく、開門をお頼みしたい！」

　案内役の兵士が告げると、しばらくしてから騎士二人がゆっくりと頷いた。彼等は揃そろった動きで扉に手をかけると、大きく叫さけんだ。

「謁えつ見けんの間、開門――ッ！」

　重々しい動きを見せながら扉が完全に開くと、案内役の兵士が片手を上げた。レギオスにおける敬礼を意味する動作である。

「それではウリオス様、私はこれで失礼させて頂きます！」

「ええ。お疲つかれ様さまでした」

　兵士をねぎらった後、カイトは室内へと足を踏み入れた。

　自分達の拠点が十個は入るのではないかと思う程広大かつ、豪ごう華かな部屋である。

　所々に細さい緻ちな意い匠しようが施ほどこされ、足元には沈しずみ込むのではないかと思うほどの厚い絨じゆう毯たんが敷かれていた。

　前方へと目をやれば、巨きよ人じんでも座るのかと思うほどの規模を誇ほこる椅い子すがある。ただし腰かけているはずの主あるじは今のところ不在のようだった。

「えーと……皇王様はこれから来られるんですか？」

　カイトは視線を椅子の隣となりへと移しながら尋ねた。

　そこにはゆったりした服に身を包んだ壮そう年ねんの男が立っている。ザウド、という名を持つ皇国の宰さい相しよう――即ち皇王に近い地位にある人物だ。

　ザウドは眉み間けんに皺しわを寄せた厳いかめしい顔をこちらへと向けてくると、無言で深く頷いた。

　別に怒おこっているわけではない。元々、必要だと思わないこと以外は喋らない人なのだ。

　少し雰ふん囲い気きが恐こわくはあるが――こちらの『事情』を知っても尚なお、先さき程ほどの騎き士し達たちのような態度を取らないので、カイトにとっては貴重な存在である。

　と、その時。不意に、カイトが入ってきたのとは別の場所にある扉が開いた。一人の騎士が姿を見せ、敬礼の姿勢を取ると同時に、大きく声を張り上げる。

「皇王様の――おなぁ――りぃ――ッ！」

　騎士が踵きびすを返し、その場から去るのと入れ替かわりに――一人の人物が姿を見せた。

　非常に小こ柄がらな少女である。

　あまりに背が低いので、身に纏った見るからに高価そうなマントが、半分以上床ゆかについて引きずられていた。

　彼かの女じよの登場に合わせ、ザウドは俯いて、素す早ばやく跪ひざまずく。

　少女は巨大な椅子まで辿たどり着つくと、手にもった先せん端たんに宝玉のついた杖つえを床についた。次いで、こちらを振り向むき、ゆっくりと椅子に腰かける。

　顔つきは息を呑のむほどに整っているが、少し赤く染まった丸い頬ほおや小さな唇くちびるは可愛かわいらしく、ミミやネネが遊んでいる人形を思わせた。

　何処からどう見ても、幼い子どもがふざけてこの場に出てきたようにしか見えない。

　だが――彼女こそが正しよう真しん正しよう銘めい、この国を治める主、三十五代目の皇王陛下であった。

　名を、フレッサ＝エイアース＝マルトという。

「くるしゅうない。面おもてを上げよ」

　少し甲かん高だかい声でフレッサが告げると、ザウドは立ち上がり、顔を上げた。

　ただ目線は下げたまま、相変わらずの沈ちん黙もくを貫き続けている。

「やぁ、久しぶり、フレッサ」

　カイトが話しかけると、ザウドがわずかに顔を顰しかめた。

　皇王に対して敬意を払はらう話し方をしないどころか、長年の友人に会うような素そ振ぶりを見せたのだから当然だろう。

「うむ。無ぶ沙さ汰たであったな、カイト」

　しかしフレッサは少しも不快に思っている様子はなく、寧むしろ対等な立場で話すこちらに好意を抱いているかのように顔を綻ばせた。

「わざわざ出向いてもらって悪かったな」

「気にしなくて良いって。申し訳ないことに、子ども達の世話とか部屋の掃そう除じとかしなきゃいけないから、あんまり長くは居られないけど」

「なんだ、つまらぬのう。久方ぶりであるが故、色々と話など出来るかと思うたのだが」

「悪い。また今度、時間がある時に頼むよ」

「きっとだぞ。約束は守れよ」

　眉まゆ尻じりを下げ、フレッサは残念そうに言った。国を治める立場にある人間とは思えぬ、年相応の少女のような振る舞まいである。

「ところでカイト、お主、また街で騒さわぎを起こしたであろう？」

「ん？　あー、あれか。猫ねこ探さがしの時の」

「そうだ。お主、あれほど派手なことはするなと前に言ったであろう。後処理がもう面倒で面倒で、諸しよ侯こうをなだめすかすのに苦労したぞ？」

　唇を尖とがらせて責めてくるフレッサに、カイトは答えた。

「ははは。ごーめん」

「軽いぞ!?」

　目を見開くフレッサ。

「いや、まあ、悪かったとは思ったけど、仕方なかったからさ。そこはほら、フレッサのフレッサたる所以ゆえんであるところ、なんだ、権力……的なものでなんとかなると思って。唯ゆい一いつの特技だし」

「お主、さっきから失礼に失礼を上うわ塗ぬりするような言動をするのう……」

　呆れるような表情をするフレッサだが、口調に不ふ愉ゆ快かいさを感じさせるものはなかった。

「それに、唯一の特技とはなんだ、唯一の特技とは。他にもあるわ」

「例えば？」

「ええと……それは……あれだ。こう見えてもわらわは、誰よりも早く寝ねることが出来るのだ！」

「ヘー、スゴイネ」

「あからさまな棒読みはよさぬか！　睡すい眠みんを侮あなどるなよ。わらわはいついかなる時でも、そう、大切な会議の途と中ちゆうであろうと、大臣の小うるさい説教の最中であろうと、寝ようと思えば寝ることが出来るのだ！」

「ある意味凄すごいけど、それ、この場で言っていいの？」

「はっ!?」

　ザウドが咳せき払ばらいをした。それで一応、ここが公の場であることを思い出したのか、フレッサは頬を赤らめて言う。

「いいい、今のわらわの言葉は忘れよ、ザウド！　戯たわ言ごとだ。なんでもないのだ。本当になんでもないのだ！」

「あはははははははははは！」

「爆ばく笑しようするなーっ！」

　怒られて、カイトは腹を抱えて笑い転げていた状態から立ち直る。

「いや本当、フレッサはオレと話してると、とてもじゃないけど、偉い人に見えないよね」

「お主が遠えん慮りよないにも程があるからであろーに」

「それは失礼致しました。この度たびは不ふ徳とくの致すところであることを自覚し、今後は立場を弁わきまえまして皇王様に対し厳げん粛しゆくな態度を――」

「気持ち悪いからやめい」

「貫くことを誓ちかうと共に皇国レギオスの臣民としてこの身の全すべてを皇王様に捧げる所存でそろそろ面倒くさくなってきた」

「やるなら最後までやれい」

　半眼で睨にらみ付けてくるフレッサに、カイトは肩かたを竦すくめた。

「それで、どうしたの。わざわざ兵士を寄越すくらいだから、何かあった？」

「む、そうであった。危あやうく本題を忘れるところであったわ」

　ため息交じりに呟つぶやいて、フレッサは改めて口を開いた。

「お主を呼んだのは他でもない。――『奴やつ等ら』の情報が手に入った為ためだ」

「……へえ」

　カイトは、自分の額の辺りがわずかに反応するのを感じた。

　フレッサの言う『奴等』という単語が、自分の頭に残る『彼等』と符ふ号ごうしたのだ。

「つい先日、【影の目ザガード】から報告があってな。逃とう亡ぼう中であった『奴等』の関係者を発見し、捕とらえたところ、皇都より幾いく許ばくか離はなれた土地にあるシリザ山と呼ばれる場所の奥おく深ふかくに、ある建物が作られているとの情報を得たそうだ。『奴等』の残党が隠かくれ住すむ為に使っているらしい」

　影の目とは皇王直属の隠おん密みつ集団であり、選ばれた優ゆう秀しゆうな霊素使いによって構成されていた。情報収集や皇宮の内部調査、不穏な動きを見せる人間の監かん視し及およびその対処まで、命令によって様々な任務をこなす。
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　存在自体は厳密に秘ひ匿とくされているものでもないが、誰がそうであるかは、皇王と一部の者だけが知るのみとなっていた。

「……そうか。念のために訊きくけど、間違いはない？」

「うむ。彼らの能力に関しては信用してもらっていい」

「そう。まあ――それは、オレも監かん視しされてるから、身をもって知ってるけど」

　呟くと、ザウドが緊きん迫ぱくの空気を孕はらませて身構えた。

　しかし、フレッサは片かた眉まゆを上げただけだ。

「なんだ、気づいておったのか。そこそこ上う手まくやれていると思っておったが」

「確かに気配は隠していたけど、微び量りように霊素の発はつ露ろを感じたからね。他の人間はごまかせても、オレは感じられるよ」

「ふむ。さすがカイトというべきか。しかし、こちらの事情も理解してくれ。最低限、お主の動向を確かめておかなければ。色々とうるさい連中がいるのだ」

「ああ。分かってるよ。四六時中見張られてるってのはあんまり気分が良くないけど――フレッサの事情を考えてみれば無理もないから」

　それに、とカイトは口角を上げる。

「オレみたいなのがこの街で呑のん気きに暮らせているのもフレッサのおかげだしさ。気にしなくて良いよ」

「ふむ、それもそうだな。感謝せえよ」

「いやまあ、感謝はしないけど」

「そこはせえよ！」

　ばんばんと椅子の肘ひじ掛かけを叩たたくフレッサに、カイトは両手を上げた。

「嘘うそ嘘うそ。有あり難がたいと思ってるよ」

「……本当だろうの」

「ああ。まあ、七割くらいは」

「三割の嘘……微び妙みようなところだの……」

「嘘が入ってる時点で微妙も何もないと思うけど……まあ、いいか。で、シリザ山だったっけ。確か、皇都から徒歩で三日ほどのところだった？」

「うむ。麓ふもとに小さな村がある。深い森を通る必要があるものの、道は複雑ではない。迷わずに辿りつけるだろう。場所は山頂近くだそうだ」

「なるほど。そこに居るってことか。――【竜を喰らう者デイオ・マギス】の残党が」

　カイトは嘆たん息そくと共に零こぼす。名を口に出すだけで、あまり良い気分はしなかった。

「もう少し時間を貰もらえれば、詳くわしい場所を探してお主に教えることが出来るのだが……」

「頼んだ。なにかの機会があれば、ついでにこっちでも山に寄って捜そう索さくしておくから」

　湧わき起おこりかけた感情を抑えつけながら、カイトは素知らぬ顔で言った。

「んじゃ、用件がそれだけならそろそろ帰るよ」

　カイトが確かく認にんを取ると、皇王は目を瞬しばたたかせる。

「なんじゃ、もう行ってしまうのか」

「ああ、まあ。さっきも言ったけど、拠点でやることが山積みなんだ」

「なるほど。しかしそう急せくことでもあるまい。茶でも振ふる舞おう。隣りん国ごくより良い茶葉が送られてきたのでな」

「オレ、お茶の味なんて分からないから、飲ませ損だと思うけど」

「ならば菓か子しはどうだ。余ったら持って帰れば良い。お主が世話をしている子どもらにも食べさせてあげれば良いぞ。それに珍めずらしい細工品が手に入ってな。見てみるか。東国でのみ生産されているものらしいが――」

「皇王様。その辺りにしては如何いかがでしょう」

　突とつ然ぜん、フレッサの言葉を遮さえぎり、それまで黙だまり込んでいたザウドが口を開いた。

「幾いくらここには私と貴女あなた様さましか居ないとはいえ、一国の王が臣民を茶に誘さそうなどあってはならないことです」

　丁てい寧ねいではあるが、声にはたしなめる響ひびきが含ふくまれている。

　カイトとフレッサが親しくしていることについては、彼もある程度まで黙もく認にんしているようだが、さすがにそろそろ注意した方が良いと思ったのだろう。

「堅かたいことを言うな。カイトはわらわの友人だ。少しくらい良いではないか」

「なりません。越こえてはならぬ一線というものがあるでしょう。幾ら彼が皇王様にとって――いや、我わが国くににとって重要な存在であるとしても、です。今一度、ご自身の立場をお考えになって下さい」

「うぬぬぬぬ……。この堅かた物ぶつめ。あー。聞こえないー。何も聞こえないぞー」

　耳を塞ふさいで目を閉じ、首を振るフレッサ。まるで子どものようだ。いや、実際、子どもではあるのだが。

　梃て子こでもザウドの言うことを聞こうとしないフレッサに、カイトは困ったな、と頬を掻く。

　恐らく、彼女は寂さびしいのだろう。

　何せフレッサは、サアラと同じ十三歳さいだ。皇国最大の為い政せい者しやとして振る舞ってはいても、中身はまだ幼い。

　先代の皇王が病により崩ほう御ぎよし、父親も既すでにこの世に居なかった為、彼女は急きゆう遽きよほとんど準備も整わないままに王位を継けい承しようしたのだ。

　王位継けい承しよう権けんをもつ中で、彼女より年上の者は居たが、皇国は初代より女性が頂点に座することが取り決められている。そして、彼女以外は全て男性だった。

　急に偉えらくなったせいで周りの態度も変わるし、気軽に話せる者もいないのだろう。

「分かった。じゃあ、ちょっとだけお邪魔させてもらうよ」

　フレッサの気持ちを察し、カイトは言った。ザウドから止められ、俯うつむいていた彼女の顔が上がり、眩いばかりの笑顔になる。

「ウリオス殿どの、ですが……」

「ええ。分かっています。そちらの事情も理解してるつもりです。だから、少しだけですよ」

　ザウドから苦言を呈ていされる前にカイトが言うと、彼は渋しぶ々しぶといった風に引き下がった。

「むぅ……少しだけか。残念だ。久方ぶりに会おうたお主ともっと話がしたかったというのに」

　フレッサは不満げな顔をした。その言葉は本当に感謝してしかるべきものだ。

　そう言ってくれるのは、恐らくこの場において――いや、皇宮の中では、彼女だけなのだから。

　ただ、無理もなかった。カイトは普通の求索士ではない。

　扉の前に居た騎士達のように、自分は皇都のみならず、周辺諸国からも警けい戒かいされる身なのだから。

　だが扱あつかいがどうであれ、別に気にするつもりはなかった。

　自分には、ティアをはじめとした理解者が沢たく山さんいる。それだけで十分だ。

「取とり敢あえず、お菓子、多めに貰えると有難いかな。エメルタの面子メンツや、子ども達の分も」

　家で自分を待っている者達の姿を思おもい浮うかべながら、カイトは言った。




　皇宮での一件が済んだ後、カイトは再び拠点へと戻もどってきた。

　庭に子ども達の姿はなく、代わりにラミネが腕を組んで待っている。

「遅おそいわねー。どこ行ってたのよ」

　頬を膨ふくらませる彼女に、カイトは手を合わせた。

「悪い。所用で皇都の中心部まで行ってた」

「中心部に？　なにしてたのよ？」

「ああ。ちょっと皇王様に呼ばれてさ」

　短く答えると、ラミネの表情が変化した。

「ああ、はいはい。りょーかい」

　先程までの怒いかりは消え、いつも通りの雰囲気へと戻っている。

　カイトの事情を知っているが故ゆえだろう。

【約束の灯火ともしび】の中で、自分が皇王と関かかわりのある人間であることと、そこへ至るまでの経けい緯いを知っているのは、ティアをはじめとしてラミネ、ナナルの三人だけだった。

「で、どうかしたの？　あたし達が手伝えることある？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。オレで何とか出来ることだから」

「でも……」

　こちらの対応に納なつ得とくいかないらしく、尚も食い下がろうとするラミネ。

「ところで、なんでこんなところに居たの？」

　だがカイトが遮ると、彼女は目を丸くした後で、思い出したように言った。

「え？　あ、そ、そうだ。ええと、さっきティアが依い頼らい所じよから戻ってきたのよ。だから、カイトが戻ってくるの待ってたってわけ」

「お。ということは、仕事をとってきた？」

「それを今から聞くところよ。……ねえ、カイト、本当にいいんでしょうね？」

「ああ、平気だよ。ほら、行こう」

　ラミネの手を引き、カイトは拠点の扉を開けた。

　家に入ると、居間には子ども達を含めたエメルタに所属する全員が勢ぞろいしていた。

「あ、カイトだ！　おかえりー！」

　まず駆け寄よってきたのはティアだ。ほんのわずかしか離れていなかったというのに、何年振ぶりかの再会であるように、彼女は満面の笑えみで出で迎むかえてくれる。

「あー、カイト帰ってきたー」「きたー！」

「おかえり、カイト兄ちゃん。お土産みやげある!?」

　次いで双ふた子ごとリキが口々に言った後、ネネが抱だきついてくる。

「あのねー、かいとー、ネネねー、あめが欲ほしいなあ」

「飴あめかあ、飴はないなあ」

「ミミはねー、新しいお人形さんー！」「ネネもー！　ネネもー！」

「カイト兄ちゃん、木ぼつ剣けんが欲しいんだ。おれ、将来は求索士になるから今から修しゆ業ぎようしておきたくて！」

「後ねー、お花も欲しいなー！」「ネネもネネも！」

「カイト兄、ワタシは新しい本でいいです」

「じゃあわたしはお肉！」

「カイト兄ちゃんー！　一生のお願い！　木剣買って！　なんでもお手伝いするから！」

「よし、分かった。全部買おう！」

「買うんじゃありません」

　纏わりついて来るティアや子ども達に向かってカイトは宣言したが、即座にラミネによって却きやつ下かされた。

「リキ達もわがまま言っちゃダメ。後、サアラにティア、あなた達もどさくさに紛まぎれて要求しないように」

「は、バレた！」

「……気付かれないと思いましたが、鋭いですね」

　派手に驚くティアに続き、サアラは悪びれる様子なく答え、眼鏡めがねの蔓つるを押おし上あげた。

「ラミネに叱しかられたら諦あきらめる他ないな……はい、じゃあこれ、お土産。お菓子。後で食べような」

　フレッサから貰った物をリキに渡わたすと、子ども達全員が盛り上がる。

「よーし、お土産を食べるのは後でね。蜂はち蜜みつ入りの紅茶を淹いれてあげるから、皆みんなで楽しみましょう」

　頃ころ合あいの良いところでラミネが言って、場を静めた。

「じゃ、ティア、お願い」

　ラミネから促うながされ、ティアは大きく頷うなずく。

「了りよう解かい！　と、いうわけで。カイトも帰ってきたことだし、ここで重大発表がありまーす！」

　声を張り上げ、手を上げたティアに、全員が拍はく手しゆする。

　音が止やみ、皆の注目が集まったところで――。

「じゃじゃーん！　はいこれ！」

　ティアは衣服の懐ふところから一枚の羊皮紙を取り出すと、テーブルの上に広げた。

　炭すみ筆ふでによって細かく文字が書いてあり、最後に鳥の尾お羽ばねを思わせる模様が描かれている。

　求索士に依頼を紹しよう介かいする施設、【枷かせなき翼つばさ】を表すものだ。

「見事、依頼所からお仕事を受けてきましたー！」

　誇らしげに羊皮紙を掲げたティアに、一いつ瞬しゆん遅おくれて、歓かん声せいが上がる。

「やった！　さすがティアね！　それでこそ我がエメルタの長おさ！　まず依頼所に辿り着けたところが偉いわ！」

「すごいね……ティアお姉ちゃん。一人で迷わず行けたんだね」

　ラミネとナナルがそれぞれ笑みを浮かべて喜びを示した。が、喜ぶところが少しズレている気がする。

　ただ、当の本人は満足そうに胸を張っているので、まあいいか、とカイトは結論付けた。

「ほら、カイト、ちゃんと行けたでしょ？　褒ほめて褒めて」

「うん、偉いな。良く出来ました」

　カイトが頭を撫なでると、ティアは幸せそうに笑みを浮かべる。

「へへ、ありがとね！　カイトにそう言ってもらえると、頑がん張ばった甲か斐いがあったよ」

「しかし、凄いな。取り合いにならなかった？」

　カイトが感心しながら尋たずねると、ティアは頷く。

「うん、なんとかねー。ただ、相変わらず仕事はあんまり足りてないみたい」

「そうか……最近、また大手のエメルタが増えたからなあ」

　求索士の置かれた状況を鑑かんがみれば、致し方かたが無いのかもしれなかった。

　求索士は選ばれた人間のみがなることのできる職業である。

　故にこそ普通の人間には出来ない仕事を求める者は多かった。

　しかし、時が経たつにつれ徐じよ々じよに数が増え始め、昨今ではいささか飽ほう和わ状態となっている。

　比例してエメルタも多くなっており、依頼を出す側が誰だれに頼たのめば良いのか分からなくなっているのが現状だった。

　そこで重要視されるのが、エメルタに所属する求索士の数である。

　エメルタは長が一人、所属する求索士が二人いれば設立は出来るが――勿もち論ろん、それは最低限の条件であって、全てに当てはまるわけではない。

　二人しかいないエメルタもあれば、十人以上抱かかえるところも存在していた。

　依い頼らい者しやからすれば、当然、人数の多いエメルタの方が問題を解決しやすいと考えるのが普通である。よって、依い頼らい書しよには『最低十人以上から』とか『構成員五人程度のエメルタを希望』という一文が書き加えられることが多かった。

　これがどういう結果を生み出すかと言えば――エメルタ間の格差である。

　解決が難しい分、報ほう酬しゆうが破格の依頼は大手にばかり集まり、【約束の灯火】のような小規模エメルタには、楽だが得られる金も少ないものしか受けられないことになってしまっていた。

　かといって大手エメルタに所属しようにも、同じことを考える求索士達が多く集まるため、拠点の収容人数が限界を迎え、大部分が入ることが出来ずに爪つま弾はじきにされてしまう。

　それでも一いつ般ぱんの仕事に比べれば求索士の方が遙はるかに稼かせぎが良いので、成り手が少なくなることはないのだが。

「仕事を取って来てくれたティアに報むくいる為に、あたし達も頑張らないとね！」

　ラミネがティアを元気付けるように言って、握にぎり拳こぶしを作る。

「うん……。ティアお姉ちゃん、がんばってお仕事とってきてくれて、ありがとう」

　ナナルもまた同意するように頷くと、ティアは顔を綻ほころばせた。

「それで……どんな依頼？　また猫探しとか？」

　カイトは依頼書を覗のぞき込こむ。

「あれはあれで面おも白しろかったけどねえ。ええと、今回のは違ちがうよ」

　ティアが、依頼内容の書かれた部分を指差した。

「なんと、魔物退治です！　イアナールっていう村の畑を荒あらす子こ鬼おにを退治して欲しいんだって」

　子鬼とは小さな体に醜しゆう悪あくな顔をした存在で、他の魔物に比べて目立った特とく徴ちようはなく、力もそれほど強いものではない。ただ、徒党を組んで活動する習性があり、集団で襲おそってこられると少々厄やつ介かいだった。

「子鬼ねえ。まあ、倒たおしたことがないわけじゃないけど、ちょっと面めん倒どうなのよね、あいつら。イアナールってどこにあったっけ？」

　首を傾かしげるラミネに、ティアが服のポケットに手を入れる。

「ええと、地図を貸してもらったんだ。ちょっと待ってね」

　やがて取り出した紙し片へんを大きく広げ、依頼書の上に載のせた。

　皇国全土を描いたもので、赤い円がついている場所を、ティアが指差す。

「ここのはずだよ。地図の縮尺からすると、歩いて三日くらいかな」

「……シリザ山の近くか」

　地図を見ながらカイトが呟くと、その場に居た全員が目を瞬かせた。

「ん、いや、なんでもないよ」

　カイトは首を振って、誤ご魔ま化かすために軽く咳払いする。

（この距きよ離りだと依頼を終えた帰りに寄り道しても問題はなさそうだな……詳しよう細さいな場所はまだ分からないが、探すだけ探してみようか）

　その際には皆に事情を話して単独行動を取ろう、と考えながらカイトは再び口を開いた。

「それで、魔物の数は？」

「えーと……大体十匹ぴきくらいかな。ただ何ど処こかに巣があってそこから来るみたい」

　カイトの質問にティアが答えると、

「だとすれば、まず巣を見つけるのが先かしらね」

　ラミネが地図を見ながら呟いた。

「倒すのに、どれくらい、かかるのかなあ……？」

　幼い顔で考え込むナナル。

「子鬼程度だったらそれほど苦労しないんじゃないかな。三日で行って一日で終わらせて次の日に帰る。合計で七日ってところだと思う」

　カイトが大体の目算をつけると、皆も同じことを思ったのか、特に異論を挟はさむことなく頷いた。

「じゃあ、早さつ速そく荷物を纏めて出発したほうがいいね！　結構被ひ害がいが酷ひどいみたいだから、悠ゆう長ちように構えてられないみたいだし」

　ティアは視線をサアラの方へと向ける。

「サアラ、ごめんね。一週間だけ皆の面倒みてくれるかな？」

　言われることを察知していたように、サアラはすぐに了承した。

「大体で良いので食費だけ置いて行って下さい。足りなければ残った食材でなんとかします」

「よっしゃ、じゃあ、おれもごはん作るぜ！　サアラ姉ちゃんだけに任せておけないからな！」

「ミミもお手伝いする！　得意料理があるの！」「ネネもネネも！」

「ミミの得意料理ってなんだっけ？」

　初耳とばかりにラミネが首を傾げると、ミミは得意満面で言った。
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「どろだんごスープ！」

「そ、それは……ちょっと、気持ちだけもらったほうがいいかなあ……」

　ナナルが困ったような反応をすると、ミミはきょとんとした顔をする。

「だめ？　いつもおままごとでするよ？」

「どろだんごはねえ、食べたらおなか壊こわしちゃうでしょ？」

　ラミネが苦く笑しようすると、ミミは「そっかあ、ダメかあ……」と残念そうに俯いた。

「いや……ミミ、オレは食べるよ。ミミが作ったものならなんでも食べるよ！」

「食いなさんな」

　落ち込んでいる姿を見ていられずカイトが言うと、ラミネが額を押さえて溜ため息いきをつく。

「でも、もしかしたら美お味いしいかもしれないよ。なんでも試ためしてみなきゃ。そう、その心は、不可能へ挑いどむ勇気さ！」

「それだ！」

「それだ、じゃない。そういうのを、無む謀ぼうっていうのよ！」

　きりっとした顔で言い放ったティアにカイトが同意すると、ラミネが素早く突っ込んでくる。

　普ふ段だん通りに展開されたエメルタの光景に、場に居た皆が笑った。







第二章…想定するべき想定外







　一週間分の荷物を纏まとめて皇都を出たカイト達たちは、目的地に向かって出来るだけ急ぎながら歩みを進めた。

　途中までは乗合馬車を使ったものの、そこからは小さな山を幾つか徒歩で越こえなければならない。ろくに整備されていない道を通ることもあり、三日目を迎むかえる頃ころには皆が疲れを見せ始めた。

「カイトー。疲れたよ、おんぶしてー」

　後ろを歩いていたティアが、そう言って後ろからおぶさってくる。

「うわっ……ちょ、ティア、重いって」

　振り向いて文句を言うカイトだったが、ティアは「えへへ」と言いながらこちらの背に顔を預けてきた。

「昔はよくこうやってカイトに背せ負おってもらったよねえ。カイトの背中って大きいから、なんだか安心するんだ。久ひさし振りに堪たん能のうするよ」

「いや、そう言ってくれるのはありがたいんだけど……」

　とカイトが返していると、

「あ、ずるいわよ、ティア。そんなのあり？　じゃあ、あたしもよろしくお願いしまーす」

　それを見たラミネもまた寄りかかってきたので、重量が倍増する。更さらに言うと双そう方ほうが荷物を背負っているので、負担は普段より大きかった。

「おぶふっ。こら、二人とも、冗じよう談だんはやめてって」

「なにを言ってるの、カイト。わたしはいつでも本気だよ！」

「ティアと同じく！」

「余計に性質たちが悪いよ！」

　よろめきつつ、それでもなんとか二人を支えていると、ラミネが声をかけた。

「ほら、ナナルも来なさいって。楽よ？」

「え、え、で、でも、お兄ちゃんだって疲つかれてるのに……」

　戸と惑まどうナナルに、ティアが「そういやそうかぁ」と呑気な声を上げて、

「まあ……カイトだったらなんとかなるよ！」

　意味不明な断言をした。

「信しん頼らいしてくれてるところ悪いけど何とかならないよ。ほら、下りて。下りないなら――こうだっ」

　カイトは言葉と共に、勢いよく上体を起こした。土台を失い、乗られなくなったティアとラミネは揃そろって慌あわてたように着地する。

「ちぇー、ケチー」

「カイト、女の子に対して乱暴ー」

　理り不ふ尽じんなことを言って離れる二人。

「はいはい、勝手なこと言わない。ほら、自分の足で歩く！」

　まったく、と叱ると、ティアもラミネも頬を膨らませ、先を進み始めた。

「お兄ちゃん、大丈夫……？」

　素早くナナルが気き遣づかってくれるが、カイトは「なんともないよ。ありがとう」と彼女の頭を撫でた。

「あの二人のノリは昔からだから。寧ろいつも通りの調子で安心したよ」

　笑いながら、二人を追って再び歩き始める。

　思えば、ラミネもそうだが、出会った時から今に至るまで、ティアの生き方はまるで変わっていなかった。

　悪く言えば本能のまま、よく言えば天てん真しん爛らん漫まんとでも表現しようか。

　数年前――自分にとって育ての親とも言うべき男に拾われ、彼かれの経営する児童養護院に連れてこられた頃に出会った時のままだった。

「……それにしても」

　養護院のことを思い出だしたところでカイトは足を止め、背後へと振り向むいた。

「子ども達だけで残して来たけど、本当に大丈夫かな。ちゃんとご飯食べてるかな。火の元に気を付けるようには言っておいたし、サアラが居るから大丈夫だと思うけど……最近は皇都も物ぶつ騒そうだっていうし、泥どろ棒ぼうとかに入られてないといいけど」

　さすがにここからでは拠点ホームはおろかアルカザスですら見えないが、それでも不安になってじっと見つめてしまう。

「心配いらないわよ。泥棒だってうちには盗とるようなものもないし、狙ねらうならもっとお金持ってるところにするわよ」

　ラミネの声に視線を前へと戻すと、彼かの女じよは呆あきれたように肩を竦めていた。

「子ども達のことを気遣うのは分かるけど、あんまり過保護になっても自立しないわよ？」

「なに言ってるんだよ。うちには小さい子の方が多いし、いくらしっかりしてると言ってもサアラは女の子だ。もし屈くつ強きような男たちが集団で押しかけて来ていたらどうするの。可能性が全く無いとは言えないだろ。それに犯罪だけじゃない。火事や地じ震しんが起きたら子ども達だけで対処するのは難しいだろうし、嵐あらしで家が壊されたり落らく雷らいしたり、もしくは誰かが病気になって寝込んでいたり、熱に浮かされてオレ達の名をうわごとで呟いていたりしたら……ああ、ちょっと、もう、待って、やっぱりオレ、帰るよ！」

「帰るんじゃないの」

　急いで踵きびすを返したカイトだったが、ラミネから首根っこを掴つかまれて強制的に止められる。

「なにするんだよ！　ミミやネネやリキやサアラが待ってるんだ。ベッドの上で帰らぬオレ達を求めて苦しんでるんだよ！」

「苦しんでないわよ！　自分で自分の妄もう想そうに取り乱すんじゃありません！」

「いやだって、子ども達にもし何かあったらと思うと……！」

　居てもたっても居られなくなり、それが解決できるのであれば、他ほかの何もかもが些さ細さいなことに見えてしまう。

「平気だよ、カイト。みんな、いい子で待ってくれてるって」

　だがティアは至って平然と告げてくる。

　そのあまりに堂々とした態度に、カイトの中にある焦しよう燥そうが少し和やわらいだ。

「そ、そうかな。そうなのかな？」

「うんうん。至って問題無し。今までだって依頼で拠点を空けたことがあったけど、特に何もなかったでしょ？」

「それはそうだけど……だけど今まで何もなかったからって、今回も何もないとは限らないんじゃないかな？」

「今まで何もなかったから、今回も何もないよ、きっと」

「どうしてそう思えるの？」

「今まで大丈夫だったから」

「いやだけど、今まで大丈夫だったからって今回もそうだとは……」

「でも今まで大丈夫だったしねえ」

「だけどね、ティア、今まで大丈夫だったからって――」

「はいはい。永遠に繰くり返かえしてる気がするからその辺でやめなさい」

　ティアと続けていた会話を断たち切きるようにして、ラミネが間に入ってくる。

「防犯についてはサアラに言ってあるし、これ以上どうこう考えても仕方ないでしょう。受けた仕事を放ほう棄きしたら求索士トレイズとして信用されなくなって仕事もなくなるし、そうなったら子供たちの面倒もみられなくなる。だから、そんなに気になるなら、依頼を一刻も早く終わらせて帰ること。良い？」

「……。ああ、そうだね」

　言われてみれば尤もつともだ。カイトは熱くなっていた頭に冷水をかけられたような心持ちになった。

「いや、ごめん、ティア。ちょっと我を忘れてた」

「あはは。カイトが子ども達のことになると人が変わっちゃうのはいつものことだよ。気にしない気にしない」

　こちらの体を軽く叩いて笑え顔がおになるティアに、カイトは反論できないなと頬ほおを掻かいた。

「そういえば……お兄ちゃん、わたしが風か邪ぜひいた時も、皇都を走り回ってくれたね……」

　ナナルが思い出すように言うと、ラミネが腕うでを組んで何度も頷く。

「あー、あったあった。あれでしょ。効果のある薬が露ろ店てんで売ってるって情報を聞くや否いなや、場所も聞かずに飛び出していったやつ」

「いや、あれはナナルが辛つらい想おもいをしてるって思うと我が慢まんできなくてさ……」

　ほとんど反射的な行動だったので、自分が何処どこを目指して走っているか分からないということに気付いたのは、大分時が経ってからだった。

「でも結局、サマサさんが持ってるのを分けてもらったから、都市部に行く必要もなかったんだよねえ」

「そうそう！　で、息切らしながら『なかった……』って絶望的な顔して帰ってきて、ナナルが薬のお蔭かげで体調回復してるのを見た途と端たん、自分が倒れて熱出したのよね」

「カイトらしいよねえ、ほんとに」

　ティアとラミネは言い合いながら、くすくすと笑みを漏もらす。

「それを言わないでくれよ、もう……」

　自分で思い出しても恥はずかしいのだから、とカイトは溜息をついた。

「……でもね。わたし、うれしかったんだよ、お兄ちゃん」

　ナナルがこちらの手を握り、微笑ほほえみかけてくる。

「わたしのために一いつ生しよう懸けん命めいになってくれて……すごくうれしかった」

「な……ナナル……」

　その優やさしさに涙なみだが溢あふれ出でそうになる。カイトは思わず両手を広げた。

「ナナル――っ！」

　そのまま抱き締しめようと勢いよく身を乗り出したが、

「あ、ちょっと待って、カイト」

　寸前でティアに腕を掴まれた。

「な、なぜ!?　オレのナナルへの愛の発はつ露ろが毎回阻はばまれるのはなぜ!?」

「だから素しら面ふで恥ずかしいことを言うんじゃないわよ。……なにか聞こえたわね、今」

　ラミネの言葉に、ティアは小さく顎あごを引く。

　――瞬しゆん間かん。

　遠くの方から、凄すさまじい咆ほう哮こうが聞こえてきた。

「やっぱり……。あれ、村のある方だよね？」

　ティアが視線をやると、ラミネもまた眉まゆを顰ひそめる。

「しかも、子こ鬼おに程度の魔ま物ものが発するものじゃないわね」

「確かに。行ってみよう。何があってもいいように心構えはしておいた方がいいと思う」

　嫌いやな予感を覚えながらカイトが呼よび掛かけると、ティア達は揃って頷く。

　次いで、疲ひ弊へいしている体に鞭むち打うち、カイト達は一いつ斉せいに駆かけだした。

　しばらく進むと森を抜ぬけ、低い柵さくに囲まれた小さな村が見え始める。

　先さき程ほどと同じ叫さけびは、やはりそこから響いているようで、紛れて村人たちの悲鳴が耳まで届いてきた。

　やがて村の中へと足を踏ふみ入いれた時――カイトは、暴れ回る存在を目もく撃げきする。

　外見は、一言で表せば二足歩行で立つ牛である。

　艶つややかな漆しつ黒こくの毛皮を持ち、尖とがった鼻と二本の雄お々おしい角を持っていた。

　ただし大きさが尋じん常じようではなく、傍そばにある家屋ほどはあり、おまけに腕が二本ではなかった。肩かたの辺りから生えるものに加えて、背中からも丸太のような腕がもう二本伸のびている。

　更には四つの手それぞれに棍こん棒ぼうや錆さびついた斧おのを持ち、振り回まわしながら、辺り一帯を破は壊かいし続けていた。

「四し牛ぎゆう……!?　この辺りに居る魔物だった!?」

　ラミネが信じ難がたいといった顔で誰にともなく尋ねる。

「ううーん？　どうだっけ。ここからもっと離はなれたところに生息してた気もするけどねぇ」

　ティアもまた、訝いぶかしげに考え込んだ。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん、村の人達が……」

　そこでナナルが指差した方を辿たどると、逃にげ惑まどう村人の姿がある。

　幸いなことに大きな怪け我がを負った者はいないようだが、四牛の力は子鬼等とは比べものにならないほど強大だ。このまま放っておけば怪け我が人にんどころか、死者すら出てしまうだろう。

「よっし、どうなってるかは分からないけど、とにかく助けよう！　皆、準備いい？」

　ティアの呼びかけに対し、カイトをはじめとするエメルタの面々は、異口同音に了りよう承しようの返事をする。次いで、彼かの女じよ達たちは携たずさえていた己おのれの武器を取り出した。

　ティアは槍やり、ラミネは杖つえ、ナナルは短たん剣けんだ。

　それぞれの柄つか頭がしらや先せん端たん、鍔つば部分には、不可思議な色を宿す水すい晶しようが嵌はめ込まれている。

【空劫結晶ユニス・マテリア】と呼ばれるもので、これを使用して作られた得物は【幻器クラフト】と呼ばれていた。求索士達が主に使うものであり、体内に宿った霊素マリアスを溜ため込み、凝ぎよう縮しゆくさせることで、様々な効果を発揮する。

　空劫結晶が無ければ体外に放出しても霊素は粒りゆう子し状じように散るだけで、ほとんどの力を失ってしまうのだ。

「じゃあ、いつも通り、前線にはオレとティアが出るよ。ラミネは遠えん距きよ離りから攻こう撃げきで。ナナルは必要とされる時以外は待機しておいて欲しい！」

　カイトの指示に、間かん髪はつ容いれず全員が肯こう定ていの意を示し、行動を開始した。

　双そう剣けんを同時に抜き払はらい、カイトは魔物に向かって突とつ貫かんする。

　四牛は邪じや魔まな闖ちん入にゆう者しやを怒おこるように吼ほえ猛たけり、四つの腕を振ふり翳かざして攻撃してきた。

　棍棒と手て斧おのが空を切り、叩たたき下ろされてくる。

　カイトは集中力を高め、自身の体から力を放出した。

　瞬しゆん時じに己の体を純白の粒りゆう子しが覆おおう。すると周囲の動きが遅ち延えんして見え、体が羽のように軽くなった。

　四牛による猛もう烈れつな乱打を、残像を刻むほどの速さで次々とかわしていく。

　足元に到とう達たつすると剣けんを構え、柄を握る手に力を込めた。

　体を覆っていた発光が得物へと伝わり、刃は全体を包つつみ込んでいく。

　――虚こ空くうを猛烈な斬ざん撃げきが切り裂さいた。

　魔物の巨きよ躯くに赤い切れ目が走り、高く血ち飛沫しぶきを上げる。

　四牛は嘶いななきのような声を上げて仰のけ反ぞった。

「やった、さすがカイトっ！」

　ティアの褒め称たたえる言葉に、カイトは口角を上げる。

　――霊素は個人によって蓄たくわえられる量が違い、また、扱う方法も幾いくつかに分かれていた。

　よって求索士達は戦い方によって、更に大きく四つの『道』に分類される。

　例えばカイトは【武法者ヴアレスト】と呼ばれるもので、主に霊素を身体や武器の能力強化に割わり振る。一番霊素の消費が少ないため属する者が多く、前線向きとされていた。

「カイト、下がって！」

　背後からの声にカイトは体勢を低くし、後方へと退たい避ひする。

　視線を向けると、ラミネが杖を地面に突つき立たて目を閉じていた。

「創造主イシアの御おち力からを此こ処こに顕けん現げんする。灼しやく熱ねつよ上れ、汝なんじが敵の罪を焼き尽つくせ！」

　杖に埋うめ込まれた空劫結晶が輝かがやきを示した。ラミネの前方に突とつ如じよとして猛烈な火か炎えんの球体が出現する。

　ラミネの使う【巫術メデイア】と呼ばれる技わざで、霊素を火、水、土、風、いずれかの自然現象に転てん換かんさせる。彼女のような者は、【巫術者メデイウム】と呼ばれていた。

　離れた場所から攻撃する為ため、持っている杖はあくまでも護身用のものである。

　唸うなりを上げ、空気を焦こがしながら、紅ぐ蓮れんの塊かたまりが四牛の体を呑み込んだ。

　耳を聾ろうするような絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。魔物は炎えん上じようしながら、暴れるようにして四つの腕を無む茶ちや苦く茶ちやに振り回した。

　移動しながら手て当あたり次し第だいに放たれる攻撃は、秩ちつ序じよなく辺りを破壊していく。

　内の一つが、カイトの目前へと迫せまってきた。

「っと――」

　予測できない動きであった為、反応がわずかに遅おくれる。剣を交差することにより盾たてとし、直撃は防げたものの――殺し切れない衝しよう撃げきに襲われ、カイトは吹ふき飛とばされた。

　地面を削けずりながら転がり、翻ほん弄ろうされる中で、無む理り矢や理り得物を下に突き刺さす。

　刃が土を削りながら内部に入り込んだことで急制動がかかり、どうにか停止することが出来た。

　だが体のあちこちをぶつけてしまったせいで、腕がわずかに痺しびれる。

「お兄ちゃん……っ！」

　焦あせったように駆け寄ってきたナナルが傍にしゃがみこむと、即そく座ざに短剣の柄をこちらに当ててきた。飾かざりのように誂あつらえられた空劫結晶が反応し、カイトの体を粒子が包み込んでいく。

　すると、瞬またたく間まに痛みが消えた。痺れも無くなり、戦う前と変わらぬ状態まで戻もどる。

　ナナルが【治癒者セピアナ】であり、霊素を主に相手の傷を癒いやすことに特化している為だ。

　戦うことは得意ではないので、短剣はラミネの杖と同様、己の身を守るためのものであるが、エメルタにおいては必要不可欠な存在である。

「ありがとう。助かったよ」

　ナナルの頭を撫でると、カイトは体勢を立て直した。

　自分が引っ込んでいる間、四牛の相手を務めているのはティアである。

　並々ならぬ頑がん強きようさを誇ほこる魔物は、多大な炎ほのおに巻かれても尚なお、体の各所から火を上げながら戦い続けていた。

　ティアは石いし鎚づちで棍棒を受け止めて流し、隙すきをついて槍を回転させると、矛ほこ先さきで突く。

　わずかに肉体を貫つらぬいた切っ先を引っ込め、転がり様ざまに横手から更なる一いち撃げきを加えた。

　四牛は、まるで纏わりつく虫を追おい払はらうような手つきでティアに向かって腕を振り下おろす。彼女はそれを長い柄で防ぼう御ぎよするものの、カイトと同様に力を防ぎ切れずに、地面を削りながら後退した。

　しかし攻撃の手は決して緩ゆるめない。即座に踏み出すと、腕を大きく引き、彼女は連続して刺し突とつを繰り出した。

　体に幾つもの穴が穿うがたれ、さしもの四牛も呻うめきを上げて数歩下がる。

　その動きは、実に俊しゆん敏びんかつしなやかだ。強敵との戦いを楽しんでいるかのように笑みすら浮うかべつつ、余よ裕ゆうを見せつけ相手を翻弄する。

「よし……行くよ！」

　ティアは槍を振り回すと、体勢を低くし、相手の懐へと飛び込む構えを取った。

「――来て、アウロッ！」

　全すべての準備を整えたティアが、高らかに叫ぶ。槍にある空劫結晶が眩まばゆく発光し、彼女の頭上で粒子が結集した。

　直後に――現れる。

　一見すると、黄色い毬まりのように思える物体だった。

　しかしよくよく目を凝こらせば、羽を生やしていることが分かる。

　更には尖った嘴くちばしがあり、硝子がらす玉だまのような丸い目があり、二本の細い足があった。

　丸々と太った、鳥である。

『――ッ！』

　アウロと呼ばれた鳥は、形容し難い奇き妙みような鳴き声を上げた。

　そのままティアの頭の上に乗ると、短い羽を羽ばたかせる。

　紫し電でんが舞まった。稲いな光びかりが空中を走り、四牛を打ちのめす。

　体勢を整えて行動を再開させようとしていた魔物は前進を阻まれた挙句、勢いに押されてたたらを踏んだ。作りだした隙をティアが見み逃のがすはずもない。踏み込んで突とつ撃げき。槍を勢いよく突き出す。

「アウロ！　お願い！」

　ティアの要よう請せいに従って、アウロが再び鳴いた。彼女の槍が黄金の雷かみなりを纏う。

　四牛の体を真っ向から貫いた切っ先が、刹せつ那な、凄まじい電でん撃げきをその内部に解き放った。

　轟ごう音おんと共に、四牛が叫きよう喚かんする。

　世界を真っ白に染め上げた現象が終わって間もなく――体の各所から黒い煙けむりを噴ふき上げていた魔物は、やがて、ぐらりとよろめいた。

　そのまま、地面へと仰あお向むけに倒れる。
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　後には、静せい寂じやくだけが残った。

「やったーっ！　仕留めたよー！　皆、おつかれー！」

　槍を地面に突き立て、ティアは嬉うれしそうにその場で跳ちよう躍やくする。

「まさかこんな奴やつがいるなんて、びっくりしたわね……」

　ラミネが胸を撫で下ろしたような表情で零こぼした。

「子鬼退治って聞いてたからなぁ」

　カイトは双剣を鞘さやへと仕し舞まいながら唸る。

「うむむ。でも、幾らなんでも四牛がこの辺りに居るのはおかしいんだよねぇ」

　腕を組み、納なつ得とくいかないといった風にティアは首を傾げた。彼女の動きで頭の上に乗っているアウロが落ちそうになり、慌てて羽をばたつかせて体勢を保とうとする。

「四牛の餌えさになるラプトンがいないし……確かに、変だね……」

　アウロを支えてあげながら、ナナルも疑念を呈ていした。

　ラプトンとは羊に似た草食動物で、滑なめらかな体毛をもち、加工して毛皮にしたものは保温性に優すぐれるため冬場には珍ちん重ちようされる。

　ただし温度の低い大陸北の地方、それも主に標高の高い山にのみ生息し、よって、彼かれ等らの肉を好む四牛もまた同じ場所に棲すみついているということである。

「ああ。たまたま迷い込んだにしても、距離があり過ぎると思う。……アウロ、何か知らないか？」

　問いを投げかけたカイトに、アウロは高い声で叫んだ。毛は逆立ち、目も心なしか吊つりあがっている。どうやら怒っているようだ。

「無理だってば、カイト。アウロは魔物じゃなくて、【幻げん獣じゆう】なんだから」

「あ……そうだっけ」

　注意してきたティアにカイトが返すと、アウロは更に甲かん高だかく鳴いた。何処となく、一いつ緒しよにするなと抗こう議ぎしているように思える。

「また忘れてるわね。求索士の資格を取る時、講習所で習ったでしょ？　普ふ通つうとは違う力をもっている動物の内、人に害を為なすのが魔物。協力するのが幻獣。それにアウロ達は魔物と違ってこっちの世界には居ないのよ」

　ラミネが説明してきたことで記き憶おくが蘇よみがえり、そういえばそうだった、とカイトは頭を掻く。言われれば思い出すのだが、どうにも覚えられない。

　アウロのような存在――即すなわち幻獣と呼ばれる不可思議な生き物は、こことは別の世界に存在するとされていた。

　別の世界、という言い方がややこしくて、脳のう味み噌そが記憶することを拒きよ否ひするのかもしれない。

　いわば隣となりにあるが、不可視の壁かべによってこちらからは行くことも出来ないし、見ることも出来ない場所とのことだった。

　ただし幻獣達の側は自由にこちらへ来ることが可能らしく、その際には何でも世界の各所に空いたこちらとあちらを繋つなぐ『穴』を通るらしい。

　更に彼らは霊素を生命維い持じに必要な栄養源及および嗜し好こう品ひん――要するに『美う味まい餌』――として摂せつ取しゆするようで、故ゆえに求索士からの呼びかけに応こたえてくれるとのことだった。

　ただし誰にでも、というわけではなく、特定の者の前にしか現れない。

　また、求索士によって姿を見せる幻獣の種類も違う。

　理由は諸説あるが、現在のところ一番有力なのは、幻獣にとって人間の霊素は個々の味が違うからではないか、ということである。

　つまり、霊素の『好き嫌きらい』によって現れる者を決めているということだ。

　幻獣に気に入られた求索士の数は、極きよく端たんに少ない。

　よって、ティアのように彼等に霊素を与あたえる代わりに、力を貸してもらう契けい約やくを結んだ存在――【異界契約者レテイア・ラクター】と名付けられた求索士は、非常に貴重とされていた。

「いたっ！」

　不意に頭に鋭するどい痛みを覚えてカイトは空を仰あおいだ。

　アウロが丸い体で宙に浮きながら、さかんに嘴でこちらを突いてきている。

「うわ、ちょ、やめて！　いてっ！　ご、ごめん！　もう一緒にしないから！　いたい！」

　捕つかまえて止めようと手を伸ばすも、アウロは意外に身軽な動作でかわし、いつもの定位置に戻った。つまり、ティアの頭上である。

　彼――彼女かもしれないが――は何な故ぜかエメルタ長おさの頭がお気に入りで、姿を見せている時は常に上に鎮ちん座ざしているのだ。

「ほーら、カイトがいつまでも違いを覚えないから、怒っちゃったわよ」

　ラミネが肩を竦すくめると、ティアが軽く跳とび、アウロを掴んだ。

「こら、アウロ、カイトをいじめちゃダメでしょっ！　ほら、豆あげるから機き嫌げん直してよ」

　ティアがアウロを片手に抱かかえ、ポケットから取り出した豆まめ粒つぶを食べさせようとする。

「あれ、アウロって豆食べるの？　幻獣のご飯って霊素じゃなかったかしら？」

　意外そうに言ったラミネに対して、ティアはあっけらかんとした調子で答えた。

「知らない」

「知らんのかいな」

「でも、鳥と言えば豆だからねぇ。食べると思うんだよ、いつか」

「そんな根こん拠きよも何もない確信で豆を差し出されるアウロの身にもなってみなさいな……」

「それに……アウロ、あんまり好きじゃないみたいだよ……？」

　ナナルの指し摘てき通り、アウロは豆を嘴でつついた後、「ふんっ！」という感じでそっぽを向いた。

「やっぱりダメかぁ。でも諦あきらめないよ、アウロ。わたしはいつか、あなたに豆を食べさせてみせる……！　イシア様に誓ちかって！」

「なんだい、その無む駄だな向上心は」

　神に誓われても、向こうとて対応に困るだろう、とカイトは頬を掻いた。

「……おお……あの魔物をあっという間に……凄すごい力だ」

　その時、しわがれた声が響ひびいて、カイト達は振り向いた。

　魔物が大人しくなったのを見たのか、村人たちが戻ってきている。

　年老いた男が皆みんなを代表するように前へ出て、こちらに向かって頭を下げた。

「なんとお礼を申し上げて良いやら……有あり難がとう御ご座ざいます」

　恐おそらく、身なりからして村の長だろう。カイトが分ぶん析せきしていると、ティアが首を振った。

「いいですよー。気にしないで下さい。それより、怪我した人いますよね？」

　村人達は顔を見合わせたが、しばらくしてから、集団の何人かが手を上げた。

「ナナル、お願いね」

　ラミネに頼たのまれ、ナナルは頷うなずくと、駆けだした。村人一人一人に短剣を翳し、傷を癒していく。

「私は村の長をしておるタイナーというものです。あなた様方は、求索士なのでしょうか」

　年老いた男の質問に対して、ティアは頷いた。

「そうですよ。依い頼らいを受けて来ました」

　村人達がざわつき始める。彼らの顔にははっきりとした喜びが浮かんでいた。

「……なんと……これはイシア様のお導きか……！」

　タイナーが今にも咽むせび泣なきそうな顔で崩くずれ落おち、両手を合わせる。

「諦めずに待っていた甲か斐いがあった……有あり難がたい……本当に有難いことだ……！」

　どうも妙みような気配だ。

　カイトはタイナーの態度を見ながら思った。

　確かに子鬼は一いつ般ぱんの人間には少々手に余るものであるが――幾らなんでも、ここまでの喜び方は異常である。

　まるで、明日にでも村が滅ほろびてしまうところを助けに来てくれた、と言っているように思えた。

　先程の魔物といい、どうにも雲行きが怪あやしくなってきた気がした。

（まさか……また、とか言わないよな）

　カイトは村人たちの対応に戸惑っているティアを見る。

　彼女は異界契約者という貴重な人材である以上に、大らかで気持ちの良い人間かつ、どんな時でも常に前向きで居てこちらを元気づけてくれるという、エメルタにとってなくてはならない人間だ。

　ただ、少々抜けているところと、だらしのないところがあるのと、たまに何も考えてないのではないだろうかと思うことと、際限なく食べるところと、後、他にも色々あるが――とにかく。

　幾つかある欠点の一つとしてあるのが、妙な騒そう動どうを呼びやすい体質であるということだ。小さなことであっても、ティアが関かかわると、大きな問題に発展することが過去に何度もあった。

　全てを裏でカイトが解決してきたので、今の所、エメルタの面々に被ひ害がいが及んだことはないのだが――。

「……ええと、一応、確かく認にんなんですが。依頼って、子鬼退治なんですよね？」

　カイトと同じ想いを抱いだいたのか、ラミネが恐る恐るといった感じで手を上げた。

「子鬼退治、ですか？」

　タイナーが、目を瞬しばたたかせる。

「え、違ちがうんですか？　わたし、そういう依頼を受けてきたんだけどなぁ」

　ティアが荷物をまさぐり、羊皮紙を取り出そうとした。

「いや、申し訳ありません。一体なにを仰おつしやっているのか――」

　食くい違っている話を訝しむように、タイナーの眉が顰められた――瞬間。

　空を皹ひび割わるような、凄まじい雄お叫たけびが上がった。

　カイトは反射的に剣を抜きながら、視線を向ける。

「……うげっ」

　ラミネが嫌そうな顔をした。その場に居た村人達も慄りつ然ぜんとなっている。

　当然だ。予想もしない事態が起こっていた。

　倒たおされたはずの四牛が――再び立ち上がっていたのだ。

「あれ。あれだけ傷を与えたのに、丈じよう夫ぶだねぇ、君」

　場ば違ちがいに感心している様子を見せながら、ティアは動こうとした。

　だが同時に、魔物が四つの腕を同時に振り上あげる。

（……駄だ目めだ、間に合わない）

　距きよ離り的てきにティアと四牛はごく近くに居る上、わずかだが先手を取られてしまっていた。あれでは防御する前に攻撃を受けてしまうだろう。

（よし――人の目は引くが、仕方ない！）

　即座に決断し、カイトは声をかける。

「ティア、伏ふせて」

　同時に得物を鞘から滑すべるように取り出した。上半身を屈かがめて声を発する。

「――オレの『力』を使う」

　こちらの言葉に、ティアも場の流れを読んだのか、「はいさ！」と素す早ばやくその場に倒れ込こんだ。

　四牛が、手に持った武器を一斉に彼女へと叩きつける。

　刹那、カイトは双剣を構え、自身の中にある『それ』を解き放った。

　言うなれば、鎖くさりで頑がん丈じように拘こう束そくされた檻おりの鍵かぎを、強ごう引いんに引きちぎる感覚。

　内部に厳重に閉じ込めていた化け物を――今、解放した。

　膨ぼう大だいな光が己の体から放たれ、二本の剣へと伝わって行く。

　カイトの得物が霊素によって覆われ、白い粒子の束が増ぞう幅ふくし、長大な刃と化した。

　暴あばれ狂くるう獣けものの如ごとき力の奔ほん流りゆうが、天地を焦がさんとばかりに轟ごう々ごうと唸る。

　既すでに武法者が使える霊素量を遙はるかに大きく超こえていた。

　それどころか、求索士に存在する四つの分類のどれにも当てはまらない程ほどの力を発揮している。

　だがこれが――カイトの秘ひめたる『本当の力』だった。

　カイトは双剣を構えると、刃を無造作に左右へと振り払った。

　霊素が光となって走り、二つの輝きは軌き跡せきの最中で溶とけ合あい、三日月のように湾わん曲きよくする。

　まるで斬撃の波動とも言うべき現象はティアの頭上を通り過ぎ、真っ向から、魔物へと喰くらいつく。

　そして――爆ばく裂れつ。

　抵てい抗こうすることすら出来ず、四牛の巨躯は轟音と共に木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。

　わずか、数すう瞬しゆんにも満たない出来事である。

「ティア、怪我は？」

　カイトは剣を鞘へと仕舞いながら駆けつける。

「うん、平気だよー。ちょっとびっくりしたけどね。まさか起き上がるなんて思ってなかったから」

「ああ。危ないところだったよ」

　おかげで、普ふ段だん抑おさえているモノを解放してしまった。

　カイト本来の力はあまりに大き過ぎるため、必要以上に目立って面めん倒どうが起こる可能性もあるので、出来るだけ使わないようにしているのだ。

「な、なんですか、今の力は……」

　案の定、タイナーの呆あつ気けにとられたような声が聞こえてくる。

　振り向くと、彼は目を見開いたままでこちらに歩み寄ってきた。

「村長、この方達たちならばきっと何とかして頂けますよ……！」

　村人が言うと、タイナーは何度も激しく頷く。

　彼はこちらを向くと、

「お願い致いたします！　皆みな様さまにどうか――」

　笑えみを浮かべながら、はっきりと言い放った。

「どうか、シリザ山に住む【焔えん竜りゆう】を倒して頂きたいのです！」

　瞬間、不気味な程の静寂が訪れる。

　だが――。

「え、あ、は、はあっ!?」

　ラミネの素すっ頓とん狂きような声が、見事にそれを撃うち破やぶった。

「焔竜？　焔竜って……あの、あの焔竜ですよね？　子鬼でなく!?」

「はい、あの焔竜です！」

「物もの凄すごく爽さわやかに言われたけども！　ちょっと……話が違い過ぎるんだけど!?」

　愕がく然ぜんとしたように、ラミネは目を白黒とさせる。

「ラミネ、落ち着いて」

　カイトが声をかけると、ラミネはこちらへ戸と惑まどうような視線を送ってきた。

「いや、でも、焔竜よ、焔竜。子鬼や四牛どころの騒さわぎじゃないわよ？　そりゃちょっとくらい驚おどろくってば！」

「いや、気持ちは分かるけどさ……」

　カイトとて、別に驚いていないわけでないのだ。

　よりにもよって、皇王に与えられた仕事の目的地であるシリザ山が出てきたことにも、多少動どう揺ようはした。

　だが、やはりか、という想いがあるのも事実で、だからこそ泰たい然ぜんとしていられるのだ。

　ティアの持って生まれた性質が、ここで発揮されてしまったか、と。

「ティアお姉ちゃん、どうなってるの……？　依頼、間ま違ちがえた？」

　ナナルがいまいち現状を把は握あくしきれていない様子で尋たずねる。

「うーん？　そんなわけないと思うんだけどなぁ……あれれ？」

　ティアは首を傾かしげながら、地図を取り出だして眺ながめた。

「あの、ここって、イアナールですよね？」

　ティアは一応の確認、というような意味で問いを投げかけたのだろうが――。

「いえ、違います。ここはカケアという村です」

　まさかの、根本から覆くつがえる答えが、村長より齎もたらされてしまった。

「……あら？　あららららら？」

　ティアは眉み間けんに皺しわを寄せながら、地図を上下にひっくり返したり、そうしてどうなると思ったわけでもないだろうが、太陽に透すかしてみたりした。

「……ティア。まさかとは思うんだけど」

　なにかの間違いであって欲ほしい、と願うようにラミネが訊きく。

「依頼の地図――間違えて渡わたされたりしてないでしょうね？」

「…………」

　恐ろしいほどの沈ちん黙もくが降りた。ティアは地図を持ったまま、場に静止する。

「……あー……」

　しばらくしてから小さな声を上げ、こちらを見ると、ティアがはっきりと言い放った。

「――それだ！」

「やっぱりかいっ！」

「あはははははは！」

「いや笑いごとじゃないわよ」

「またやっちゃったんだぜ！」

「随ずい分ぶん朗ほがらかだな!?」

　カイトが愕然としていると、ティアは地図を仕舞いながら手を合わせた。

「いやあ、ごめん、ごめん！　ちゃんと確認したつもりだったんだけどねえ」

「……まあ、ある意味じゃいつも通りと言えるかもしれないけど」

　ラミネが腕を組み、軽い嘆たん息そくと共に首を横に振る。

「ど……どうするの……？　焔竜って……すごく強いんだよね？」

　ナナルが大人しめながらも、当とう惑わくしている様子を示した。

「あー、うん。オレも話でしか聞いたことないけど、相当のものだったはずだよ」

　自分の記憶と照らし合わせながら、カイトは答える。

　竜りゆうとは、数ある魔物の中でも頂点に位置する程、強大な存在だった。

　中でも焔竜と名付けられた種族は、尋常ならざる力を持つものとして知られている。

　名の通り体内から炎を吐はき出し、周囲一帯を瞬まばたきする間もなく焼け野原としてしまうらしい。滅めつ多たに目撃されるものでもないが、見つけたが最後、全力で逃とう亡ぼうを図はかることが正解とされていた。

「だよね……わたし達で、勝てるのかな……。どうしよう……」

　眉まゆ根ねを寄せ、ナナルが困ったように言った。

　カイトが視線を傾けると、話し合うこちらを見つめる村人たちの姿がある。

　その目は確かな期待に満ちていた。

「……まあ、ここは一つ、エメルタ長に判断してもらうしかないな」

　カイトが提案すると、ラミネもまた同意するように頷いた。

「そうね。どうするの？　ティア」

「ん？　わたしが決めていいの？」

　自分を指差してティアが言い、カイト達が首しゆ肯こうすると――。

「そうなんだ。じゃ、受けるって感じで」

　彼かの女じよは物凄くあっさり決定した。

「びっくりするくらい軽いわね……本当にいいの？」

「いや、だって、カイトやラミネやナナルがいるんだしさ」

　質問を投げかけてきたラミネに、ティアは至って平然とした調子で返した。

「わたし達だったら焔竜だろうとなんだろうと倒せるよ。そうに決まってる。だってわたし、カイト達三人が居れば無敵だって――分かってるから」

　まるで当然のように。自明の理であるように。決まりきっていることであるように。

　信じている、ではなく、分かっている、と。

　ティアは、断言した。

　つまり彼女にとって自分の考えは絶対的なのだ。

　わずかな疑いも無く――そうであると、確信しているのである。

「……やれやれ。分かったわよ。じゃあ、受けるってことにしましょ」

　ティアの言葉を受けて、わずかに笑みを浮かべながら、請うけ合うラミネ。

　カイトもまた、ティアからの全ぜん幅ぷくの信しん頼らいに応えるために頷いた。

「ああ、そうだね。……ナナル、何かあってもオレやティア達が君を守るからさ。この依い頼らい、受けてみないか？」

「……うん」

　こちらと同じ想おもいをナナルもまた持ったのだろう。

　先程まで動揺していたとは思えないほど落ち着いた態度で、彼女はこちらの提案を受け入れた。

「よし。良い子だな、ナナルは」

　カイトがナナルの頭を撫なでると、ティアやラミネもよってきて、同じ仕草を倣ならう。

　ナナルは恥はずかしそうに俯うつむき、頬ほおを染めた。

　やがてティアは輪から抜け出して、村人たちの方へと向かう。

　何度か会話を交かわした後、依頼を受ける旨むねを告げた為か、村人達の顔が輝いた。

「まことで御座いますか！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　ティアの手を握にぎり、村長が何度も礼を言う。他ほかの者達もまた、一様に頭を下げていた。

「だけど、どうして焔竜が山なんかに棲むようになったんですか？」

　奇妙に思って、カイトは尋ねる。

　竜は定住地を持たず、長くても三日ほどしか同じ場所で休まない習性をもっていたはずだった。

「……それは……」

　村長は、しばらく俯いていた。だが、

「……今から、一カ月ほど前のことです」

　やがて、村の悲しみを代表して吐と露ろするかのように、話し始めた。

「北の空から巨きよ大だいな影かげが現れ、シリザ山へと降り立ちました。確認に向かった村人の話によれば、間違いなく焔竜であり、山頂にある洞どう窟くつに潜ひそんでいたと」

「洞窟に……？　そこに何があるんです？」

「良質な鉄鉱を多く採ることが出来ます」

　それか、とカイトは納得する。

　竜は餌として石を喰い、焔竜は中でも鉄を好むとされていた。

「……なるほど。それで、焔竜は村を襲おそったりするんですか？」

「いえ、今のところはありません」

「ん？　えっと、だとしたら、別に構わないのではないですか」

「いや、それが……この村は土の質が悪く良い野菜もとれず、かといって家か畜ちくを育てる程の余裕すらなく――シリザ山で採れる鉄鉱を売ることで、やっと生活してきたのです。それが駄目になったとなると、我々は生きていくことが出来なくなってしまいます」

「他の村に移ることは出来ないんですか？」

　ティアの質問に、タイナーは力なく首を振った。

「この村には年老いた者や子どもも多い。出て行って新しい土地で暮らすのはいささか難しいのです。かといって他の村も他人を迎むかえ入いれる程の余裕はないでしょう。そして……更さらに問題がもう一つありまして」

「問題……ですか……？」

　首を傾げたナナルにタイナーが続ける。

「はい。焔竜が現れたのと時を同じくして、山を見たこともない魔ま物ものがうろつくようになりました。竜の様子を確かめようと山に入った村人の何人かがそれで襲われてまして……」

「さっきの四牛みたいな魔物が、山に居るということですか」

　カイトは眉まゆを顰ひそめた。

「そうです。今日のように里へ下りてくることも稀まれにあり、我々にはただ逃にげ隠かくれてほとぼりが冷めるのを待つしかありませんでした」

　かなり瀬せ戸と際ぎわの状じよう況きようのようだ。カイトはタイナーの話を聞きながら呟つぶやいた。

「焔竜が魔物を連れてきたってことかな……」

「あるいは、強力な魔物の存在に惹ひかれて集まってきたのかも」

　考え込むカイトにラミネが自身の意見を述べる。

　ありえることだった。似たような話を、カイトも昔聞いたことがある。

　魔物は、己おのれより強いモノの近くに寄より添そうことがあると。

　理由は定かでないものの、彼等はそうすることで自分が生き残りやすくなることを知っているからではないか、という説が有力だった。

　竜のような魔物には国から懸けん賞しよう金きんが掛かけられることもあり、必然的に倒すために人間が集まってくる。

　つまり、敵の側からすると、餌が向こうからやってくるのだ。

　これほど都合の良いこともなかった。

　魔物にそこまで知ち恵えが回るのかどうかは不明だが、本能的な部分で悟さとったのではないだろうか。

　力を持つ者の傍そばに居れば、甘あまい汁しるを吸える、と。

（しかしだからといって、四牛がこんなところまでやってくるのは……）

　いささか、腑ふに落ちないところはあった。ただ、疑念をタイナー達にぶつけたところでどうなるものでもあるまい。

　カイトは話を変えることにした。

「整理しますと、魔ま物もの達たちのせいで山に入ることも出来なくなった。竜のせいで鉄もとれない、と。それは、確かに困りましたね」

「ええ。……それに、まだありまして」

　タイナーの言葉に、カイトは眉を顰める。

「子ども達が――居なくなっているのです」

「……どういうこと、ですか？」

　ナナルが尋ねると、タイナーが続ける。

「はい。焔竜が山に棲むようになってから……少しずつ子どもの数が減っておるのです。いずれも少し目を離はなした隙に起こったことで、攫さらわれたのではないかと思うのですが……」

「竜が子どもを攫う……？　ラミネ、聞いたことある？」

　カイトが質問を振ふると、ラミネは考え込むような素そ振ぶりを見せた。

「ううん。少なくともあたしは知らないわ。ただ、竜は魔物の中でも特別だから。時々、思ってもみないことをするって聞いたことがあるわね」

　竜が魔物達の中でも特別――そう言われる一番の理由は、『知性』だ。

　全ての竜は優れた頭脳を持ち、言語すら解することが出来る。

　よって他には見られない行動をし、中には、まるで人間のような振る舞いを見せるもののいるとの話だった。

「竜が洞窟に棲み、魔物が山に現れ、子どもが居なくなる……か」

　カイトは独りごちる。

　絶望的というに相応ふさわしい状況だ。さすがに村人達だけでは対処し切れないだろう。

「これは……何が何でも解決しなきゃいけないね！」

　ティアが強い口調で拳こぶしを固めた。ラミネやナナル、無論、カイトも同じ気持ちだ。全員の顔が引ひき締しまる。

　村人達の危機的状況を聞いた時点でそうなのだが、それに子どもの問題が加わるとなると、一層見過ごすことなど出来なかった。

　彼等が親と離れて寂さびしい想いをしていることを考えただけで、他ひ人と事ごととは思えない。

「ただ……少し気になることがあるので、一応、確認しておきます。事はかなり重大なように思えますが、求索士ではなく皇王様に助けを求めはしなかったのですか？」

　ラミネの疑念は尤もつともだった。

　そもそも、求索士は皇国だけでは手の及ばない部分を補助するために生まれた職業であると言われている。

　皇国に住む者の問題を解決するのは、国を守る騎き士しの領域であるが、多少のことや個人的な事情から発するものにいちいち対処していれば、次し第だいに数が足りなくなってしまう。

　よって、気軽に民衆の願いを受けて動く存在として、求索士が必要とされたのだ。

　だが、この村に起こった事例は解決することが非常に難しい。

　竜自体が並なみ大たい抵ていの人間には敵かなわない上、他の魔物のこともあるのだ。

　皇王に直接頼んで、騎き士し団だんを派は遣けんしてもらった方が良い。

　騎士の中にも当然、霊素を扱あつかえる者は居て、実力者を何人も抱え込んでいるのだから。

　ただ――。

「当然、そのことは検討しました。村人を皇都にやって、皇王様に直じき訴そしようとしたのです。しかし……ダメでした。皇都から離れている上、これといって国益になるような産物もない村を助けるために、貴重な労力は割さけない。――皇こう宮きゆうから返ってきたのは、遠回しではありましたが、要約するとそんな答えです」

「ひどいなぁ。見捨てたの？」

　ティアが立腹したが、カイトは、タイナーの回答を聞く前から、そういう結果になるであろうと見み抜ぬいていた。

　何も、皇国だけに限った話ではない。恐らく、何処どこも似たような対応をとることだろう。

　日ひ頃ごろは国民のためなどとのたまっているが、ほとんどの為い政せい者しやにとって自分達たち庶しよ民みんは、ただ税金を徴ちよう収しゆうするためだけに動く蟻ありも同然だ。

　虫を助けるために己の肉は切れない、というわけである。

「……まあ。話を聞く限りでは、多分、一番上に届くまでに誰だれかが蹴けったんだろうけどね」

　カイトはフレッサの顔を思おもい浮うかべながら零した。彼女なら、タイナーの言うようなことはすまい。もう少し真摯な動きをみせていたはずだ。

（フレッサの耳に入ると面倒なことになるので、臣下の一人が独断で決めたか……）

　いずれにしろ、村は国の援えん助じよを期待出来なくなってしまった、ということだ。

「皇宮のご事情は分かりかねますが……とにかく、私はなんとしても現状を脱だつしなければならないと考え、今度は求索士の依頼所へと願いを届けました。しかし、先さき程ほどもお話ししました通り、村は貧しく多額の報ほう奨しよう金きんは払はらえません。その為ため、幾いくら待っても求索士は現れず……」

　割に合わない仕事だと思われたのだろう。無理もない。カイトとて、初めから知っていれば村にすら来なかったはずだ。

「で、八方塞ふさがりになっていたところに、オレ達が来たというわけですか」

「はい。どうか――何なに卒とぞ、宜よろしくお願い致します」

　力無い声を漏もらした後、タイナーは深々と頭を下げてきた。

　彼かれに続き、村人達も同じ動作をし始める。

「……分かりました！　必ずわたし達が解決します。任せて下さい！」

　ティアは力強く頷いた。ラミネやナナルもまた、笑え顔がおで彼らに請け合う。

　カイトは、村人達が安あん堵どしたような表情になるのを見届けた後、視線を向ける。

　村の奥おく深ふかく――。

　峻しゆん厳げんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせたシリザ山が、雄お々おしく聳そびえ立たっていた。




　何かの物音を耳にした気がして、不意に、目が覚めた。

「…………」

　薄うす闇やみの中、眼前に木材を組み合わせた天てん井じようが見える。

　カイトは目を擦こすりながら、欠伸あくびを噛かみ殺ころした。

　時間的にはまだ夜のようで、窓の外から虫の鳴く声が微かすかに聞こえてきた。

「……ん？」

　と、その中に違う音が交じっていた気がして耳を澄すます。

　気のせいではなかった。声がする。外で複数の人間が話し合っているようだ。

　恐らく先程、鼓こ膜まくが捉とらえたのはこれだろう。

　しかも声こわ音ねからして恐らくは村人達ではない。

　無視して二に度ど寝ねしても良かったが、なんとなく気になって、ベッドから下りた。

　今カイトが居るのは、カケア村にある空き家の一室である。

　タイナーが、自分達に宿しゆく泊はく場所として提供してくれたものだった。

　村へ来るまでの疲ひ労ろうを考えて、竜退治は休息を取った次の日ということになったのである。豪ごう華かなものではなく、量も少なかったが、きちんとした夕食も出た。

　村人達が報ほう酬しゆうを払う以外に出来る、せめてものもてなしだったのだろう。

「……静かだな」

　扉とびらを開けて外に出ると、世界はおぼろげな明かりに照らされていた。

　見上げると、天に縁ふちがわずかに欠けた黄金の輪が浮かんでいる。月だった。

　しばらく進んでいく内、やがて、宵よい闇やみを照らす紅くれないの光が見え始める。

　焚たき火びだ。周囲には人も居た。しかも、よくよく見知った者達である。

「あ、カイトだ！　カイトも起きたの？」

　ティアが声をかけてくるのに、カイトは「ああ。なんとなくね」と答えた。

　場には彼女の他に、ラミネやナナルも居る。

「ティア達こそどうしたの？　皆で集まったりして」

「いやあ、寝ようと思ったんだけど、なんとなく眠ねむれなくてねえ。そうしたらラミネやナナルもそうだったから、じゃあ、ちょっとだけ外でお話でもしようかって」

「お兄ちゃんも誘さそおうと思ったんだけど……寝てるかもしれなかったから……」

　ナナルが控ひかえめにティアの言葉に付け加えた。

「えへへ、せっかく起きたのなら、カイトもこっち来てよ。ここ、ここ座すわって」

　自分の隣を叩たたくティアにカイトは頷き、腰を下ろす。すると彼女は手にもっていた焼やき菓が子しを半分に割って渡してきた。

「はい、あげる。疲つかれをとるのには甘いものがいいんだよ」

「うん、ありがとう」

　受け取って齧かじりつくと、口の中に仄ほのかな酸味としつこくない程度の甘あま味みが広がる。果実を使ったジャムが挟はさまれているらしい。

「美お味いしい。これ、旅の前に買ったの？」

「うん！　カイトや皆と一いつ緒しよに食べようと思って。気に入った？」

　カイトが頷くと、ティアはこの上なく嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。次いで、まるでその気持ちを分け与あたえてくれるかのように、こちらの体へと寄り添ってくる。

　その仕草にカイトは微笑ほほえみ、彼女の頭にそっと手を置いた。

「はい、ナナルもどうぞ」

　その後、ご機嫌な様子のティアから焼き菓子を渡され、ナナルもまた小さな口で少しだけ食べた。途と端たん――彼女の表情は、幸せ一いつ杯ぱいであるかのように緩ゆるむ。

「おいしいね……おいしいね……」

　繰くり返かえしながら、一いつ生しよう懸けん命めい食べている様は、まるでリスのようだ。

　可愛かわいらしいナナルの姿を見ていると、カイトの体から旅の疲れが吹ふき飛とんでいくかのようだった。

「あ、そういえばね、さっきそこで良い硬かたさの樹きの棒を見つけたんだ。これ、加工すれば木もつ剣けんにならないかな？」

　ティアの発言が意味するところを、カイトはすぐに察する。出発前にリキが欲しがっていたのを覚えていたのだろう。

「ああ、いいね。そういえばオレも、森で果実を見つけたんだ。ネネが欲しがってた飴あめは難しいかもしれないけど、皇都に持ち帰ってジャムに出来るかも。後、綺き麗れいな花も見つけたよ。こっちはミミ用だな」

「いいね！　後は本か……どうにかならないかなあ」

　二人で話していると、ナナルが遠えん慮りよがちに手を上げた。

「あ、わたしも、村長さんから要いらない本をもらったよ。サアラにあげようと思って……」

「お、いいね。じゃあ、これでなんとかなりそうだ。みんな、きっと喜んでくれるよ」

　カイトが言うと、ティアとナナルは嬉しそうに顔を綻ばせた。

　と――そこで、

「よっし。みんなのお土産みやげもそろったところで、カイト、ほら、あなたも飲め！」

　いきなり、ティアの右に居たラミネが皮かわ袋ぶくろを差し出して来た。

「こんな綺麗なぁ、月夜の晩はぁ、飲むに限るにゃー！」

　語ご尾びが普ふ段だんと違っている上、顔が焚火に照らされているのとは違う赤に染まっている。

「……ラミネ、ひょっとして酔よってる？」

「酔ってないにゃー。なぜそう思うにゃ？」

「君の話し方聞いてたら誰だって思うよ」

「ちょっとだけ舌が回ってないだけにゃ。それくらいで酔ってるなんてぇ判断されたらぁ、にっちもさっちもばんばんばんでしょうにょ！」

「本気で意味が分からないよ」

「いいからにょみなさい！　焔竜退治の前に景気づけにゃ！」

　ぐい、と更にラミネから突き出された皮袋を受け取って、鼻を近づけると、ツンとした独特の匂においがした。やはり酒だ。

「皇都を出る前にラミネが市場で果実水を買ったらしいんだけど、どうもそれが勘かん違ちがいでお酒だったみたいでねえ。せっかくだから乾かん杯ぱいしようって、ラミネが先に一口飲んだらこうなっちゃった」

　ティアが珍めずらしく困ったように眉根を寄せている。

「ああ……それで」

　合が点てんがいって、カイトはなんともいえない気持ちになった。

　皇国の法令に於おいて、酒類の摂せつ取しゆが認められるのは十五歳さいからである。だからカイトと同じ歳としのラミネが飲酒すること自体は問題ないのだが――。

「ラミネお姉ちゃん……お酒、ダメなのにね……」

　ナナルの言葉に、カイトは深々と顎あごを引いた。

　そう。ラミネは極きよく端たんにアルコールに弱く、ほんのわずか口にしただけで泥でい酔すい状態になってしまうのだ。

　しかも何な故ぜか、口調が外見に沿うように猫ねこっぽくなってしまう。

「ナナルゥ、あたしは酒がダメではないのにゃー、酒があたしをダメにするのにゃん」

　焦しよう点てんの合っていない目で言うラミネ。

「どっちにしろ酒でダメになってること自体は変わらないと思うんだけど……」

「うるさいにゃ！　カイト！　あなたはいつもそうやって、冷静なのにゃ！　冷ややかなのにゃ！　氷なの！　冬なのにゃ！　雪になって降り注ぐことで困る人の気持ちを、少しは考えたらどうにゃのろ!?」

「ああ、はいはい。ごめんごめん。その通りです」

　酔っ払ぱらいに対して正論は禁物だ。カイトは両手を上げて全面降こう伏ふくした。

「ううー。ナナルぅ、カイトが凍いてつく空気であたしを責めるのにゃぁ」

　ラミネはナナルにもたれかかって頬を寄せた。

「その点、ナナルは素す直なおで可愛いにゃあ。ナナルぅ、大好きぃ」

「う、うん……ありがとう。わたしも……ラミネお姉ちゃん、好きだよ」

　戸惑いながらナナルが答える。すると、

「嘘うそぉぉぉぉ。これは両想いだにゃあ。ナナル、あたしの嫁よめになるんだにょおおお」

　ラミネは愛情が加速度的に高まったらしく、物凄い勢いでナナルを可愛がり始めた。

「はわ、はわわわ、らら、ラミネお姉ちゃん……はうはわわ」

　本当に駄目だこれは。その様子を見ていたカイトは、肩かたを落とした。

「あ、いいな。ラミネ、わたしも参加する。ナナルー！」

　しかも調子に乗ったティアまで同じことをしようとしたので、カイトは手を伸のばして二人をナナルから引き剥はがす。
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「なんだよぉ、あたしからナナルを奪うばうのにゃー！」

「そうだそうだ！　オウボウだーっ！」

「緊きん急きゆう避ひ難なん措そ置ちだよ」

　ティアと共に、ラミネをナナルから離れたところに座らせると、彼女は「うーにゃー」と唸うなるような声を上げたまま、しばらくこちらを見つめていた。

　だが、唐とう突とつに、

「なによ、一人だけ大人になっちゃ感じでぇ。カイトはぁ、随ずい分ぶんと変わったにゃあ」

　こちらへと話題を振ってくる。

「昔のあなたとはぁ、全然違うにゃろ？」

「あ、出たよ！　ラミネのカイト変わったね語り！」

　ティアが吹き出して、手を叩いた。カイトとしては、またか、と頭を掻かくしかない。

「ラミネお姉ちゃん……たまに酔うと、いつもカイトお兄ちゃんのお話する……」

　ナナルがくすくす笑うと、ラミネは地面を何度も叩いた。

「だってぇ、そうでしょうにゃあ。カイトったら、昔はこーんな感じで、こーんな顔して、もー、すごく暗かったにゃあ。触ふれるモノ全すべてなきものにする感じだったにゃろ？」

　自分の顔を引っ張って精せい一いつ杯ぱい恐こわそうな表情を作ろうとするラミネ。

「幾らなんでもそんな破は壊かいの権ごん化げみたいな奴やつじゃなかったと思うんだけどなぁ」

「いーや、そうだったにゃ！　それが今じゃこーんなに立派になって、あたしはねぇ、あたしは嬉しいにゃ！」

　カイトが首を傾げるも、ラミネは自説を譲ゆずらず主張した。

「そうだねえ。確かにカイトは変わったねえ。でも、わたしは今のカイトも好きだよ」

「うん……わ、わたしも。カイトお兄ちゃん、優やさしいし、よく笑うようになったし……」

　ティアがしみじみと言って、ナナルが少し照れくさそうに続く。

　なんとなく気き恥はずかしくなって、カイトは俯いた。そんな自分にラミネが更に話しかけてくる。

「でもぉ、あれだよぉ？　カイトにゃん」

「カイトにゃんって。なぜオレまで猫に」

「細々したことは気にしないでいいにゃろめ！」

「あ、はい、すみません」

　ラミネの目が据すわっていた。これはもう下手に言い返さない方がいいだろうとカイトは黙だまり込む。

「うちはねぇ、エメルタだけど、子ども達も居るし、家族みたいなものだと思うにゃ。だからぁ、なんだって相談していいんだから、あなたはもうちょっと遠慮をなくしなさい、遠慮を！」

「いや、別に遠慮してるつもりはないけど」

「だったらいいけどぉ、ティアやナナルもそうだけどぉ、困ったことがあったら、なんだってあたしに言うのにゃあ？」

　ふらりと立ち上がると、ラミネはふらついた足取りでこちらに近付き、

「ラミネお姉さんが――なんだって、解決してあげるにゃろ！」

　倒たおれ込こむように、抱だきついてきた。

「うわっ!?　ちょ……！」

　首に腕うでを回され、羽は交がい締じめにされているため、抜ぬけ出すことが出来ない。

　ラミネの平均よりも大きな胸が体に当たり、妙みような気分になってきた。

「いや、ありがたいけど、ラミネとオレは同じ歳だろ？　お姉さんって」

「誕生日はあたしの方が先だにゃー！　このぉ、分かってるのかにゃあ。なんだっていいから、やって欲しいことがあったら言うんだにゃあ！」

「わ、わかった、わかったって！」

　カイトが急いで頷うなずくと、ラミネは「それでいいにゃあ！」と答えた後、何も言わなくなる。……かと思うと、次第に、寝ね息いきを立て始めた。

「あーあ、寝ちゃった。酔ってるラミネは色々と面おも白しろいから良いんだけど、体に悪いだろうから、あんまり飲まないように気を付けないとねえ」

「……そうだね。本当にそうだ」

　ラミネを支えながら起き上がりつつ、カイトは嘆息する。

「うん……でもわたし、今のはラミネの本音だと思うなぁ。それにラミネ、昔、カイトに助けられたことあったから。恩返しってわけじゃないけど、カイトの助けになりたいんだと思うよ」

「オレが、ラミネを……？」

　ティアの言葉にカイトは記き憶おくを探さぐる。

「えと、昔、ラミネが児じ童どう養よう護ご院いんに来て間もない頃のことだよ。近くの森に美味しい実がなってるって話があって、ラミネ、一人で行ったことあったよね」

　言われて、ああ、そういえば、と薄うつすら思い出して来た。

「ああ。あの大きな騒ぎになった時か。全員でラミネのこと捜さがしに行ったなぁ」

「うん。でね――ラミネを一番早く見つけたのが、カイト」

　目を細めて、ティアはかつてのことを想い描えがくように、言の葉を紡つむぐ。

「ラミネってば、実を見つけたのはいいけど、魔物に襲われかけてねぇ。恐こわくて死んじゃうんじゃないかと思ったらしいんだけど……間かん一いつ髪ぱつのところで、カイトが助けてくれたって。しかもあっさりと拳一発でね。さすがにびっくりしたって言ってたよ」

「ああ、そういえば、そうだったっけ……」

　カイトが記憶を辿たどっていると、ティアは、眠るラミネの横顔へと視線を移した。

「そう。……だからって別に、重く考えたりする必要とか全然ないけどね。どうせなら、皆みんなで解決できることはやった方がいいってことでどうかな？　ラミネの言う通り――わたし達たち【家族】なんだからさ」

　言って、ティアは朗ほがらかに笑う。

「……そうだな」

　家族――という響ひびきに感かん慨がい深ぶかいものを覚えながら、カイトは返した。

「お兄ちゃん……ティアお姉ちゃん……」

　その時、か細い声が聞こえてカイトはそちらへ目をやる。ナナルが目を擦っていた。

「……わたし、ねむい……」

　言うが早いか、ナナルがこくりと船を漕こぐ。

「ありゃ。それじゃ、そろそろ寝ようよ」

「ああ、そうだな。じゃあ、ラミネはオレがティア達の使ってる家まで連れて行くよ」

「うん、宜しくー。ナナル、後ろに乗ってね」

　ティアが背を向けると、ナナルは無言で頷いて寄りかかった。

　カイトも同じく気持ち良さそうに寝ているラミネを抱きかかえると、立ち上がる。

　家まで帰って行く途と中ちゆう、カイトは前を行くティアにおぶわれているナナルを、なんとはなしに見ていた。

　彼女は意識が落ちた途端、ティアに縋すがりつくようにしてぐっすりと眠っていた。皇都からここまでの旅路で疲れが溜たまっていたのだろう。幼いながらよく頑がん張ばっている、と感心した。

（……そういえば。ナナルが求索士になるって言った時は、驚おどろいたな……）

　そこで、ふと、昔のことを思い出す。

　どちらかといえば消しよう極きよく的てきなナナルとしては、かなり大だい胆たんな決断である。

　ティアやラミネは求索士になるということがどれほど大変なことで、どんな危険があるのかを伝え、時には死すら覚かく悟ごしなければならないこともある、と話した。

　加えて、彼女は運動神経が良いとは言えず、戦せん闘とうにも向いていない。

　普ふ通つうの人間がやるよりもっと辛つらい仕事になるかもしれないのだぞ、と。

　だがナナルは諦あきらめなかった。絶対になるのだと、いつになく強気な態度で押し切きり、猛もう然ぜんと準備を始めたのだ。

　結果、彼女は、治癒者セピアナとなった。

　治癒者は、求索士の中でも異界契約者に次いでなるのが難しいとされている分野だ。

　霊素を治療に使うためには、人体の機能や構造を隅すみ々ずみまで知り尽つくし、寸分も違たがわず損傷部分を再生させなければならないからだ。

　よって、扱いには大量の専門的な知識が必要となる。

　弱じやつ冠かん十四歳にして相当に無む茶ちやなことをしたはずだった。

　何故そこまでするのかと、ティアが一度訊きいたことがある。

　ナナルは彼女に、何でもない顔をして答えた。

　――エメルタの皆の、家族の役に立ちたいから

　戦うことが出来ない分、違うところで己の価値を見み出いだそうとしたのだと。

（家族の為……か）

　当然、中には自分も含ふくまれているのだろう。

（……不思議だな）

　まさか自分が、こうして誰かと一緒に生きることになるなど。

　密接に関かかわり、協力し合うことになるなど。

　養護院に来たばかりの頃は、想像もしてなかった。

　だが気が付けば、ティアやラミネやナナル、子ども達と共に暮らすこの状況が何よりも心ここ地ち好よいと感じている自分がいる。

　もし彼らを失うことになれば、と思うと、想像するだけでぞっとした。

「……助けないとな。子ども達」

　村人達のことを想って、呟く。

「うん。――絶対だね」

　目の前で、ティアが誰よりも力強く、応えてくれた。







第三章…焔竜退治







　タイナーの話によれば、シリザ山は平時であれば子どもでも登れるようなところであるとのことだった。

　赴おもむいていれば、実際その通りで、標高も高くはなく坂はなだらかだ。

　鉄鉱を運ぶ為に道も整備されていて歩きやすく、所々に色いろ鮮あざやかな花々が咲さいているので、休みの日にでも行楽に訪おとずれるのには向いた場所かもしれなかった。

　ただ――あくまでも平和であった頃は、という前置きがつくのだが。

「吹き荒すさぶ翠すい光こうの刃はよ、創造主の名に於いて、汝なんじが敵を薙なぎ祓はらえ！」

　杖つえを地についたラミネが巫術メデイアを唱えると、無数の疾しつ風ぷうが虚こ空くうに生じた。

　目に見える斬ざん撃げきの嵐あらしが、次々と魔物を駆く逐ちくしていく。

　大きな頭に極端に寸ずん胴どうな体を持った巨きよ人じん、背に蝙蝠こうもりを思わせる翼つばさを生やした猿さる、頭に三本の角を生やした馬などが、血ち飛沫しぶきを上げて倒れ込んだ。

「よぉし、アウロ、行くよ！」

　目玉が一つしかない化け物の拳を受け止めて流し、ティアは槍やりを突つき出だす。

　刃が胴どう体たいを貫つらぬいた瞬しゆん間かん、山中を閃せん光こうが支配した。

　強きよう烈れつな電でん撃げきを浴びた相手は、消し炭となって崩くずれていく。

「きゃっ……」

　小さな声が発した。ナナルが上げたものだ。彼かの女じよに向かって、百足むかでにも似た無数の足を生やした蛇へびが凄すさまじい速度で接近する。

「頭を下げて、ナナル！」

　カイトは声をかけながら疾しつ走そう、最中で跳ちよう躍やくした。

　鎌かま首くびをもたげた蛇に向けて、蹴りを喰くらわせる。

　霊素マリアスによって倍加した状態の力を受け、魔物は奇き妙みような鳴き声と共に吹き飛んだ。

　着地と同時に接近した上で二つの刃を振り払い、首を削そぎ落おとす。

「ありがとう、お兄ちゃん……」

　胸を撫で下おろしたような表情をするナナルの頭に軽く手を置いてから、カイトは背後の様子を確かく認にんした。

　口元から涎よだれを垂らした猪いのししが、怒いかりを込めるように地面を何度も蹴け立たてている。

　耳みみ障ざわりな声を上げて、巨きよ体たいがこちらに向かって凄すさまじい速そく度どで突っ込んできた。

「ティア、頼たのんだ！」

「うん！　アウロ！」

　ナナルの要よう請せいを受けて、ティアが槍を掲かかげる。アウロが羽を広げた。

　すると猪の前に半はん透とう明めいの黄こ金がね色いろをした壁かべが出来上がり――直後、凄まじい音を立てる。

　魔物が正面から衝しよ突うとつしたのだ。

　しかし、壁には傷一つついておらず、代わりに相手の方がふらついた動きを見せた。

「割れよ大地、突き上あげよ土槍、創造主の裁きを受けるが良い！」

　素す早ばやくラミネが巫術を発動させ、地面を隆りゆう起きさせた。

　突き上がった硬い土の棘いばらが、猪を真下から貫く。

　やがて正しく土槍と呼べる現象が元に戻もどっていくと、巨体は鈍にぶい音を立てて落下した。

「……終わった？」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら、ラミネが周囲の様子を確認する。

　先程まで魔物達の咆ほう哮こうで埋うめ尽くされていた辺り一帯は、嘘のように静まり返っていた。

「ああ。取とり敢あえずもう出てこないと思う。お疲れ様さま」

　カイトが双そう剣けんを仕し舞まいながら告げると、全員が安堵の息をつく。

「けど、随分と魔物の数が多くない？　さすがに異常だと思うんだけど」

　ラミネが戦闘後の体をほぐすように肩を回しながら、訝いぶかしげな表情をする。

「確かにねえ。竜りゆうが呼び寄せてるのかなあ」

　ティアが考え深げに腕を組んだ。

「うーん……。確かに、強い魔物は、他ほかの魔物を引き寄せる……けど。こんなに数が多いのは、変だね……」

　納なつ得とくいかない、という風に、ナナルが幼い顔を少し顰める。

「それだけ焔竜が凄すごいってことじゃないのかな。……それにしても、これだけ居ると、確かに何とかしないとどんどん里に下りて来るな」

　カイトは死し屍し累るい々るいと横たわる魔物達の死し骸がいを眺ながめた。

　もしかすれば昨日現れた四牛は始まりのようなもので、あれをきっかけに山だけでなく村まで魔物だらけになってしまうかもしれない。

　ちなみに――死んだ魔物は腐ふ敗はいしやすく、一週間もすれば骨となり、やがては土へと還かえることが確認されていた。

　よって毛皮や骨を取得したい場合は、出来るだけ迅じん速そくに必要な部分を持ち帰り、特とく殊しゆな溶よう液えきにつけて劣れつ化かを防がなくてはならない。

　本来であればカイト達も、昨日の四牛や他の魔ま物ものも体の幾つかを剥はいで街で売りさばきたいところではあったが、本来の依い頼らいを果たすのが先なので、やむなく見過ごしている状態である。

「そうね。早く焔竜を倒して村の人達を安心させてあげないと」

「竜の居る洞どう窟くつまではまだ先なんだし、気合入れて頑がん張ばろうー！」

　ティアは勢いよく拳を振り上げた後、鼻歌交じりに歩みを再開させる。

「おーっ！……って言ったところでティア、そういや訊こうと思ってたんだけど、あたし、昨日の夜の記憶が綺麗さっぱりなくなってるのよね。なにかあった？」

「それはとてもじゃないけど口に出来ない」

「なに!?　なにがあったの!?」

「無理だよー。何故なら、ラミネが自分の生き方を悔くいることになってしまうから……！」

「いや寧むしろだからこそ知りたい的な気持ちが今湧わき上がっているわよ！　教えてよ！」

　必死に頼み込むラミネを笑いながら、ティアはタイナーに教えられた洞窟へと続く道を進んでいった。

　ナナルもまたそれに続こうとしたが、

「……お兄ちゃん？……どうしたの？」

　そこで、一人無言で佇たたずんでいるカイトを、不思議そうに見てくる。だが、

「ああ、いや、なんでもないよ。ナナルも先に行ってて」

　カイトが促うながすと、彼女は「……そう？」と気になる様子を見せていたものの、やがてはティア達についていった。

　カイトはそのまましばらく、彼かの女じよ達たちの後ろ姿を眺めていたものの、やがて振り返る。

　背後に聳えるシリザ山は、魔物達が消えたことで、元の平和を取り戻したかのように見えた。

（……確かフレッサの話によると、隠かくれ家がは山頂にあるって話だったよな）

　林立する木々の間を気を付けて見てみたが、何処にもおかしなところはなかった。

『奴やつ等ら』が居るとされている建物は、焔竜が住む洞窟とは別のところにあるのかもしれない。

（後でティア達に断りを入れて一人で探すかな……）

　昨日はラミネにああ言われたものの――問題が大き過ぎる。やはり、彼女達に迷めい惑わくはかけられなかった。

「取り敢えず依頼を片づけてからだけど……うん。そっちはいざとなればオレの『力』を使えばいいか」

　カイトは普段、己おのれの中にある本当の力を抑おさえているのだが、その理由は二つある。

　一つは【約束の灯火ともしび】に『所属する者同士は助け合い、余よ程ほどのことがない限りは誰か一人だけに負担をかけるようなことはしない』という誓ちかいがあるということ。これは、何でもカイトに頼たより切ると自分達が求索士トレイズとして成長しなくなってしまう、ということからティアが決めたことだった。

　そして、もう一つは、上限はともかく下限への力の調整が難しい、ということだ。一度放つとどうしても大規模な威い力りよくになるので、みだりに使うと関係の無い周囲にまで被ひ害がいをもたらすことになってしまうかもしれないのである。

　ただ、相手は竜で、場所も人気のないところだ。奥おくの手てとして使う分には特に問題はないだろう。

「さて、と。そろそろ行くか……と、思ったけど」

　仲間達の姿が小さくなり始めたところで、カイトは溜ため息いきをついた。

「――しつこい男は、嫌きらわれるよ」

　振ふり返り様に抜ばつ剣けんし、即そく座ざに双そう牙がを振り払う。

　交差する霊素の軌き跡せきが、背後に居た存在を切り裂さいた。

　驚きよう愕がくするように目を見開いた相手――倒したはずの巨きよ大だいな猪の魔物の体が、瞬しゆん時じに爆ばく裂れつする。

（昨日の四し牛ぎゆうの時にも思ったけど、妙に頑がん丈じような造りをしているな……）

　鼻び腔こうに血の臭においを感じながら、カイトは引っかかるものを覚えた。

　ティアにしろラミネにしろ、求索士としては新米だが、実力は揃そろって高い。

　特にティアが契けい約やくしたアウロは、可愛らしい姿とは裏腹に相当な力をもっていた。

　故ゆえに彼女は異界契約者レテイア・ラクターとして、求索士の業界内でも幾らか注目されているのである。

　ティア達が止とどめを刺さすことが出来ない強力な魔物が居る――それだけでも珍しいのに、昨日に続いて二体目だ。

（本当に、竜に引き寄せられてきただけなのか……？）

　不ふ審しんに思ってカイトは近づき、ほぼ欠片かけらしか残っていない魔物の死体を見下ろした。

　と、そこで、視界に光るものを捉えてしゃがみこむ。

　手に取ると、魔物と同じようにほとんど砕くだけてしまってはいたが、元々は金属製の腕うで輪わであったようだ。

「これは……」

　見覚えがある。昨日倒した四牛の死体を調べていた時にも、見つけたものだ。

　正体が不明であったため、ティア達には報告しなかったのだが――。

　昨日と違って、手に持った腕輪の一部分の中央付近には、不可思議な色の石が嵌はめ込まれていた。

「空劫結晶ユニス・マテリア……どうして、魔物がこんなものを？」

　懐ふところに入れた別の方を取り出し、双そう方ほうをよく観察してみる。

　二つとも透とう明めいな硝子がらすのようなもので全体が覆おおわれており、細部には非常に細かい彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。

　しかもただの飾かざりなどではなく、猪の死体から手に入れた方には、空劫結晶から始まってまるで道のようにうねり、何かを導くように何ど処こかへと繋つながっている。

　裏返してみると、到とう達たつ地点が判明した。

　腕輪の、ちょうど肉体に接する場所に、ほんの小さな針がついているのだ。

（自然に出来たものじゃないなさそうだな……）

　明らかに人工物だ。それも自分の攻こう撃げきを受けてわずかでも原形が残っているところを見ると、特殊な素材と技術によって作り上げられたものに違いない。

　更さらに言えば――芸術品ではなく、何らかの目的によって作られた『道具』のようだ。

　ただ、だからといってこれがなんなのかまでは、やはり分からない。

　全ての魔物が身につけているわけではないことも含めて気にかかるが、現状では判断材料が少な過ぎて、結論が出なかった。

「ちょっとー、カイト？　なにしてるの、置いていくわよ！」

　前方からラミネの声。顔を上げると、三人が遠くの方で手を振っていた。

「ああ、今行くよ！」

　返事をしてから二つの腕輪をもう一度見下ろし、カイトは懐へと入れる。

（……ひとまずは目の前のことに集中しようか）

　話はそれからでも良い。

　気楽に考えながら、仲間達を追いかけた。




　魔ま物もの達たちを倒しながら山道を登り続けること、しばらく。

　ようやくカイト達は、目的地へと辿り着ついた。

　鬱うつ蒼そうと茂しげる木々に守られるようにして、ぽっかりと洞窟が穴を空けている。

　周囲に生えた苔こけが顔のような奇妙な模様を描き、何処どこまでも続く暗くら闇やみと相まって、化け物が獲え物ものに向かって大きく口を広げているかのようだった。

「ここが、焔竜の棲すむ洞窟……さすがになんというか、迫はく力りよくがあるわね」

　ラミネが胸の前で拳こぶしを固め、油断ならぬ目を向けた。

　ナナルはカイトの服の裾すそを掴つかみ、わずかに震ふるえている。

「いや、元はただの鉄鉱が採れていたところだから、洞窟の雰ふん囲い気きに竜は関係してないと思うよ」

　カイトが至し極ごくまともなことを口にすると、ラミネに睨にらみつけられた。

「ただの洞窟でも竜が棲むとなると、色々とこう、印象とかが変わって来るのよ。もう、緊きん張ちよう感かんが無いわね」

「ごめん。……でもあんまり緊張していても、良い結果は生まないと思うよ」

「うっ。……う、生む時もあるわよ。些さ細さいな変化にも気付くでしょ」

「落ち着いていた方が察知できると思う」

「ほ、他にもあるわよ。えーと……その、あれよ。急な来客にも対応できるのよ！」

「竜が棲む洞窟へ急に来る客なんて相手したくないよ……」

「ああ、もう、細かいわね！　カイト、危ない時には頼むわよ！」

「分かってるよ。その辺りに関しては任せて欲ほしい」

　カイトが軽く請うけ合うと、ラミネは微笑みと共に頷き、改めて前を向いた。

「よし、それじゃあ、皆、向かおう！　いざ、焔えん竜りゆう討とう伐ばつにっ！」

　ティアの号令により、エメルタ【約束の灯火】の面々は、気持ちだけは意い気き揚よう々ようと闇やみの中へ足を踏ふみ入れた。

　内部に入ると、ひやりとした空気が肌はだを刺す。外とはかなり気温が違うようだった。

　少し進んだところで周囲から一いつ切さいの光が消え、完全な闇に包まれる。

　何かを取り出すような音の後で、ティアの声がした。

「ラミネ、明かりをお願い」

　ラミネが何事かを呟つぶやくと、仄かな明かりが辺りを照らしだした。

　ティアが手にもったランタンに、火が灯ともっている。巫術によって生み出された物だ。

「……随分と広いねぇ」

　ランタンを掲げながらティアが感想を漏もらした。

　実際、洞どう窟くつ内ないは天てん井じようが高く、数十人は楽に入れる程の広さがある。

「これなら、竜も棲めそうだな」

　カイトが納得したところで、エメルタの面々は探たん索さくを開始した。

「いつ魔物が襲おそい掛かかってきてもおかしくないわ。十分に気を付けて」

　ラミネが注意深く周囲を見回しながら歩いて行く。

　だが――予想に反して、どれほど進んでも魔物の一匹ぴきすら出て来なかった。

　蝙蝠や蜥蜴とかげ、羽虫といった小さな生き物すら居る気配がなく、本当に長い間放置されていた場所なのかと疑念が浮うかんでくる程だ。

「なんだか……生き物が見当たらなくて、逆に恐いね……」

　ナナルが少し怯おびえたような表情を見せる。

「ああ。なにかこう……現実の世界じゃないみたいだな。死んだらこういうところに行くのかもしれないというか。亡ぼう霊れいでも出てきそうだ」

「へ、変なこと言わないで、お兄ちゃん」

　カイトの言葉に、ナナルが声を震わせた。彼女は最も早はや、こちらの服を掴むどころか、しがみつくような体勢になっている。

「そ、そうよ。幽世かくりよなんて見たこともない癖くせに。焔竜より性質たち悪いわよ、そんなの！」

　責めるように言ってくるラミネに、カイトは頭を掻いた。

　人は死後、肉体の器うつわを捨てて魂たましいとなり、こことは違う場所へと行く。

　幽世と呼ばれるそこで、全ての者が創造主イシスによって生前の罪を裁かれ、罪人は責め苦を受け、常人は労働を強しいられ、善人は至福の時を過ごすという。

「……まあ、実際に目にしたことはないね」

　カイトが零こぼすと――不意に、強い風が吹いた。

「ひゃっ！」「きゃあっ！」

　ラミネとナナルが飛び上がり、同時にこちらへと抱きついてくる。

「うわっ、き、君達……!?」

　突とつ然ぜんの事態に慌あわて、カイトは自身の頬ほおが熱くなるのを感じた。

　驚いて縋りついてきた為ためか、幼いナナルはともかく、ラミネの密着度が高くて落ち着かなくなってくる。

「ち、違うわよ、カイト。これはね、洞窟が寒いからくっついて温まろうかなって思って……他意はなくてやっぱりほら、寒いと温かくなりたいわよね？　温かいと寒さがやわらぐから、やっぱり寒いと温まらなきゃいけないでしょう？　だから……」

　言い訳にもならない言い訳をしながら、同じような台詞せりふを連発するラミネ。

「そ、そうなのよ。別に他に意味はないわよ。ここ、恐いとかそんな恐いとか、恐いとか一体誰だれが言ったのよ!?」

「ラミネだよ……」

　続いて強がりになっていない強がりを言うラミネに、カイトは冷静に突っ込んだ。

「えーと……取り敢えず、歩きにくいから出来れば離はなれてくれると助かるんだけど……」

　しばらく立たち尽くした後で言うと、ラミネは渋しぶ々しぶといった感じでこちらから距きよ離りを取った。正直、このままくっつかれた状態を続けると理性を保てなくなりそうだった為、カイトは安あん堵どの息をつく。

「…………」

　と、そこで、

「……あの、ティアも出来れば離れてくれないかな」

　カイトは、いつのまにか二人に続いてぴったりとくっついていたティアに言う。

「はっ！　よく気付いたね！　暗いから分からないと思ったのに……」

「分かるよ。というか、どうしてティアまで同じことをしてるの。オレの言葉にも全然恐がってなかったのに」

「いや、その……二人がカイトに抱きついてるの見てたら、わたしも一いつ緒しよにしたくなって……えへへ」

　頬を朱しゆに染めたまま、誤ご魔ま化かすように笑い、ティアは何処となく名な残ごり惜おしそうにこちらの傍そばから数歩下がった。

「……はう」

　ナナルだけは未いまだにしがみ付いていたが、彼女を恐がらせてしまったのは自分のせいでもあるので、さすがに引ひき剥がすような真ま似ねはしなかった。

「ラミネも求索士なんだから、幾いくら竜でもそう露ろ骨こつに恐がっちゃダメだよ」

　カイトが腰こしに手を当てて注意すると、ラミネがむっとしたようにそっぽを向いた。

「こ、恐がってないって言ってるでしょ。それに竜が恐いんじゃないわよ」

「ふーん。じゃあ、お化けの方とか？」

「そっちも違うわよ！　いい年してそんなものを恐がるわけないでしょ」

　ラミネは肩を竦すくめる。

「大体、ああいうのは全部勘かん違ちがいでしょ。白い影かげとか物がひとりでに動くとか」

「ああ、そうだねえ。そういえば唸り声ごえが聞こえるって話もあったっけ。あれはちょっと怖こわかったなぁ」

　思い出すように言ったティアに、ラミネは首を横に振った。そして、

「どうせたまたま風が吹ふいたせいだとか、そういうのでしょ？　まったくバカバカしいにも程があるわね。唸り声くらいじゃあたしは全然――」

　ラミネが言いかけた、瞬間。

　――オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　洞窟中に響き渡わたるかのような、巨大な雄お叫たけびが迸ほとばしった。

「ひやああああああああああああああああっ！」

　途と端たんにラミネは飛び上がってティアに抱きつき、一気に青ざめた。

「また分かり易やすい反応だなぁ。……こっちか」

　声がした場所を見み極きわめて、カイトは視線を向けた。

「行こう。どうやら目指すところは近いみたいだ」

「え、本当に行くのカイト!?　行っちゃうのカイト!?　本気なのカイト!?　さすがねカイト、頼りになるわ、カイト！」

　混乱しているのか何なのか、ラミネがこちらの名を何度も呼んでくる。

「うん、カイトは頼りになるよね！　格好かつこいいよね！」

「そうね、その通りよ、ティア！　ああ、なんてことかしら！　あの暗くてむっつりで柄がらが悪くてまるでナイフのように尖とがっていたカイトが幾らか大人になって更こう生せいしたんじゃないという段階になったなんてとてもとても素す晴ばらしいことだわ！　ヒューッ！」

「……ラミネ、ふざけてるのか真しん剣けんに言ってるのかどっち？」

　というか賞賛すると見せかけて好きなことを口にしてないか、とカイトは呆あきれた。

「それに、今のは多分、お化けじゃなくて竜だよ」

「え、そうなの!?　絶対!?　絶対そう!?　約束できる!?」

　縋りつくようにラミネが言ってくる。割と表情が必死だった。

「で、出来るよ。ここは竜の住すみ処かなんだから、可能性としてはそっちの方が高いだろ？」

　カイトが宥なだめると、ラミネはようやく納得したように、「そ、それもそうね」と平静さを取り戻した。

「……お兄ちゃん……竜、わたし達が入ってきたから、怒おこってるのかな……？」

　腰の辺りに顔を埋うずめていたナナルが、こちらを見上げて来る。

「どうだろうなぁ。でも、だとしても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　少しでも落ち着かせるために言って、カイトがナナルを抱き寄よせる。彼女はしばらく不安そうにしていたものの、しばらくしてからやっと笑えみをみせてくれた。

「ほら、行こうよ、ラミネにナナル。しっかり前を向いて、歩こう！」

　ティアが地面に置いたランタンを拾い上げ、カイト以外の二人に発破をかける。

　足場が悪いので、転ばないように気を付けながら、カイト達は更に奥へと向かう。

　そのまま時が経たつこと、しばらく。

　カイト達はついに辿り着いた。

　――竜の、巣へと。

「……静かに」

　カイトはティア達に声を掛けると、先頭に立ち、物もの陰かげに隠れた。

　ランタンを足元に置いたまま、慎しん重ちように奥の様子を窺うかがう。

　これまでもそうだったが、輪をかけて広い場所だった。

　天井も遥はるか高く、おぼろげな明かりの届く範はん囲いでは、全容を掴むことすら出来ない。

　楕だ円えん形けいに広がる土地は、大きな屋や敷しきなら丸ごと一つ入ってしまいそうな程だ。

　だが、それでも尚なお――空間の大部分を占せん領りようするように、巨体が蹲うずくまっていた。

　全身は赤しやく銅どう色いろをした蛇のような鱗うろこでびっしりと覆われ、背筋を紅に染まった毛が走っている。大たい樹じゆを思わせる太い四本の脚あしには剣の如ごとき爪つめが生え、後方からは数十人程度なら纏まとめて叩たたき潰つぶせそうな尻尾しつぽが伸のびていた。

　常人なら見ただけで居い竦すくんでしまいそうな凶きよう悪あくな顔についた顎あごには、鋭するどい歯が何本も生えている。あれで強固な鉄を容よう易いに噛かみ砕いてしまうのだろう。

「……どう、本当に居た？　竜」

　ティアからの問いかけに、カイトは頷く。

　間ま違ちがいない。本に描かれた挿さし絵えでしか見たことはないが、正しよう真しん正しよう銘めい、焔竜だ。

「ただ今のところは大丈夫みたいだ。……寝ねているんだと思う」

　相手の様子を窺いながら、カイトは囁ささやく。

　大人の頭ほどもある竜の眼球には瞼まぶたが下りており、微かすかな息いき遣づかいが聞こえてきていた。

「……本当かしら。演技だったりしないわよね」

　ラミネが喉のどを鳴らし、カイトの肩かたを強く掴んでくる。

「そこまでは分からないけど、竜がオレ達を騙だます必要はないんじゃないかな」

　向こうがその気になれば、カイト達たちくらい、いつでも丸まる呑のみするか、焼き殺すことが出来る筈はずだった。

「まあ、そだね。でも、どうしよっか？　睡すい眠みん中なら、隙すきをついて攻撃出来るような気もするけど……」

　ティアが提案してくると、ナナルは少し顔を曇くもらせる。

「寝てるところに……痛いことするの？」

「……まあ、確かにあんまり褒ほめられたことじゃないね」

　カイトは微び苦く笑しようを零して、ナナルの頭に手を置く。

「ただ竜と戦うのに正せい攻こう法ほうを選んでもいられないよ。目を覚ますとそれこそ厄やつ介かいなことになるからね」

「そうねぇ。焔竜には悪いけど、大人しくしている間に片をつけちゃいましょ。そうすれば、カイトの力を使うまでもないわ」

　ラミネの言葉を最後に、一同は互いに了りよう承しようし、慎重に竜の傍へと近付いていくことにした。

「皆、いい？　足音を立てないようにしてね。ゆっくり、確実にだよ」

　こちらに注意を促しつつ、ティアが少しずつ歩み始める。

　足場の悪いところだ。くれぐれも石などを蹴け飛とばさないように気を付けつつ、カイトも続いた。

　蛞蝓なめくじが這はうような、鈍い足取りのまま、全員が一ひと塊かたまりになって進んでいく。

　定期的に聞こえてくる焔竜の寝ね息いきは、地じ響ひびきのように洞窟内に木こ魂だましていた。

　時折こちらに当たる空気の塊は、恐おそらく相手の鼻息だろう。

　まるで真夏に吹く風のように生なま温ぬるく、カイトは不快指数が高まって行くのを感じた。

　体にじっとりとした嫌いやな汗が流れるのを感じながら、カイトはティア達と共に、一歩、また一歩と距離を縮めていく。

　永遠かと思う程の時間は、しかし、やがて終わりを迎むかえた。

　竜の体が、すぐ目の前まで来ている。

「よし……後少しだね。油断しちゃダメだよ」

　極ごく々ごく小さな声で、ティアが告げた。カイトをはじめとするエメルタの面々は、揃って頷うなずく。

「どうなることかと思ったけど、案外楽に来られたわね。この調子ならもう少しで……」

　ラミネが安堵したように呟いたが、途中で声を途と切ぎれさせた。

「……どうした？」

　カイトは振り返かえり、ラミネの様子を見て――絶句する。

　彼女は口元を押おさえながら、顔を顰しかめ、何かを必死で我が慢まんしていた。

「ふ……ふぇ……」

　漏れ聞こえてくる音が何の前兆であるかを察するには、あまりに簡単なことである。

「ら、ラミネ、そんな典型的な失敗をやるつもり……!?」

「あ、あーあー。ラミネ、もう少し、もう少しだから耐たえて、ね？」

　冷ひや汗を掻かくカイトに続き、ティアがラミネに向かって制するように手を差し出した。

　ラミネも自分が今一番やってはいけないことをやろうとしているという自覚はあるのだろう。何度も頷き、どうにか自分の中の衝しよう動どうを抑え込もうとしていた。

　だが――生理現象というものは、簡単に治まるものではない。

　一いつ旦たん始まってしまった以上、取り敢えず表に出すまでは、止めようがないのだ。

「お姉ちゃん、お鼻をつまむと、良いんだよ……？」

　ナナルが小さな手を伸ばして、ラミネの鼻を覆った。

　しかし、残念なことに、彼女の行こう為いは逆効果となる。

　指先が、ほんの少し、鼻の頭に触ふれてしまったのだ。

「……ッ！」

　かろうじて均きん衡こうが保たれていたラミネの状態が、一気に崩れた。

　彼女は大きく仰のけ反ぞり、遂ついに、限界を迎える。

「ダメだって、抑えて……！」

　カイトの制止も虚むなしく、ラミネの封ふう印いんは――解かれてしまったのだった。

「……へっくしっ！」

　大きな、とても大きなくしゃみが、静せい寂じやくに満ちた洞窟内へと響ひびき渡る。

　エメルタ全員の顔が、瞬しゆん間かん的てきに、引きつった。

　やってしまったラミネ本人もまた愕がく然ぜんとした表情になり、か細い声で言った。

「……ごめん」

　――背後から感じる、強烈な気配。

　先さき程ほどまで意識が落ちていた為、微かであったものが、覚かく醒せいして膨ふくれ上がったのだろう。

　恐ろしいまでの嫌な予感に全身を貫かれつつ、カイトは、振り返った。

　気のせいであって欲しいという都合の良い願いは、当然、裏切られることになる。

　焔竜の両眼は、完全に開かれていた。

　黄金にも似た光を持つ瞳ひとみは真まっ直すぐこちらを見み据すえ、カイト達たちの目の前で、ゆっくりと巨体が持ち上がって行く。

「うわー……やっぱでっかいねぇ……」

　現実離ばなれした光景を前にしても尚、ティアがいつも通りの呑のん気きな声を上げた。

「えーと……」

　ラミネもまた頭が真っ白になっているのか、引きつった笑みを浮かべたまま、いやに元気よく手を上げる。

「――ちょ、調子はどうかしら？」

　返事は、驚おどろく程ほど早く寄よ越こされた。

　――グルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　大口を開け、竜が耳を聾ろうするかのような咆哮を上げたのだ。

「ひやああああ！　元気ーッ！　これはもう、間違いなく元気だわー！」

　素すっ頓とん狂きような声を発し、ラミネは慌てたように後方へと下がる。

「皆みんな、戦う準備して！　カイト一人に任せる前に、わたし達で倒たおしてみせるよ！」

　さすがにティアは長おさらしく、既すでに落ち着いた状態で槍を構えていた。

「ラミネは後ろで隙があれば巫術を放って！　ナナルは誰かが怪け我がをしたらすぐ助けられるように待機！　ティアはオレと一緒に！」

　カイトの指示に異論は出なかった。ティアはこちらの傍に並んで立つと、油断なく相手を見上げる。

　焔竜は既に立ち上がっており、頭上高くからこちらを睥へい睨げいしていた。

　暗闇の中で目が怪あやしく輝かがやき、低い唸うなりが轟とどろく。

「ティア、オレがまず突とつ破ぱ口こうを開くから、後に続いて足を狙ねらって欲しい。あれだけの体と洞窟の大きさを考えれば、一いつ旦たん倒たおれた後で体勢を整えるのは難しいはず。倒せる機会があれば、そこだと思う」

「そだね、了りよう解かい！」

　ティアが了承の返事を寄越してきた直後に、カイトは意識を集中させた。

　自らの全身から迸る霊素の波動が、手に持った得物へと移り、刃が光に覆われるのを感じる。

「行くよ。寝ているところを起こして悪いけど、村の為だ。――ちょっと大人しくなってもらう！」

　宣言をした後、カイトは走り出した。

　焔竜がこちらを見つめ、巨大な口をゆっくりと開いていく。

（火を放つつもりか。だったらその前に先手を打つ！）

　カイトは地面を蹴けって跳躍した。焔えん竜りゆうの顔面がすぐ眼前に現れる。

　刃やいばを振り上げ、一刀のもとに相手を叩き伏ふせようとした。

　だが――その刹せつ那な。

『……あー、よく寝た』

　恐ろしく間の抜ぬけた声が聞こえてきて、思わず動きを止めた。

「……へ？」

　攻撃の意志が削がれ、目を見開いたまま、カイトは着地する。

『んん、どれくらい寝てたんだろ。最近、妙みように眠ねむくて眠くて。ここの居い心ごこ地ちが良いってのもあるけど、やっぱり食べてばっかりいるからなあ』

　洞窟内に響き渡る、若い男を彷ほう彿ふつとさせる声こわ音ね。

　一体誰が発しているものなのか、一いつ瞬しゆん、カイトには理解出来なかった。

　あまりにも、予想外過ぎたからだ。

『運動もしなきゃいけないって分かってるんだけど、明日からやろうって決めてばっかりで、いつまで経っても肝かん心じんの『明日』がやってこないんだよねえ。今日決めたことは今日するべきなのかな？　でも、いきなりってのはちょっとねえ。心の準備ってものがねえ』

　自じ堕だ落らくなことを言いながら目を瞬しばたたかせ、

『……ん？　あれ、君達、誰？』

　不思議そうな面おも持もちで、『彼かれ』はこちらを見下ろしてくる。

　カイト達は――呆あつ気けにとられて、頭上を仰あおいだ。

「……あたし、耳がおかしくなったのかしら」

　ラミネが自分を疑うかのように零す。

　だが彼かの女じよだけではなく、恐らくカイトを含ふくめ、この場に居る全員が同じ気持ちだっただろう。

　一体、誰が信じられるだろうか。

　先程からやけに所帯じみたことばかり言い続けているのが、よりにもよって、目の前で佇む相手であると。誰もが恐れ、時に敬われることすらある魔物。

　――焔竜、本人であるなどと。

『もしかしてお客さんかなあ？　だったら、ごめんねえ、お構いもせずに寝ていちゃって』

　恐きよう縮しゆくするような素そ振ぶりで、焔竜が頭を下げてきた。

「……今、竜が謝あやまったよね」

　これは果たして現実であろうか、と思いながら、カイトは呟いた。

「謝ったわね……しかも超ちよう腰こし低く……」

　ラミネもまた何がなんだか分からないというような口調で続く。

「食って寝てばかりだけど運動はしたくないとか、割と共感できることも言ってた気がする……」

　ティアもまた困こん惑わく気味に言った。ただ声音には、何処か同志を見つけたような嬉うれしさが含まれているような気もする。

「……竜さん、良い人？」

　ナナルが、きょとんとした顔のままで首を傾かしげた。

『いや、良い人ではないよ』

　だが即座に焔竜から否定され、ナナルは若じやつ干かん怯おびえるようにカイトの服の裾を握にぎってくる。

『ぼく、人じゃなくて竜だしね。後、良い人っていうのが何を指すのかにも拠よるよねえ。口が悪かったり乱暴だったりしないってだけで善人ってわけでもないでしょ？　かといってぼくが誰かに親切にしないかって言えば嘘うそになるし、困っているヒトがいれば助けるし。まあ、だからって良い人って言われると抵てい抗こうを覚えるわけで、その辺りはごく当たり前のことというか、取り立ててどうであるかっていう程のものでもないと思うけど。いやそもそも良い人なのかと訊きかれて即座にそうだと答える人って逆に胡う散さん臭くさくない？　だって本当に良い人は自分が良いことをしていると自覚があってやってるわけじゃないだろうし。それを踏まえて考えるとぼくが良いモノかどうかは判断しにくいところがあるよね』

「どうでもいいけどよく喋しやべるな君！」

　思わずカイトは突っ込こんだ。とりあえずナナルの問いかけを否定したわけでないことは分かったが、話が長いにも程がある。

『ああゴメン。そうなんだよ、ぼくってお喋りでさあ。まあ、滅めつ多たに誰かと話をしないからでもあるんだけどね。普ふ段だん全然言葉を発してないと、自分が声を無くしてしまったんじゃないかと思っちゃって困るよ。そんな時は何でもいいから大声出だして確かめるんだけど、変な癖がついちゃって、最近じゃ寝てる時にも叫さけんでいるらしくてさ。たまに自分の声で目が覚めるんだよ、ははははは！』

　ひとしきり話し尽つくした後で、焔竜は洞窟中に響くような声量で爽さわやかに笑った。

「んん？　じゃあ、さっき聞こえてきたのは……？」

　ティアの質問に、焔竜が首を傾げる。

『ん、さっき？　ああー。多分、寝ね言ごとだよ。またやっちゃってたか』

　想像以上にどうでもいい事実に、カイトは全身から力が抜けた。

「……なるほどね。そういうことか」
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　どうやら焔竜は、信じられないくらい親しみやすい相手だったらしい。

「あの……ちょっと訊きたいんだけど」

　ラミネが恐る恐るといった感じで手を上げた。

「今まで、村の子ども達を攫さらったりしたこととか、ある？」

『村の子ども？　なにそれ？　っていうか村ってなに？』

　大きな目を何度も瞬まばたきさせながら、焔竜は尋たずね返してくる。

「山の麓ふもとに村があるんだよ。そこから子どもが攫われて、犯人があなただから、倒して来て欲しいって言われてここまで来たんだけど」

　ティアが説明すると、焔竜は『へ？』と素っ頓狂な声を上げた。

『いや、ぼくそんなことしないよ。ひどい誤解だな』

「……本当に？」

　何らかの理由で演技をしているのかもしれない、とカイトは勘かんぐる。

『本当だって。大体、どうしてぼくが子どもを攫うのさ』

「それは……食べる為とか。自分の子の餌えさにするとか。色々あると思うけど」

『えええええ。えぐううう。よくそんなこと思いつくね。こわー。人間、こわあああああ』

「悪いけど君にだけは言われたくない」

　こちらの万倍は恐こわい外見の癖に、と思いながら返すカイト。

『でもさあ。ぼくの餌は鉄だよ？　赤あかん坊ぼうだってそうさ。まあ、残念ながらぼくは独身だから子どもはいないんだけどさ。でも結けつ婚こん願望がないかと言われれば、へへっ、決してそんなことはなくてね。寧むしろ最近、良い人が居れば結ばれたいなあとか思って……もう、何をいわせるんだよ！』

（心の底からどうでもいいな……）

　カイトは黙だまったまま、しみじみと思った。

「でも……よく考えればそうだよねぇ。焔竜さんの食生活を考えれば、子どもを攫ったところで何の得もないしさ」

　納なつ得とくしたように言うティア。人格者的な面を見たためか、焔竜を『さん』付けしていた。

「でも……村から子ども達が居なくなってるのは、本当だよ。……どういうことかな？」

　顔を顰め、ナナルが考え込む。

『……あのさー、悪いんだけど、ちょっと話聞かせてくれないかな』

　しばらくすると、竜りゆうが、カイト達に向かって申し出てきた。

『村とか子どもとか、こっちにしてみれば初耳のことばかりだし。ぼくが何かの対応をしなきゃいけないにしろ、ちゃんと事情を知ってからにしたいんだよ』

「……まあ、正論ね」

　ラミネは腕うでを組んでから軽く顎を引くと、皆の方を向むく。

「ねえ、この焔竜、どうも村の人達が言うような悪いヒトじゃないみたい。ちゃんと話をすれば分かってもらえるんじゃないかしら？」

「うん。わたしもそう思ってた。こっちだって無理に焔竜さんを倒したくはないし」

　ティアが同意すると、焔竜が目を細めた。心なしか、胸を撫なで下おろしたようにも見える。

『いやあ、良かった。訳が分からないまま襲い掛かってこられても困るしね。暴力はあんまり好きじゃないんだ』

「……竜ってのは皆、君みたいなの？」

　ふと疑問に思ってカイトは尋ねた。しかし、焔竜はゆっくりと首を振る。

『そういうわけでもないよ。知り合いの中には人間が嫌きらいな奴やつもいるし、会えば問答無用で食ってしまおうってのもいる。人間だってそうだろ。平和的な人間も居れば暴力的な人間もいる。君達はどうやら比較的、温和な人のようだけど、過去にはこっちが平和的に話し合おうとしているのに武器を向けられたことがあったしね』

　つまり竜にも個性があって、一いち概がいには言えないということだろう。

「なるほど。理性を持っているならそういうこともありえるなぁ」

　ようやく、カイトは得心がいった。

　いわば人間と同じ考える頭を持っているのだから、おかしいことではない。

『分かってもらえて嬉しいよ。ぼくはそっちが危害を加えようとしない限り、追い払ったりはしないから、安心して欲しい』

　焔竜から優しげな声で言われ、カイトは仲間達と視線を交かわし合うと、頷く。

「うん。じゃあ、一から話すことにするわね」

　前置きをしてから、ラミネが口を開いた。

「そもそもはちょっとした手違ちがいからだったんだけど――」

　ラミネは起こった順に、丁てい寧ねいに、時に不要な部分を端折はしよりながら焔竜に説明していく。

　非常に分かり易い語りを、竜は相あい槌づちを打ちながら、熱心に聞いていた。

　やがて、半刻程ほど経たった頃ころ。

「――ということで、あたし達はこの洞どう窟くつを訪れたのよ」

　全すべてを話し終えたラミネは、そう言って締めくくった。

『……なるほどねえ』

　焔竜は、驚いたような声を漏らす。

『いや、それは知らなかった。まさか山の麓に村があって、洞窟の鉄を売って暮らしていたなんて』

「そもそも、どうしてここに来たの？」

　カイトが訊くと、焔竜が『ああ』と答えて、

『ぼくたち焔竜は、鉄の匂においを嗅かぐのが得意でね。空を飛んでいると、とても美味おいしそうな香りがしたから、ついふらふらと降り立ったんだよ。そうしたら、広さは寝るのに丁度良いし、美味しい鉄が沢たく山さんあるしで、つい居い座すわっちゃってね』

「そうだったんだ。美味しいものがあるところに居たくなるって気持ちは、凄く良く分かるよ。わたしだって常にそういう場所を求めて彷徨さまよう、さすらいのタベタガリーだからね」

　ティアが腕を組み、うんうんと何度も頷く。

「流る浪ろうの旅人みたいに格好よく言ってるけど、単にいつもお腹なか空すかせてるだけだよね……」

　カイトの指し摘てきにティアはこちらを振り向くと、勢いよく親指を立てた。

「言い返す余地もないねっ！」

「情けないことを堂々とした態度で断言しないの！」

　ラミネに叱しかられ、ティアが「うへへ」と奇き妙みような笑い声をあげながら照れくさそうに頭を掻く。彼女はその後、焔竜を再び仰いだ。

「でもね、焔竜さん。このままだと、村の人達はとても困ってしまうと思うんだ。なんとかならないかなぁ？」

　申し訳なさそうな顔をしたティアに、焔竜はすぐ様、返答を寄越してくる。

『うん、分かってる。事情を知らなかったとはいえ、酷ひどいことをしてしまったな。とても残念だけど、ぼくはここを離れることにするよ』

「また餌場を探しに飛び立つの？」

　ラミネが首を傾げると、焔竜が突風のような溜ため息いきをつく。

『そうするしかないだろうね。鉱山というのは大たい抵ていが人間達の生活資源の場になっているので、住んで大丈夫なところを見つけるのがとても難しいんだけど、仕方ないさ。気長にやるよ』

「……竜さん、なんだか、可哀かわい想そう」

　ナナルが悲しみに満ちた表情を作った。

「ティアお姉ちゃん、竜さんのこと、どうにかならないのかな……？　竜さんは、生きるためにここに居ただけなんだよ？」

「……そうだねえ。何とかできるなら、したいけど」

　ティアが難しい顔つきをして唸る。だが、焔竜は口の端を上げた。

『気にすることはないよ。人間達だって色々大変なんだから。慣れたものさ』

「竜は同じところに長居することはあまりないって聞いたけど、君は違うのか？」

　あるいは自分の知識が間違っていたのだろうか、とカイトは尋ねる。

『いや、本音を言えば他ほかの竜だって出来れば良い場所にはずっと居たいと思うよ。ただ色々と好みがあってね。ぼくにとっての今のこの場所みたいなところを、中々見つけられないってだけさ』

「それじゃあ、ますますここから離れるのは残念ってことになるわね。あたし達人間の勝手で追い出すのは悪い気がしてきたわ」

　ラミネが眉み間けんに皺しわを寄せると、焔竜は微かに笑った。

『君達こそ良い人達だね。魔ま物もの相手に気を遣うなんて。ただ……これ以上、村の人に迷めい惑わくをかけたくはないんだ。だから、気にしなくて大丈夫だよ』

「むー。でも、何かいい方法があるはずだよねえ。このまま焔竜さんだけに責任を負わせるのは違うと思うし」

　言って、ティアはしばらく沈ちん黙もくする。

　が――しばらくして、彼女は「……そうだ」と何かを思いついたように手を叩いた。

「こういうのはどうかな。村の人達に事情を話して、村や洞窟を守る代わりに食事として鉄を貰もらうの」

『……どういうこと？』

「山に魔物が棲すみついているのは知ってるかな？」

『いや……知らない。ここに住んでから外には出てないからね』

「理由は詳くわしく分からないんだけどね、実はこのシリザ山には予想以上に魔物が居て、たまに里へ下りてくるらしいんだよ。それを焔竜さんが倒せば村人さん達は安心するし、あなたがここにいれば魔物も入って来られないから鉄鉱も無事に採れるようになるし、良いこと尽ずくめじゃないかと思うんだけどなぁ」

　この発想は、焔竜にとっても意外なことだったらしい。

　目を丸くしてから、慎重な態度で訊いて来た。

『だけど……大丈夫かな？　村の人達はぼくを見て恐がるんじゃないかな』

「だいじょーぶ！　その辺りはわたし達がしっかりと説明するよ。安心して」

　ね、とティアがカイト達に呼びかけてくる。

「……うん。竜さんがここで暮らしていけるようになるなら、頑がん張ばるよ」

　ナナルが微笑ほほえみながら同意すれば、ラミネも続いた。

「そうね。ティアの考えが今の所、一番良いかもしれないわ」

「ああ。実現可能なところで言えば、その辺りが落としどころだとオレも思う」

　最後にカイトが告げると、竜が声に嬉しさを滲にじませた。

『いやあ、本当かい？　ありがたいなあ。ぼくを倒しに来たのが君達で良かったよ。お礼はなにが良い？　ぼくに出来ることと言えば、好きなところを瞬しゆん時じに焼け野原にすることくらいだけど』

「お、いっちょ試ためしにやってもらおうかな？」

「やめときなさい」

　あまりにも気軽な調子で答えたティアに、ラミネが溜息をついて止める。

「冗じよう談だんだよー。お気持ちだけありがたくもらっておくよ」

　ティアの言葉に、焔竜は『そう？　遠えん慮りよしなくていいんだけどなぁ』と能天気な声を返してきた。この辺りの感覚はやはり人と違うのかもしれない。

「それじゃ、あたし達と一緒に行きましょうか。この洞窟から出ていいかしら？」

　確かく認にんを取ったラミネに、焔竜は『うん、もちろんさ』と快く承知する。

「よし、思わぬ形になったけど、依い頼らいは達成だね！　村へ戻ろう！」

　ティアが拳こぶしを振り上あげると、カイトをはじめとしたエメルタの面々は同意の声を上げた。

　来た時とは逆に、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで出口に向かって全員が歩き出す。

　後ろからは、竜がついてくる足音が、重い地響きとなって聞こえてきた。

「……ところで、焔竜さん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　カイトは尋ねる。

『なんだい。あ、ちなみにぼくのことはヴィーって呼んで欲ほしいな。どうしてヴィーかっていうと、昔、ヴィーランっていうとても格好良い竜が居てね、そこからとったんだけど。このヴィーランがまたどう素敵かというと……』

「え、あ、ああ。ご高説を賜たまわりたいところだけど、今は時間が無いからその話はまた別の機会にお願いしたいな。……この山は、空を飛んでいて見つけたんだよね？」

『うん、そうだよ。それがどうかした？』

「この山に、妙な建物はなかった？　多分、かなり大きいと思うんだけど」

　少し間が空いた。恐らく焔竜が自分の記き憶おくと照らし合わせているのだろう。

『……あったよ。森の中にぽつんとあって、変だったから覚えてる。洞窟から出て左に折れた道を真っ直ぐ行ったところだよ。でも、それがどうかした？』

　やがて再び掛かけられた声。カイトは前を見つめたまま、静かに答えた。

「いや――なんでもないよ。ありがとう」




「え？　わたし達だけ先に村へ行ってて欲しいって？」

　洞窟を出たところでカイトが言ったことに対して、ティアはきょとんとした顔をした。

「ああ。ちょっと片付けなきゃいけないことが出来たんだ」

「こんな山の中で何をするつもりなのよ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰めたラミネに対して、カイトは答える。

「【竜を喰らう者デイオ・マギス】の隠かくれ家がが見つかったんだ。――残党を捕らえなきゃならない」

　場に居た全員の表情が先程とは違う緊きん張ちようを孕はらんだ。

「……そうなんだ。でも、だったら全員で行った方がいいんじゃないかな。いくらカイトでも一人だと危険だよ？」

「うん……お兄ちゃんの役に立ちたい」

　ティアとナナルが交互に申し出てくれる。しかし、カイトは首を横に振った。

「問題ないよ。所しよ詮せんは連中の生き残りに過ぎないから、オレの力があれば大して手間もかからないと思う」

「だけど、手助けがあるに越こしたことはないんじゃないかしら？」

　ラミネの言葉に残る二人も頷いた。焔竜は興味深そうにこちらのやりとりを見ている。

「確かにそうなんだけど……君達は竜――ヴィーを村人に紹しよう介かいする役目があるだろう？」

「うん、まあ……でも、それは焔竜さんに少し待ってもらえばいい話だし」

　納得しかけたものの、こちらのことが心配なのか、ティアは尚も引き下がらなかった。

「いや、他にもある。今でもこの山には魔物がうろついてるんだ。それがいつ里へ向かうか分からない。だからもしもの時に備えて、取とり敢あえず君達だけでも急いで村に戻もどって欲しいんだ」

　だがカイトがそう述べると、さすがに彼かの女じよ達たちは顔を見合わせ、困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「……そっか。それがあったね」

「参ったわね。確かに、その可能性を考えると、放っておくわけにもいかないし」

「うん……どうしようかな……」

　三人が唸るのに対してカイトは笑った。

「だから、大丈夫だって。これでも人並み以上の力はあるんだから」

　加えてわざと軽く言って雰ふん囲い気きを明るくし、彼女達を不安がらせないようにする。

「……本当に？　本当に本当に平気？」

　ティアが顔を覗のぞき込んでくる。残る二人も同様だ。

「うん。だから、皆は村へ行っていて欲しい」

「でも……せめてわたしだけでもついていったほうがいいんじゃないかな」

「――ティア、君は求索士だ」

　表情を曇らせるティアを、カイトは真っ直ぐ見つめた。

「求索士の仕事は依頼人の為ために働くこと。オレのことを気き遣づかってくれるのは嬉しいけど、その本分を忘れちゃダメだ。村を守ることこそ、人が多い方が良い。逆を言えば、そっちを君達に任せられるからこそ、オレは全力で自分のことをやり遂げられるんだ」

「……それは、そうなんだけど」

　唇くちびるを噛み締め、悩なやむティア。

　だがそこで、ラミネが腕を組んで、溜息をついた。

「……そうね。仕方ない。一ひと先まず、あたし達だけで村に帰き還かんするとしましょうか」

「でも、ラミネお姉ちゃん……」

「問題ないって言ってるんだから、カイトのことを信用しましょう。あたし達はまず、自分達の役目を果たすのよ」

　愁うれいを帯びた表情のナナルに対して、ラミネは顎を引く。

「うん……そうだね。ただ、カイト、気を付けてね。無む茶ちやだけはしないでね。怪我とかしちゃ、嫌だよ」

　ティアは近付いてきて、カイトの服を掴つかむと見上げてきた。

　大きな瞳の奥おくには、心からこちらの身を案じる感情が窺える。

「ああ。分かってる。すぐ戻るから、ティア達はこっちに来ちゃダメだよ。オレにとっては平気でも、君達にとっては危険な場所かもしれないから」

　カイトはティアの肩に手を置き、深々と頷いて。

　彼女や他の二人の心に必要以上の負担をかけないように、穏やかな声のまま――。

「じゃあ、行ってくるから」

　言い残すと、踵きびすを返し、ゆっくりと歩き始めた。







第四章…災滅者ディメンドという過去







　皇国レギオスは広大な領地を持つ、文字通りの大国である。

　だが同時に、複数の国を属国として従える連合国家でもあった。

　現皇王より遡さかのぼること数代前より、少しずつ侵しん攻こうを続け、長い時間をかけて周辺諸国を支配下に置いたのだ。

　レギオスがある大陸には無数の国が隣となり合っており、かつては各地で小こ競ぜり合いが続いていた。

　戦争は為い政せい者しや達たちに幾いく許ばくかの利益を齎もたらすが、大体の場合、住んでいる人間にとっては失うばかりで、得るものは少ないものだ。

　当時の皇王はそうした悲劇的な状じよう況きようを改善すべく、力ある国々を多少強ごう引いんにでも統治下に置くことで、無む駄だな争いをなくしたのである。

　ただ支配したといっても、普段は属国の統治をそれぞれの王達に自治権を与あたえた上で、比較的自由にやらせている。

　皇王がやることと言えば、不ふ穏おんな動きを取らせぬよう、定期的に【賢けん人じん会かい議ぎ】と称して属国より王達を集め、それぞれの為い政せいに関する報告をさせることくらいである。

　だが結果的に皇国が治める地域に関しては大きな揉もめ事が起こることはなくなり、以後も平和は継けい続ぞくしていた。

　ただ全ての属国が、心より皇国に忠誠を誓ちかっているかと言えば、残念ながら否いなである。

　所詮は小さな力を大きな力で無む理り矢や理り抑え込んでいるだけ。

　不満を覚える者も居れば、現状を打開し、逆に皇国を落とそうとする者も居た。

　フェンケアンと呼ばれる国も、その内の一つである。

　いや――正確には、だった、というべきだろう。

　フェンケアンは別名『求索士トレイズの祖国』とも言われていた。

　霊素マリアスの研究に関して他国よりずば抜けて進んでいた為だ。

　空劫結晶ユニス・マテリアを初めに発見したのもフェンケアンの国王が立ち上げた研究チームであれば、それを加工して作り上げる【幻器クラフト】を生み出したのもこの国の功績だった。

　もしフェンケアンが無ければ、求索士達の使う霊素の力は今よりずっと低い物であったことだろう。

　体内に宿る霊素を外部に放出する際、幻器に埋うめ込まれた空劫結晶を通して凝ぎよう縮しゆくさせなければ、大半が空中に霧散し、発揮できる力は半分以下になってしまうのだ。

　しかし、なまじ霊素に関しての知識が深かった為、国王はある欲望に取り憑つかれた。

　霊素の扱あつかいを更さらに発展させることで、あらゆる方面に転用し、皇国を凌しのぐような国力を手に入れようとしたのだ。

　フェンケアンは皇王には秘密である施し設せつを造り上げ、そこで、様々な霊素の研究を始めた。

　当初こそ、あくまでもこれまで得た結果を基にした比較的安全なものに留とどめていたが――やがてそれが、人道を外れるものとなっていくのに、あまり時間はかからなかった。

　世にもおぞましく、狂気とすら呼べる実験を絶えず繰り返す地獄の場所。

　施設の名は――。

「【竜を喰らう者デイオ・マギス】……」

　崖がけの上に立ち、眼下を眺めながら、カイトは呟つぶやいた。

　焔竜が棲んでいた洞窟から出てしばらく進んだところに、周囲を木々に囲まれた、ある巨きよ大だいな建物が存在している。

　普ふ通つうの家にあるような、斜ななめになった形の屋根はなく、全体を漆しつ喰くいで覆おおわれた長方形の奇妙な造りをしていた。

　壁かべという壁はびっしりと植物の蔓つるで覆われ、周囲の風景と同化しているので、注意深く観察しなければ見つけられなかっただろう。

「……懲こりずにまだ生き延びていたみたいだな」

　息をつき、カイトは軽い動作で崖から飛び下りた。

　地面に着く直前、足元に霊素を纏まとうことで衝しよう撃げきを和らげる。

　同時に足音を消し、自らの動向を悟られないようにした。

　近場にある樹きの陰かげに隠れて様子を窺うかがう。

　建物の入り口には男が二人佇み、周囲を警けい戒かいするようにして、忙せわしなく多方面に鋭するどい視線を向けていた。

　彼らの腰こしには長ちよう剣けんが差さっており、更に手には長い槍やりを携たずさえている。

（研究所の関係者か。あるいは雇やとわれた人達か……）

　いずれにしろ、並の相手ではあるまい。霊素を扱えるということも視野に入れておいた方が良さそうだった。ただ……カイトにとってみれば、恐おそれるものでもない。

（あれくらいなら、手間どらずに済ませられそうだな）

　まずは一安心し――樹の傍そばから離はなれて歩き出した。

　特に相手に見つからないようにと配はい慮りよすることもなく、堂々と正面から、散歩の途と中ちゆうであるかのように近付いていく。

　当然だが、カイトの姿は男達の目に留まり、彼かれ等らは突とつ然ぜんの来訪者に顔を強こわ張ばらせた。

「待て。ここは立ち入り禁止だぞ。一体、何の用だ？」

　槍の先をこちらへと向け、男の一人が問い質ただしてくる。目が蜥蜴とかげを思わせるような変わった形をしていた。

「ああ、そうなんですか。いや、道に迷ってしまったもので。この建物ってなんですか？」

　頭を掻かき、困り果てた風を装よそおってカイトが逆に訊き返す。

「なんでもいいだろう。お前には関係ない。とっとと引き返せ」

　もう一人の方、顔に大きなアザのある男が剣けん呑のんな声を出した。

「そんなこと言わずに教えて下さいよ。オレ、こう見えて好奇心が旺おう盛せいな方でして。こんな山の中に立派な建物があるなんて不思議で仕方なくて、気になって夜も眠れなくなってしまいます」

「黙れ。これ以上余計なことを喋るなら、永遠に眠れるようにしてやってもいいんだぞ」

　脅おどしをかけるように言って、蜥蜴目の男が槍を突つき付けてくる。

「恐いなあ。ちょっと気になるだけなのに。まあ、いいか。じゃあこれだけ教えてくれたら帰ります。一つだけいいですか？」

「……なんだ？」

　仕方がなさそうな口調で、アザのある男が首を傾げる。

「はい、実は探してるところがあるんですけど――」

　無害な人間を装ったまま、カイトはあっさりと告げた。

「――【竜を喰らう者】の隠れ家っていうのは、ここで合ってます？」

　男二人の顔色が変わる。今までただ胡う散さん臭くさい者を見ているようだった目に、はっきりとした敵意を宿した。

「お前……一体、何者だ」

「どうしてそれを……！」

　カイトは微笑んだまま、剣けんの柄つかに手をかける。

「ご親切に、どうも」

　刃を引き抜くと同時、霊素を伴ともなう一いつ閃せんを解き放った。

　虚こ空くうを真一文字に走る斬ざん撃げきの波動が、男おとこ達たちの頭上を通り過ぎ、建物に叩たたきつけられる。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に壁が大きく抉えぐり取られ、瓦が礫れきすら残さず消滅した。

「な……」

　あまりの事態に言葉を失ったのか、口を何度か開け閉めしたまま、二人の男は尋じん常じようならざる破は壊かいの爪つめ痕あとを見上げる。

「君達が『奴やつ等ら』の仲間なのか雇われただけのものかは知らない。どちらにしろオレからすれば排はい除じよしても構わないんだけど、うちのエメルタの人達は必要な場面以外では誰だれも傷つけないってやり方を徹てつ底ていしていてね。オレもその方針に従ってるんだ。だから分かり易やすく忠告するよ」

　剣を携えたまま距きよ離りを詰め、カイトは淡たん々たんと言った。

「――死にたくないなら、今すぐそこをどいた方がいい」

　こちらの言葉が孕む絶対的な殺意に気付いたのだろう。

　男達は弾はじかれるように建物から離れると、腰を抜かしたようにその場に尻しり餅もちをついた。

　カイトは建物の入り口を守る扉とびらを前にする。

　頑がん丈じような造りをしており、何者をも拒むような威い圧あつ感かんを漂わせていた。

　しかし自分が無造作に剣を振るうだけで、全ては事足りる。

　一瞬にして白い軌き跡せきを数度刻んだ扉は、途と端たんに欠片かけらとなって崩くずれ落おちていった。

　カイトは建物へと足を踏ふみ入れ、進んでいく。

　長い廊下の奥へと行くと、内部は非常に広く、壁に造りつけられた棚には書籍や書類がびっしりと詰め込まれていた。

　並べられた幾いくつかの机の上には、毒々しい色の入った硝子がらす製せいの容器が多く置かれている。

　名称は分からないが、カイトには実験器具であることだけは分かった。

　自分も昔、同じようなものを見たことがあったからだ。

　無論、視界に入ってきたのは道具ばかりではなかった。

　白衣を着た、年ねん齢れいも性別も様々な人間達が十数人。

　こちらを見て驚きよう愕がくの表情を浮うかべていた。

「な、なんだ君は！　何者だ！　さっきの音は君がやったのか!?」

　内の一人が咎とがめるような口調で言ってくる。

「黙れ」

　カイトは端的に答えた後、双そう剣けんを立て続けに振るった。

　建物内が震え、濛もう々もうと砂すな煙けむりが上がる。

　机が吹き飛び、棚が微み塵じんと化し、床ゆかに深い溝みぞが次々と出来上がっていった。

　悲鳴と怒号が行き交い、人々は蜘蛛くもの子を散らしたように逃にげ惑まどう。

「逃げたい奴は逃げろ。お前達に対する慈じ悲ひも手加減も期待するな。オレは徹底的にここを潰す」

　口調を酷こく薄はくなものへ――かつての自分が使っていたものへと戻しながら、カイトは、建物を破壊していった。

　手て当あたり次し第だいに霊素を乗せた刃はを振り払はらい、斬撃の嵐あらしを巻き起こす。

　瞬またたく間まに室内は傷つき、崩れ、滅め茶ちや苦く茶ちやになっていった。

「か、かかれっ！」

　突然発せられた金切り声に視線を傾かたむけた。

　首を二つ持った漆しつ黒こくの鳥の魔物が、悲ひ愴そうに満ちた顔をする男の傍に立っている。

　巨大な体の向こうには更に扉があった。あそこから出てきたのだろう。

「まだ部屋があったのか……」

　首を鳴らし、カイトは周囲の様子を確かめた。あらかたは片付けた。他があるなら、場所を移す頃ころ合あいだろう。

「くく……皇王の差し金でここを突き止め、脅きよう威いになる前に叩こうという算段か。だが運が悪かったな。この施設は【竜を喰らう者】の意志を一番色濃く受け継いだ場所。故ゆえに研究も他より抜ぬきん出ている。見よ、この魔物を！」

　男が誇ほこらしげに指し示すと、鳥の魔物が耳みみ障ざわりな声で叫んだ。

「空劫結晶を体表に埋め、霊素を強制的に流し込むことで相互作用を起こし、肉体を劇的に進化させた。基本となっているのは【双ふた首くび鴉がらす】だが、既すでに力は比較にもならない。こいつの吐はき出す焔ほのおは一いつ瞬しゆんにして数百人を焼き尽くすぞ！　死ねええええ！」

　男が指示し、双首鴉が攻こう撃げきの動作として頭を後ろに反らす――直前。

「消えろ」

　カイトは刃を交差させた。

　轟ごう、という激しい音を伴い、大気を打ち砕くかのような勢いで交わった波動が相手に牙きばを剥むく――刹せつ那な、魔物は粉微塵に消し飛んでいた。

「えええええええええええええ!?」

　あまりに予想外の事態だったのだろう。男は放心したような状態で崩れ落ちた。

「それで、この先には何がある？」

　カイトが近寄って剣を向けると、男は我に返った顔でこちらを向く。

「く、くく、この程度で簡単に屈すると思うのか――」

　得物を振るった。男の顔を掠かすめ、斬撃は彼かれの背後にある壁の大部分を削けずり取る。

「……所長専用の研究室へ繋つながっています」

　頬ほおからわずかな血を滴したたらせたまま、男は先さき程ほどの態度が嘘うそであったかのように、素す直なおな態度で答えた。

「今ならまだ殺さないでおいてやる。とっととここから去れ」

　カイトは告げると、歩みを再開させる。

　鍵かぎがかかっていた扉を霊素によって増した力でこじ開けると、中は狭せまい部屋に下へ下りる階段が一つだけあった。

「なるほど。地下で一人、お楽しみってことか」

　独白しながら、カイトは階段に足を掛けた。

　一歩ずつ下りて行く度に、石の乾いた音が微かすかに響ひびく。

　やがて足が平らな床を捉とらえた。先には再び長い廊下が続いている。

　幸い、等とう間かん隔かくで蝋ろう燭そくが立っていたので視界は良好だった。

　しばらく進むと、突然、ぽっかりとした空間に出る。

　地下とは思えない程の規模を誇る場所には、無数の唸うなり声ごえが響いていた。

　その正体は、十数体にも及およびぶ、魔ま物もの達たちの群れである。

　四し牛ぎゆうや百足蛇むかでへび、猛もう猪ついなど、シリザ山で見かけたものの他に、半はん透とう明めいの液体に人の手足が生えた不気味なものや犬の頭を持つ猿さるなど、様々な種類に及およんでいる。

　魔物達の発した怒ど涛とうの如ごとき殺意が押し寄せ、こちらの肌はだを炙あぶるように焼いてきた。

「……お前達に恨うらみはないが」

　しかしカイトは少しも臆おくさず、魔物達に向かって泰たい然ぜんと言い放つ。

「邪じや魔まをするなら――全員残らず、斬きり倒たおす」

　瞬しゆん間かん、魔物達が咆ほう哮こうし、全てがこちらに向かって走り出だした。

　カイトは左右に握にぎった剣を構え、疾しつ走そうする。

　真正面から刃を振り上げ、広こう範はん囲いに亘わたって薙なぎ払った。

　斬撃の波が地を駆け、魔物達を巻き込こんで炸さく裂れつする。

　耳を聾ろうするかのような爆撃音が鳴り響き、大量の火薬でも仕込んだかのような白い衝撃が膨ふくれ上がった。

　幾重にも亘る絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり――唐とう突とつに、全てが過ぎ去っていく。

　カイトが一呼吸つく間に、辺りは静せい寂じやくへと戻り、全ては終わっていた。

　魔物達の残ざん骸がいが散らばり、空間内には肉の焦こげる嫌いやな臭いが立ち込める。

　カイトは死体の間を観察しながら歩き、ある時点で足を止めた。

　しゃがみこんで、見つけた物を拾い上げる。

　中央に空劫結晶を嵌はめ込んだ腕うで輪わの残骸だった。

「これがここにあるということは……どうやら、魔物達が集まったのは竜のせいだけじゃなさそうだな」

　だとすれば、村人達にとって嘆なげきの種となっているもう一つも、ここに原因がある可能性が高い。

　カイトは尚なおも地下を奥に向かって移動していった。

　やがて、不意に、鼻び腔こうが不ふ愉ゆ快かいなものを捉える。

　錆さびついた鉄を思わせるようなそれには、覚えがあった。

　――血の臭いだ。

　やがて辿たどり着ついた場所で、カイトは顔をしかめた。

　先程のところよりやや狭いが、【約束の灯火ともしび】が拠点ホームとしている屋や敷しきよりはずっと広い室内に、巨大な硝子製の容器が並んでいる。

　内部に満ちる正体不明の液体も不気味だが、包つつみ込んでいるものは輪をかけておぞましい代物だった。

　魔物の、標本だ。

　ありとあらゆる種類の化け物が、全て干からびたような状態で浮かんでいた。

　無論、全てが死んでいる。

「悪あく趣しゆ味みだな……」

「失礼な物言いは止よしたまえ。栄えある研究の産物だよ」

　カイトが呟いた言葉に、やや年老いた声が答えた。

　薄うす暗ぐらい部屋の奥から、一人の男が現れる。

　白衣に身を包んだ人物は、口元に薄うつすらと笑えみを浮かべながら周囲の容器を見上げた。

「人類とは異なる進化を辿った魔物――彼等は我等の一部と同じく体内に霊素を蓄たくわえる性質がある。更に外部から別の霊素を与えることで様々な反応を起こし、予想も出来ぬほどの結果を呼び起こすのだ。これほど研究し甲が斐いのある媒ばい体たいもあるまい」

　まるで陶とう酔すいするような顔で、男は滔とう々とうと語り続けた。

「我々と異なる世界に生きる幻げん獣じゆうと呼ばれる存在。彼等は実に魔物とよく似ている。よって最近では、何らかの理由でこちらの世界から戻れなくなり、霊素を得るため凶きよう暴ぼう化かして人を襲うようになった幻獣が魔物になったと言われている。知っているかな？」

「……聞いたことはあるな」

　戯たわむれにカイトが会話に付き合うと、男が満足そうに頷うなずく。

「だから魔物と空劫結晶は相性が良い。何な故ぜなら空劫結晶は、幻獣が何らかの事情によりこの世界から消え去った時に残るものだからだ」

　有名な話だった。異界契約者レテイア・ラクターの存在が特別視されているもう一つの理由でもある。

　彼らが居なければ幻獣はこちらに現れず、現れなければ空劫結晶は採れないからだ。

「ということは、さしずめこれは、空劫結晶によって魔物を暴走化させるものといったところか」

　カイトは先程拾った腕輪を放り投げる。床に乾いた音を立てて落ち、男の足元まで転がっていった。

「半分当たっている。正確には魔物を凶暴化させ、こちらの意のままに操あやつる道具だ。空劫結晶に霊素を注ぎ込むことで、使い手の思う通りに動かせる。この研究所が生み出した芸術品の一つだな」

「山に魔物を放ったのはお前達か」

「ああ、そうだ。実験をしなければならなかったからねえ。おかげで良い結果を得ることが出来たよ」

　男が厭いやらしい笑みを漏もらした。

　自分のやったことで麓ふもとの村人達にどれほどの被ひ害がいが出たかを理解していないらしい。

　いや――理解して尚、この態度なのかもしれないが。

「さて……どこの誰かは分からないがお初にお目にかかる。私はこの研究所の所長、ヨハンだ。随ずい分ぶんと上で好きにやっていたようだが……この辺りにしておいてもらえないかね。ここは重要な施設なんだ。あまり好き勝手にしてもらうと困る」

「知らないな。オレはオレの目的を果たすだけだ」

　ヨハンと名乗った男の要求を一いつ蹴しゆうし、カイトは続けた。

「それにしても、相変わらずだな。お前達のやっていることは今も昔も変わらない。昔、徹底的に潰つぶしてやったのに反省していないようだ」

「……なに？」

　カイトの言葉にヨハンが眉を顰ひそめた。

「いちいち覚えるのも面めん倒どうだから、お前の顔は知らない。が、所長をやっているところを見ると大方、幹部の一人ってところか。上手うまいこと逃げたな。背後に居るのは何処どこの国だ？　やはり、フェンケアンか」

「お前……誰だ？　何故そんなことまで知っている。待て……潰した、だと？」

　今まで余裕綽々だったヨハンの顔色が、明らかに変わる。

「まさか――そんな、ば、馬鹿な！」

　どうやら察しがついたようだ。カイトは口角を上げ、長年の友人に会ったかのような親しげな口調で告げた。

「久ひさし振ぶりだな。カイト＝ウリオスだ。……元気にしていたか？　【竜を喰らう者】」

　ヨハンは息を呑み、目を大きく見開く。顔面が瞬く間に蒼そう白はくとなり、力を失なくしたかのように場にへたりこんだ。

「な、な、なぜ、お前がここに！　まだ生きていたというのか……!?」

　震える指先を突き付けられ、カイトは肩かたを竦すくめる。

「早い話がそういうことだ。で、お前達の残ざん党とう狩がりをしている」

「皇王の下についたというのか！　何故だ？　お前程の力があれば皇国如きいつでも滅ぼし、世界を手中に収めることが出来るはずだ」

「別に下についたわけじゃない。フレッサはお前達の生き残りを全部片付けたい。オレはティアの元で普通の人間として生きたい。だから頼たのみを引き受ける代わりに、フレッサはオレの周りで起こる面倒事を後ろで手を回して処理している。そういう関係だ」

「普通に生きる、だと……？　お前が!?」

　恐怖を通り越すと、人は感情が麻ま痺ひし、突とつ拍ぴよう子しもない行動に出ることがある。

　ヨハンもまた例に漏れず、状況を鑑かんがみることもなく、けたたましい笑い声を上げた。

「我らの予想を超こえた力を宿し、全世界において最大の【敵】となったお前が――」

　震える指先で、彼は、こちらを指差してくる。

「【災滅者デイメンド】と呼ばれた程の男が、ふ、普通に生きるだと？　はは……それは非常に面おも白しろい冗談だな！」

　あまり呼ばれたくない名前だった。カイトは吐と息いきをつくと共に口を開くと、

「洒落しやれだと思うならそれでいい。オレとしては早くフレッサの依頼を果たしてティア達の元に帰るだけだ」

　剣の切っ先を、ヨハンへと突き付けた。

「今いま更さら命いのち乞ごいはしないと思うが、一応言っておく。――お前だけは、何があっても潰す」

「くっ……ほ、ほざけ、死にぞこないが」

　ヨハンは舌打ちと共に、よろめきながら立ち上がった。

「お前がカイト＝ウリオスだというのなら……ここで消して、後こう顧この憂うれいを断ってやる」

　彼が指を鳴らすと――奥の方から、ぞろぞろと群れを成して魔物達が姿を見せた。

「こいつを殺せ。骨まで残すな！」

　指示に従い、魔物達が部屋中に響くかのような叫さけびを迸らせる。

　全すべてが地を蹴けり、こちらへと殺到してきた。

「――あんまり、手間をかけさせるな」

　カイトは足を踏み出し、剣を一閃させる。

　広い室内を、途と方ほうもなく膨ぼう大だいな斬撃が横切った。

　魔物達は、全てが一瞬にして消し飛ぶ。

「……くそ。さすがにこんな木偶でく人形達では勝てないか」

　悔しそうにヨハンは言った後、

「なら、これではどうだ――ガキを連れてこい！」

　彼が叫ぶと、重い地じ響ひびきと共に、奥の闇やみから何かが現れた。

　天てん井じようまで届くような背せ丈たけと、部屋の半分以上を占めるような体をもつ、巨きよ躯くの異形である。

　外見は蜥蜴によく似ていて、強きよう靭じんな顎あごと垣かい間ま見みえるらんぐい歯は鋭く、人間の頭程度なら数人ほどは纏めて容よう易いに噛かみ砕くだいてしまいそうだった。

【翠りよく牙が】と呼ばれる魔ま物ものだが、カイトにとってそれ自体はどうでもいいことだ。

　肝かん心じんなのは、姿を見せた化け物が――。

　数人の子ども達を、両手で握って拘こう束そくしているということだった。

「やはり……」

　最悪の予想が的中してしまった。カイトはヨハンへと鋭い眼まな差ざしを向ける。

「やはりお前が――村の子どもを攫さらっていたのか」

　焔えん竜りゆうが犯人でないとすれば、考えられるのは一つしかないと思っていたのだ。

「ああ、そうだ。やはり霊素の実験には、霊素量が定着しきっていない年代の人間が一番適しているからな」

　残酷なことを口にするヨハンに対して、カイトは問うた。

「……まだ、そんな下らないことをやっているのか」

　冷静さを保ちながらも、胸の内に怒いかりを覚えながら。

「オレと同じことを――その子達にも、するつもりか」

「下らないとは心外だな。人に秘められた未知なる可能性に賭けているのだ。これは理性を持って生まれた我々に与えられた、崇すう高こうなる使命だよ」

「使命か。笑わせるな。お前達はそうやって犠ぎ牲せいにしてきた。それこそ、何十、何百という人間を」

「そう言うな。成功とは常に幾つもの犠牲の上に成り立つのだよ。彼等が居たからお前のような存在も生まれたのだ、カイト＝ウリオス」

　ヨハンが怯おびえた顔をする子ども達を横目に、口こう端たんを上げる。

「なあ、災滅者？　最高に最悪な――【竜を喰らう者】の、超ちよう傑けつ作さくよ！」

　カイトは無言のまま、剣の柄を握る手に力を込めた。

「……悪いが、お前とこれ以上無駄話をするつもりはない」

　意識を集中させると、刃に霊素を伝わせ、光を纏わせていった。

　カイトの意思を具現化するように、輝かがやきは部屋中を埋め尽つくすように膨らんでいく。

「お前は……お前達の存在だけは――一日でも早く、この世から排除する」

　ヨハンを見み据すえながら、カイトは冷淡な声を発した。

「……おっと、動くなよ？　災滅者」

　だがヨハンは、余よ裕ゆうのある態度で肩を竦める。

「私を殺したいというのなら止めはしない。ただ、お前がそこから一歩でも踏み出した途端に、こいつらがどういう末路を辿るのかは分かるな？」

　彼が視線を移した先では、魔物が赤黒い口こう腔こうを開け、子ども達に狙ねらいを定めていた。

「もしお前が見捨てるというならば、それはそれで致いたし方かたの無いことだ。やるがいい。私は魔物と彼等を盾たてにしている間に、ここから逃げるだけだ」

　ヨハンの言葉が嘘か本当かは分からない。

　しかし、彼がこの部屋の何ど処こかに脱出口を隠していて、もしもの時に子どもを使って時間を稼ぐということは十分にありえる話だった。

　彼等――【竜を喰らう者】に属する研究員は全てそんな人間だ。

　頭は良いのかもしれないが、倫りん理り観かんと呼ばれるものが全て欠けつ如じよしており、どんな非道なことも、必要とあれば躊躇ためらいなく実行する。

「さあ、どうする、災滅者！」

　血走った目で叫ぶヨハンに対して、カイトは無言を保った。

「……った」

　だが、しばらくして声を出すと、ヨハンが眉まゆを顰める。

「なんだ？　はっきりと言え」

　カイトは息を吸い込む。目を閉じ、息を吐くと同時に、手を振ふった。

「――分かった。言う通りにするから、子どもには手を出さないでくれ」

　甲かん高だかい音が、数度鳴る。放り投げた二本の剣が、床を転がった。

　人質にとられている子ども達にも親が居る。待っている人が居る。

　カイトと同じように――大切な絆きずながあるのだ。

　それを害するような真ま似ねは、今の自分に出来なかった。

「……そうだ。それでいい」

　要求に屈したこちらの様子を見て、勝ち誇ったようにヨハンが口元を歪ゆがめる。

　彼はゆっくりと手を上げると、静かに呟いた。

「――出てこい、イオナ」

　しばらくすると、扉の開く音がする。

　カイトが視線を傾けた先に、別の部屋から入ってくる一人の少年が見えた。

　年の頃ころはナナルと同じ程度だろうか。くすんだような灰色の髪かみを持ち、目は薄うすい水色。

　肌が病的なまでに白く、唇は血の気を失っていた。

「……なんでしょうか、ヨハン様」

　裸足はだしの足でヨハンの傍に歩み寄りながら、イオナと呼ばれた少年は、消え入るような声こわ音ねを発した。

「お前の出番だ。力のお披ひ露ろ目めといこう」

　ヨハンはいびつな笑みを浮かべながら、こちらを真まっ直すぐ指差す。

「――この男を潰せ。肉にく塊かいに変わるまで、徹底的にな」

　命令に、イオナは体を竦めた。

「え、で、ですが……最初の実験は魔物でやると……」

　落ち着きない眼差しを、こちらへと向けてくる。彼の瞳ひとみの奥は、はっきりとした恐怖を湛たたえていた。

「予定が変わったのだ。とっととやれ」

「し、しかし……」

「逆らうな！」

　ヨハンから平手打ちを喰くらい、イオナが倒れる。

「……いつから私に反抗できる身分になった。行き場のないお前を拾ったのは誰だ。寝ね床どこを世話し、食事を与え、生かしてやったのは誰だ？」

「……ヨハン様、です」

　頬を押おさえながら、イオナは小さく答えた。

「だったらやれ。四の五の抜かすな」

「……あの人は、人間です。僕ぼくは……魔物だって本当は嫌だったんです。なのに、人間なんて……殺すことは出来ません」

　顔を俯うつむけながら、ぼそぼそと喋しやべるイオナ。

「あくまでも逆らうというのか。だったら仕方ない。……お前の仲間を、先に殺すぞ」

　ヨハンが顎をしゃくると、魔物が咆哮を上げた。子ども達は悲鳴を上げ、恐怖を抱いだいたかのように強く目を閉じる。

「あ……ああ、やめて下さい！　お願いです！　彼等には手を出さないであげて下さい！」

　イオナは態度を急変させ、ヨハンに縋すがりついた。

「だったら言う通りにしろ。もう一度、ふざけたことをほざくようなら、その度に一人ずつ魔物に食わせるからな」

　容赦のない宣告に、イオナが顔を伏ふせる。

　しばらく体を震ふるわせていた彼は、しかし、やがてゆっくりと立ち上がった。

「……わかり……ました」

　改めてこちらに向き直った表情には、酷ひどい諦てい観かんが漂ただよっている。

「……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　顔を伏せ、うわ言のように謝罪しながら、イオナが一歩ずつこちらへと近付いてきた。

「お前……まさか……」

　カイトは呟く。わざわざ魔物ではなく人間を呼び出して来た時から、予感はしていた。

「そうだ。力の差はあるものの、基本的なところではイオナはお前と同じだ」

　だがヨハンの肯こう定ていによって、予感は、確信へと変へん貌ぼうを遂げる。

「――こいつも、【霊素改造人間マーシアス】の成功例だ」

　カイトの前に立ち、イオナは手を握り締めた。

　瞬間――イオナの体から、膨大な霊素が放出された。

　通常の求索士からは考えられぬほどの量を誇る真っ白い粒りゆ子うしの群れは、イオナの右腕へと流れ込んでいく。

「ごめんなさい……」

　ゆっくりともたげたイオナの顔から、幾つもの雫しずくが零れ落ちた。

「――皆みんなを、失いたくないんです」

　一歩、足を踏み出す。

　――動きを確かく認にんした時にはもう、イオナの体は眼前にあった。

　霊素を纏わせた拳こぶしが、真っ直ぐこちらの体に叩きこまれる。

　咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ用ようの霊素を体に纏ったものの、それを物ともせずに、カイトの全身を猛もう烈れつな衝撃が襲おそった。

　凄まじい擦さつ過か音おんと共に、己おのれの体が後方へと下がるのを感じる。

「くくっ――いいぞ、イオナ。それでいい。お前はこいつと違ちがって実に従順だ」

　不愉快なヨハンの声が、いつまでも部屋中に響いた。

「ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　弱々しく繰り返される声に、カイトは息をつく。

（……ごめんなさい……か）

　状じよう況きようにそぐわぬ懐なつかしさを抱いた。

　昔、良く耳にしていた言葉だ。

　目の前のイオナが、以前の――ティア達と出会う前の自分であるかのように見えてくる。

「イオナ、もっとだ。もっとやってしまえ」

　ヨハンから軽い口調で促うながされ、イオナは青ざめた顔のまま攻撃の構えを取った。

　瞬しゆん時じにカイトの眼前へと拳が迫り、再び強制的に背後へと追いやられた。

　常識を超えた霊素の量によって強化された拳けん打だは、さながら恐ろしい膂りよ力りよくで鉄の棍こん棒ぼうを振り落としたかのような衝撃を誇る。

　カイトは棒立ちになったまま、それを全て受け入れた。

　己の視界の中で、イオナは幼子のように泣き続けている。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……！」

　ただひたすら謝りながら、己を蝕むしばむ感情を強ごう引いんに振り払うように、呻うめきを迸らせていた。

　悲愴に満ちた態度は、見るからに痛々しい。

　殴なぐられているのはこちらなのに、まるで向こうの方が傷ついているようだった。

　だからこそ――。

「……別に、謝らなくても良い」

　彼を放ってはおけず、防ぼう御ぎよの姿勢を取りながら、カイトは囁ささやく。

「君は後ろに居る子ども達が……大事なんだろう？」

　こちらの行動に怯えるように居竦むイオナに、カイトは真っ直ぐ立ったまま言った。

「あの子達を守りたいから、オレを攻撃してるんだろう……？」







[image: ]







「……え……は、はい」

　突然声をかけられたことと、こちらの口調と態度が変わったことにイオナは驚おどろいていたようだった。しかしやがて彼は、微かに頷く。

「……だろうね。大方、ここに連れて来られて出来た仲間ってところかな」

「そ、そうです……あの、だから……」

「ごめんなさいと、それ以上言わないでいいよ」

　イオナの言葉を遮さえぎり、カイトは続ける。

「後ろの子ども達が、君の居場所を作ってくれたっていうなら。オレのことなんて気き遣づかって謝るべきじゃない」

　呼吸を整えながら、ゆっくりした足取りで、一歩、また一歩と。

「誰が何と言おうと。たとえどんなことでも。それが世界すら敵に回すことだとしても」

　イオナに近付き、カイトは――微笑ほほえんだ。

「君が掴つかんだ居場所は、君自身の手で護まもれ。邪魔する奴等は、とことんまで排除すればいいんだよ」

　両手を広げ、相手を堂々と迎むかえ入いれる。

「その代わり、後ろの子達は絶対に手放しちゃダメだ。それが、大きな力をもった君に与あたえられた――唯ゆい一いつの、役割なんだから」

「……あなたは……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすイオナに、カイトは優しく呼びかける。

「……やるんだ、イオナ」

　口元に、笑みさえ浮かべながら。

「躊ちゆう躇ちよなんか――するんじゃない」

　イオナの目が見開かれる。

　彼は唇くちびるを噛み締めた。自らの手を、ゆっくりと下ろす。

「そうだ……殺せ。私が与えた大いなる力で、この災滅者――世界の【敵】を、潰せ」

　ヨハンが酷薄な声で言い放った。

　イオナは何度も息を吸っては吐く。覚かく悟ごを決めるように。己の中にある弱さと決別するように。

「ありがとう……ございます」

　呟つぶやき、イオナが拳を握りしめた。霊素が腕を覆おおい、巨きよ大だいな陽炎かげろうのように揺ゆらぐ。

「……ぐっ」

　しばらくしてから、顔を上げたイオナの表情には――。

　既に、先程まであった悲愴は、消えていた。

「そうだ。……それでいい」

　カイトは微笑みすら浮かべて、イオナに向かって深く頷く。

（だけど、このままじゃ埒らちが明かない。何処かに隙すきがあれば……）

　イオナが守ろうとしている子ども達を、助けることも可能になるというのに。

　ほんのわずか。一瞬でもいい。きっかけさえあれば。

（機会を、掴み取ることが出来れば……！）

　しかし、その瞬間。

「うわああああああああああああああああああッ！」

　イオナが足を大きく踏み出し、拳を振り上あげる。

　超常の一いち撃げきが、今、人じん智ちを超えた速度でカイトに迫せまった。

（……仕方ない。これも受ける！）

　カイトは覚悟し、再び両腕を交差した。

「――アウロ、雷かみなりをッ！」

　直後。

「ぎぃああああああ――ッ！」

　轟ごう音おんと閃せん光こうが迸り、ヨハンが、絶叫した。

「……え？」

　イオナの不思議そうな声が聞こえてくる。カイトが目を開けると、こちらに届く寸前で、彼の拳は止まっていた。

「お兄ちゃん……ッ！」

　次いで、こちらに駆かけ寄よってくる人物に、カイトは息を呑のむ。

　黒く長い髪に、小こ柄がらな体。間ま違ちがいなくナナルだった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？　今、治すから」

　こちらにしがみついてくると、ナナルはナイフを取り出して、何事かを呟く。

　仄ほのかな光が発したかと思うと、カイトの体を覆っていった。次第に先ほどまであった痛みが薄れていく。

「ナナル？　どうしてここに……」

　思わず問いかけたカイトだったが、

「どうしてとか、そういう無ぶ粋すいなこと言うかね、この男は！」

　鋭するどい音と共に、魔物の断末魔の叫びが聞こえてきた。

「助けに来たに決まってるでしょうが、あなたを！」

　視線を向けると、そこにはラミネが立っている。

　彼かの女じよが手に持った杖つえから放たれた火の巫術メデイアは、翠牙を炭と化していた。

「カイトの嘘つき！　怪け我がしないって約束したじゃない！」

　発せられた別の、しかし、やはり聞き馴な染じんだ声。馬鹿なと思いながらも、しかし、カイトの瞳はしっかりと映し出していた。

　倒れるヨハンの傍そばで、槍やりを片手に佇たたずむ、ティアの姿を。

「ティア……！　ダメだ！　言っただろう、ここは危険過ぎるんだ！　もしティアや他ほかの皆の身に何かあったら……！」

「ふうん。わたしやラミネやナナルに何ともなければ、カイトはどうなっても良いの？」

　ティアの声が、幾分低くなった。長年の付き合いから、カイトは悟る。

　それは普ふ段だん、温厚な彼女が――極ごく稀まれに、大変怒おこった時に発するものだと。

「そんなのわたしが絶対に許さない。カイトもラミネもナナルもリキもミミもネネもサアラも！　全部、皆、わたしにとって大切なんだから！」

　眉を吊つり上げ、ティアはこちらを睨にらみつけてきた。

「カイト、少しでも可能性があるなら、ちゃんと危ないかもしれないって言って！　わたし達たちがこなかったら、どうするつもりだったの？　後でお説教だからね!?」

「そうよ。あなたがどんな存在だろうと関係ない。どんなことがあろうと、一人で背負い込むのだけはやめなさい！　隠かくし事されてあなたが危険な目に遭あってる方が、自分が傷つくよりよっぽど嫌なのよ!?」

　ティアに続き、ラミネもまた眉み間けんに深い皺しわを寄せながら叫んだ。

「……お兄ちゃん、わたし達も戦えるから……協力出来ることは、今度から、ちゃんと言ってね？」

　更さらにナナルまでもが頬を膨らませて抗こう議ぎしてくる。

「カイト、エメルタを作る時に言ったこと覚えてるよね？」

　こちらへと歩み寄りながら、ティアは言った。

「一つ、一人で悩なやみを抱かかえない。一つ、喧けん嘩かはしても良いけど後で必ず仲直りすること。一つ、何かあれば皆で助け合う。一つ、仲間の為ためには全力を尽くせ。……破ったらお仕置きだったよね」

「いや、でも、状況が状況だし、これはあくまでもオレ個人の問題だから……！」

「……カイトお兄ちゃんの問題は、皆の問題だよ」

　こちらを見上げて、ナナルが微笑む。

　しばらくした後、カイトは小さく呟いた。

「……どうして……」

　ティアだけではない。全員の行こう為いが、信じられなかった。

　どんな場所かも分からないのに。何が待ち受けているかも知れないというのに。

　全てを承知で、ここまでやってきてくれたというのだろうか。

「どうしてもなにも、当たり前だよね。カイトが危ない目に遭ってるなら、世界の何処にいたって駆けつけるよ」

　カイトの前に立って告げたティアの言葉を聞き、ラミネもまた大きく頷いた。

「そう。それがあたし達――【家族エメルタ】ってことよ」

　肩の力が、徐じよ々じよに、抜ぬけていく。

（……ああ……そうだった。彼かの女じよ達たちに、どうしてなんて訊きいても無む駄だなんだ）

　かつて彼女達との絆を初めて築いた時に。そのことを、感じた筈はずだ。

　理屈などない。理由などない。

　ティア達にとっては――こちらを想う気持ちが、全てを決定付けるのだと。

　本来なら、怒るべきところなのだろう。

　だからといって無む茶ちや苦く茶ちやだ。何かが起こってしまってからでは遅おそい。怪我だけならまだしも、もし、命を失うようなことになったらどうする。
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　そんな言葉が後から後から湧わいてきた。

　だが何故か、カイトは何も言えなくなってしまう。

　確信出来てしまったからだ。

　きっと――彼女達もまた、自分と同じようなことを口にするだろうと。

「……ごめん。オレが悪かった」

　素す直なおに、謝罪の言葉を紡つむぐことが出来た。

「うん。分かればよろしい」

　こちらの頭を、ティアが撫なでてくる。彼女の目には、薄らと涙なみだが滲にじんでいた。

「……もう、二度とこんなことにならないでね」

　次いでティアはそう零こぼした後で――こちらを強く、抱き締めてくる。

「お願いだよ。カイトが居ないと……わたしや他の皆も、本当に、困るんだから」

「……ああ。そうだね。分かった」

　確かに存在する絆を感じながら、カイトは口元を緩ゆるめた。

（……家族……か）

　胸中に浮かぶ何気ない言葉が、温かさを帯びていく。

　ティア達が本気で怒っていたのは、それだけこちらを大切に想ってくれていたということだ。

　本来なら得られるはずのなかった幸福感。

　災滅者と呼ばれる自分には、許されなかったはずの充足。

　それを、今、カイトは改めて噛み締めていた。

「村は……村はどうなったんだい？」

「安心して。焔竜さんは村人さんがちゃんと受け入れてくれたから。だからわたし達は村を焔竜さんに任せて、カイトのところへ駆けつけて来たの。ここの場所も焔竜さんから聞いたんだよ」

　カイトの問いに、ティアはこちらのことを離はなすと、笑みと共に答えてくる。

「イオナお兄ちゃん！」

　ヨハンに人質として捕らえられていた子ども達が駆け出し、イオナに抱きつく。

「……怪我はないかい？」

　イオナはようやく安あん堵どした顔で、彼かれ等らの頭を順番に撫でていった。

　だがしばらくして、こちらの方を向くと、顔を歪める。

「……すみません。彼かれらが居たとはいえ、僕はなんて酷いことを……」

　必死な様子で、何度も頭を下げてくるイオナ。

　カイトはしばらく彼を見つめていたが、

「イオナお兄ちゃんを許してあげて！」

　やがてイオナを、子ども達が庇かばった。小さな体で、懸けん命めいにこちらに立ち向かおうとしてくる。

「お兄ちゃんは悪くないの！」「お兄ちゃんはあの人がぼく達を叩こうとした時、いつも助けてくれた！」「お兄ちゃんはまもってくれたの！」

　彼らの姿を見ていると、カイトは益ます々ます、エメルタにいる子ども達を思い出だしてしまう。

「……うん。分かってる。だからもういいんだよ」

　カイトは言って、その場に膝ひざをつくと、子ども達の頭を撫でた。

「オレはイオナに何もしない。いや、オレだけじゃない。君達もお兄ちゃんも、もう誰だれも傷つけないから。安心していいよ」

　言ってカイトが微笑むと、強こわ張ばった顔をしていた子ども達は、しばらくしてからようやく警けい戒かいを解いたのか、表情を緩ゆるめてくれた。

「ところで……君達全員、シリザ山の麓にある村の子達かな？」

　次いでカイトが尋たずねると、イオナは首を横に振る。

「彼等はそうです。僕は他のところから連れてこられました。両親を亡くして行き場をなくしていたら、ヨハン様……ヨハンに誘われまして」

「……そうか。分かった」

　カイトは頷きながら、

「じゃあ、まあ、子ども達の方は村まで送り届けるとして。問題はイオナ、君の方だね」

　このまま村に引き取ってもらうという方法もあるが、元々あまり裕福なところではないらしい為、難しいかもしれなかった。

「いえ、僕はこの施し設せつから出して頂けるだけで充じゆう分ぶんです。これ以上は望みません」

「だけど、あなた、多分だけどあたし達より年下でしょう。一人で生活していくのは大変だと思うわよ」

　ラミネがカイトの傍まで来て言う。イオナは振り返かえり、

「はい。十三です。ただ、他に頼たよるべき人もいないので……」

「それは参ったわねえ。年ねん齢れい制限があるから求索士になるわけにもいかないし……」

　ラミネが腕を組んで悩み始めた。

「お気き遣づかいなく。まあ、なんとかやってみますよ」

　頭を掻かき、イオナが具体性の無いことを口にした時。

「――お前ら……っ！　よくも！」

　しわがれた声と共にヨハンが立ち上がった。荒く息切れしながらも、目は炯けい々けいとこちらへの憎悪で滾たぎっている。

「げっ、こんなに早く目が覚めるとは思わなかったわ。ティア、もうちょっと激しく雷やっておけばよかったのに」

　ラミネが苦い顔をする。

「あれ以上の威い力りよくでやると死んじゃうよ？」

「大丈夫よ。なんかこう、色々と上手いことやれば。案外なんとかなるわ」

　ティアの言葉にラミネは気軽に返した。

「なんとかって、また物もの凄すごく具体性の無い言葉だなぁ」

　カイトが呆あきれると、ラミネは「出来ないかしら？」と眉間に皺を寄せて考え込こむ。

　だが、

「おい、無視をするな！　もう許さん……イオナ共々、ここで潰してやる！」

　放置されていたヨハンが、叫びながら背後の壁かべを強く叩たたいた。

「出てこい――【牙王リガイアス】ッ！」

　刹せつ那な、建物全体を地響きが襲う。

　直後にヨハンの後ろにある壁の一部が粉々に吹き飛び、中から今までに遭ったどれよりも巨大な魔物が現れた。

　上半身が【灰はい熊ぐま】、下半身が【虎こ爪そう】に似た体を持つ、不気味極きわまりない代物である。

「こいつは別々の魔物を霊素によって強制的に繋つなぎ合わせた合成魔ま獣じゆうだ。そう簡単に勝てると思うなよ」

　ヨハンは、血走った目で力説する。

「一ひと欠片かけらも残すな、やれ――ッ！」

　彼の命に従い、牙王は空気を震わせるほどの咆ほう哮こうを上げた。

　床ゆかを大きく踏ふみしめ、怒ど涛とうの勢いでこちらに迫って来る。

「うわっ、ど、どうするの!?　なんかすごそうよ!?」

　ラミネが慌あわててこちらを振り返った。

「戦おう！　皆で協力すればなんとか……！」

「僕も参加します！」

　ティアが宣言し、イオナが頷うなずく。ナナルもまた、後ろに下がらせた子ども達を庇うように手を広げた。

「君達、下がってていいよ」

　しかし、カイトは前に出ると、転がっていた双そう剣けんを拾い上げた。

「あなたねえ、またそうやって単独行動を……！」

「違うって。守られてばかりじゃ格好がつかないんだよ」

　ラミネの非難するような言葉に、剣けんを振り回して肩に担ぐと、カイトは口角を上げた。

「何かあれば、皆で『助け合うちう』――それが、約束の灯火うちの決まりだろう？」

　爪を振り上げ、牙王が襲い掛かかってくる。

　カイトは、魔物の攻こう撃げきを真っ向から受け止めた。

「……へぇ。やるね」

　想像以上に力が強い。耐たえ切れず、一歩下がった。

　凄すさまじい重圧に耐えながら、魔物とせめぎ合うこと数秒。

　かろうじて、カイトは相手と拮きつ抗こうしているように思えたが――。

　不意に、鈍にぶい音が鳴り響ひびいた。

「うわっ、カイトの剣が!?」

　ティアの驚いたような声が響く。

　彼女の言う通りだった。

　カイトは自分の持つ双剣の、それぞれの刃やいばに亀き裂れつが走っているのを見る。

　加えて、それは魔物が更に押し込んできたことにより、決定的な瞬しゆん間かんを迎える。

　耳みみ障ざわりな音が、強制的に奏でられた。

　剣が――粉々に砕かれる。

「ああ……ッ！」

　イオナが悲痛な声を上げた。ヨハンが不ふ愉ゆ快かいな笑いを奏でる。

「くくっ、いいぞ、牙王。幻器が壊れては霊素もまともに使えまい！　貴様は終わりだッ！」

　既すでに常じよう軌きを逸いつしてしまったかのように哄こう笑しようするヨハン。

「ど、どうするんですか……？　幻器が壊れた以上、やはり僕も戦った方が……！」

　背後からイオナが申し出て来るが、カイトは唸うなりを上げる魔物を前にして首を傾かしげた。

「――ん？　オレ、元々幻器は使ってないけど？」

「……え？」

　きょとんとしているイオナに向かって、腕を振り回し、

「え、ああ、そうか。普ふ通つうは勘かん違ちがいするよね。ええと、説明しておくと、オレが今まで扱ってたのは、フレッサ……皇王様から貰もらったただの剣だよ。物は上等だけど、空劫結晶は使ってない」

　カイトは深呼吸と共に佇んだ。

「生あい憎にくオレの霊素に耐えられる幻器が見つかってなくてね。……今までずっと、無む理り矢や理り武器に纏まとわせていたんだよ」

　こちらの言葉に、ヨハンがはっきりと顔色を変えた。

「なに……？　バカを言うな。幻器を通さなければ霊素は凝ぎよう縮しゆくしない。本来持っている力の半分も発揮出来んのだぞ？」

「その通り。だったら単純な話だ。ようするに――」

　肉にく薄はくしてくる強大な魔物。その不気味な面相に向けて、カイトは言い放った。

「今のオレは、半分以下の力で戦ってるってことだ」

　無造作に、虫でも撥はね除のけるように掌てのひらを振り払はらう。

　――刹那。牙王の巨きよ体たいが、鋭い音と共に掻き消えた。

「なっ……!?」

　目の前で起こったことが分からないといった面相で、ヨハンが目を見開く。

　彼は魔物がどこかに吹き飛ばされたのかと辺りを見回してたが、いくら捜さがしても無駄だった。

「牙王ならもう存在しないよ」

　カイトが言うと、ヨハンは血走った目を見開く。

「な、なんだと。どういうことだ！」

「どういうことって……決まってるだろ？」

　肩かたを竦すくめると、カイトは口元を緩めた。

「さっきオレが――手に纏わせた霊素で、綺き麗れいに消し飛ばしたんだよ」

「なぁ……ッ!?　ば、ば、ば、ばかなッ！　そ、そんなことが……!?」

　ヨハンは明らかに動どう揺ようを示すと、次いで今度こそ万策尽きたのか、よろめくように後ろへ下がる。

「自分が災滅者なんて呼ばれるほどの力を手に入れた時は、心底から絶望したけどね」

　ヨハンに対する口調を元に戻もどしながら、カイトは言った。ティア達の前では、昔ではなく今の自分で居たい。

「……今となっては、少しだけ君達に感謝すらしているんだ」

　続けて呟くと、背中越ごしに、ティア達がこちらを見つめているのが分かった。

　前へと進みながら、カイトは笑えみと共に告げる。

「望まずに得た忌いまわしい力だけど――自分を受け入れてくれた人達を守るために使えるなら、悪いものじゃないんじゃないかってね」

「……カイト」

　しばらくしてから、囁かれたティアの声。

　そこには確かに嬉うれしさが含ふくまれていたように、カイトには思えた。

「さて……と」

　やがてカイトは、ヨハンの前に立った。

「形勢逆転ってところだね」

　拳を鳴らし、顔面蒼そう白はくになっているヨハンに向かうと、

「イオナはオレと同じ君の被ひ害がい者だ。彼に関しては何をする気もない。ただ……」

　無表情のまま、言い放つ。

「悪いけど、君に関しては、手加減しないよ？」

　――ヨハンが泡あわを吹ふいて、情けなく気を失うのは、すぐ後の事だった。




　研究所を出た後、カイトはティアやラミネから単独行動をこっぴどく叱しかられ、これから【竜を喰らう者】関係の仕事を受ける時は必ず自分達に協力させること、とかなり強引に約束させられた。

　ちなみに、肝かん心じんの村のことだが――。

　ティアが言った通り、当初こそ焔えん竜りゆうの登場に慄おののいていた村人達であったが、言葉を交わすうちに彼が存外理性的で温和な性格をしていると分かり、最後には無事に和解したようだ。

　毎日いくらかの鉄を餌えさとして譲る代わりに村と山を守ってもらうという契けい約やくを交かわし、事は落ち着くことになる。

「じゃあ、これで依い頼らいは無事に完了ということでいいですか？」

　ティアが最後に確認を取ると、タイナーは腰こしが折れんばかりに深々と頭を下げた。

「はい、もちろんです。竜のことだけでなく、子ども達のことまで……あなた様方には本当になんとお礼を申し上げて良いか……」

　後ろのいる他の村人達も口々に謝意を表明し始める。

　攫さらわれていた子ども達の事に関しては、【竜を喰らう者】の残党という話は避け、別に居た全く関係ない盗とう賊ぞく達たちに囚とらわれていた、ということにしておいた。余計なことを知って不安にさせない方がいいだろうと、エメルタの総意で判断した為だ。

　ちなみにヨハンは体を厳重に縄なわで縛しばった上で、近くの森に拘こう束そくしてある。

　子どもやティア達が近くに居たということもあるが――気絶している姿があまりに哀あわれで、カイトとしても始末する気が失うせたのだ。

　帰り際に拾って、そのままフレッサに身み柄がらを引き渡わたすつもりだった。

「いいですよー。求索士として当たり前のことしただけですから」

　ティアが笑え顔がおで手を振ふると、タイナーは懐ふところから皮かわ袋ぶくろを取り出した。

「これが報ほう酬しゆうになります。村人全員から集めたのですが、額があまりに少なく……申し訳ないことです」

「いえ、充分です。ありがたく頂きますね」

　受け取った皮袋を鞄かばんに入れていたラミネに、村人の背後に居た焔竜、ヴィーが言った。

『ぼくからもお礼をするよ』

「いや、どこかを焼き尽つくすとかそういうのは要いらないよ……？」

　カイトが念のために言うと、ヴィーは蛇へびのような目を細める。

『分かってるさ。色々考えたんだけどこれが一番良いと思う。ティアさん、ぼくの体にある鱗うろこを一つ取りなよ』

「え、そんなことしていいの？」

　きょとん、とするティアにヴィーは頷く。

『一枚くらいなくなってもどうってことないさ。また生えて来るしね』

　気軽な口調であったので、恐おそらく本当のことなのだろうと思ったのか、ティアは「分かった。もらうね」と答えてからヴィーに近付いた。

　恐る恐るといった手つきで赤しやく銅どう色いろの鱗を摘つまみ、引き剥はがしていく。

『いたたたたたたたたたたっ！』

「わ、ごめん!?」

『嘘うそだよ』

「君ね。いい加減にしないと怒るよ」

　慌てて身を引いたティアにヴィーがおどけたので、カイトはやや威い圧あつ気味に警告した。

『君は意外と恐こわいなあ……竜のぼくでも肝きもが冷えるよ。まあ、それはともかく。ぼく達の鱗を煎せんじて飲めばどんな病気も治るし、粉にして薬にし、肌はだに塗ぬり込めば、大たい抵ていの傷はその日の内に消えてしまう。火をつければ一カ月は延々と燃えてるし、おまけに人間の間じゃあ、幸運のお守りとして珍ちん重ちようされてるみたいだ。売れば結構なお金になると思うよ』

「え、それ本当!?　やったわね、ティア！」

　ラミネが目を輝かがやかせると、ティアもまた無む邪じや気きに手を上げた。

「わーい、ありがとう！　じゃあ今日は焼き肉にしよう、焼き肉！」

「たまにはそれ以外の選せん択たく肢し出だしてよー。ほら、最近出来たあそこ行かない？　東方にある国の珍めずらしい料理出してくれるところ」

「お肉あるの？」

「だから肉から離はなれなさいって」

「じゃあ……食べ応えがあって、柔らかくて、焼くと脂あぶらが溶とけ出してお汁しるになって、串くし焼やきとかシチューとかにすると美お味いしいものにしよう」

「つまりそれ肉よね!?」

　はしゃぎ合っている二人を横目に、ナナルは焔竜を見上げる。

「ヴィーさん……村人さんと、仲良くね」

　すると、焔竜は奇き妙みような笑い声を立てた。

『うん、君達には本当に世話になったよ。ところでナナルちゃんはとても可愛かわいいけど、もうお婿むこさんはいるのかな？』

「唐とう突とつになにを口説いてるんだ君は」

　しかも親代わりの目の前で、とカイトは半はん眼がんになった。

『質問をしただけだというのに……』

「意図があきらかに邪よこしまなのよ。なに、あなた、ひょっとして低年齢嗜し好こう者しや？　ナナルは渡さないわよ？」

「そうだよ。ナナルはわたし達のなんだからね！」

　ラミネとティアがナナルを抱き寄せながらヴィーを睨みつける。

『え？　でもナナルちゃん、どう見ても十代くらいだよね？　ぼくもそうなんだけど？』

「ええっ!?」

　とてもそうは見えない、という風にティアが素直に驚いた。

『まあ、竜としてはってことだから、人間としては百歳さい超こえてるんだけど』

「だ、ダメに決まってるでしょ、そんな年上！　お姉ちゃん絶対に許さないわよ!?」

　ラミネが強く抱だきしめるので、ナナルは目を白黒させる。

「……はは。なんか、変な感じですね」

　不意に、それまで黙だまって事態を見つめていたイオナが声を出した。

「竜とこんなに親しそうに……っていうのもありますけど。こんなに穏やかな光景を見たのは久しぶり過ぎて、慣れないです」

　全員の視線が集まり、イオナははっとしたような顔で頭を掻く。

「あ、ごめんなさい。変な事言って。……あの、村長さん、子ども達に怪我とかはさせないように、僕が守りましたから。安心して下さい」

「そうですか。それは何よりです。ところで……あなたは？」

　タイナーに尋ねられて、イオナは困ったような表情を作った。

「いえ、僕は別に……その。たまたま他から連れて来られただけです」

「なんと。ご両親はさぞかし、心配されているのでは？」

「いや、親は、小さい頃ころに亡くなっているので」

　苦笑いと共に告げた言葉に、タイナーをはじめとする村人達は気の毒そうな眼まな差ざしを送る。

「そうでしたか……いやそれは。子ども達が世話になった以上、あなたにも何かお礼をせねばなりませんな」

「いいですよ。お気持ちだけで充分です」

　拒きよ否ひの意を込めて手を振るイオナに、村の子ども達が集まっていった。

　彼等は口々に「イオナお兄ちゃん」と呼び、無邪気に懐なつき始める。

「ですがそういうわけにも……どうでしょう。行くところがないのであれば、この村で暮らしては？」

　子ども達の姿から相当に世話になったのだと踏んだのだろう。タイナーは尚なおも申し出ようとした。

「そんな……ティアさん達から聞きましたが、この村だって生活するのに大変なんでしょう。僕のような厄やつ介かい者ものを抱え込んでしまっては困るはずです」

「なにを仰おつしやいます。あなたもまだお若い。大人に遠えん慮りよなどなさらずに、どうか」

　引き下がろうとしないタイナーに対して、イオナはどうすれば良いのかと当とう惑わくする様子を見せる。だが、

「あ、いいですよ、タイナーさん。イオナくんは――うちで引き取ります」

　ティアが発言したので、双そう方ほうは驚いてこちらを見た。

「ど、どういうことですか、ティアさん」

　動どう揺ようするイオナに、ティアは笑いかける。

「ここへ戻る途と中ちゆう、皆みんなで相談して決めたんだよ。イオナくん、行くところがないなら、うちのエメルタに来ない？」

「ですが、そんな、迷めい惑わくなんじゃ……」

「うちには子どもが沢たく山さんいるからね。別に君一人増えるくらい、どうってことないよ」

　カイトが言うと、ラミネも同意した。

「そうそう。それにただで暮らしてもらおうってわけじゃないわ。ちゃんと家事は手伝ってもらうし、時間があれば簡単な仕事もしてもらう。働き手が増える分、うちとしても助かるのよ」

「……皆、きっと、歓迎するよ」

　ナナルが嬉しそうに告げると、イオナは複雑な表情を見せた。

　突とつ然ぜんに訪れた機会に、どう対処していいのか分からないといった風に思える。

「……本当に……良いんですか？」

　慎しん重ちような態度で伺うかがいを立てたイオナに、ティアは「もちろん」と首しゆ肯こうした。

「子ども達の面めん倒どうを見てくれる人、大だい募ぼ集しゆうしてたところなんだよ。君と同じ歳としくらいの子もいるけど、女の子だし、やっぱりちょっと不安だからねぇ。もちろん、強制はしないけど……どうかな。うちで暮らさない？」

　しばらくの沈ちん黙もく。村人達も焔竜も、イオナの返事を見守るように佇んでいた。

「……うん。戸と惑まどうのも分かる。まあ、確かに色んなことが起こるし、さすがに手て狭ぜまで、寝ねる時も必ず誰か一いつ緒しよだから、個人的な空間なんてないに等しい」

　カイトは言の葉を紡ぎながら、わずかに口元を緩める。

「でも――誰かと共に暮らすっていうのは、すごく楽しいことだよ。少なくとも、オレはそう思う」

「……カイトさん」

　自分と同じ境きよう遇ぐうの中で生き、今に至るカイトの言葉だからこそ。

　イオナの心には、何よりも深く届いたようだった。

　故ゆえにわずかな間を空けた後。

「……――分かりました」

　やがてイオナははっきりと言って、こちらに頭を下げる。

「お世話になります。必ずご恩には報むくいるようにしますから。宜よろしくお願いします」

　カイト達は顔を見合わせ、笑い合った。

「まーまー、かしこまらずに。うちに来るならイオナくんも家族。適度に気を抜いていいよ？」

　ティアに手を握にぎられると、イオナは不思議そうな顔で、目を瞬しばたたかせる。

「家族……ですか」

　まるで遠い異国の言葉を聞いたかのようだった。彼にとっては、長らく縁えん遠どおいものだったのだろう。

　――皆で協力し合って、仲良く生きていこうね

【約束の灯火】が結成された時に、ティアが言ったことを、カイトは思い出した。

　血の繋がりはない。直接の関係もない。

　だが、共に暮らし、共に生きる中で、絆きずなは育はぐくまれて行く。

　ティアは、そんな小さいけれど温かな世界を作りたいのだという。

　他の者からすれば取るに足らない、些さ細さいなものかもしれなかった。

　だが、少なくともカイトにすれば、与あたえられるはずもなかったもので。

　だからこそ――何よりも、尊く思えた。

「まあ、ティアはいつも気を抜いてるから、たまにしっかりしてくれると有あり難がたいんだけどね」

　ラミネがからかうように言うと、ティアは不服そうにむくれた。

「なによー。わたしはいつも真ま面じ目めに一いつ生しよう懸けん命めい、生きてるよ」

「へー、そうだっけ？」

「うん。寝る時だって食べる時だって、遊ぶ時だって、常に真しん剣けんなんだから！」

「要するにサボってる時だけ真面目だってことだよね、それ……」

　カイトの指し摘てきに、ティアは目を瞬かせる。

「なにがいけないの？」

「うわ、開き直った!?　というか、自覚してない!?」

　最も早はや、問題外だとカイトは肩を落とす。

　そんなこちらの様子を見て、イオナはまたくすくすと笑みを漏もらした。

「うん――そう。うちはそうやって、いつも笑っていられるところだ。来てよ、イオナ。思っているよりずっと良いところだ」

　カイトは言って、イオナに近付くと、肩を抱く。

「……誰かと生きるっていうのも、面おも白しろいものだよ」

　ラミネとナナルも歩み寄り、柔らかな笑みを浮うかべた。

　イオナはエメルタ全員の顔を一人ずつ、順番に眺ながめて。

「……そうですね」

　ようやく――そこで、満面の笑顔になった。

「よろしく、お願いします！」







最終章…それがたとえわずかでも。







　――今から十年ほど前。

　カイトは事故によって親を失い、厄介者扱あつかいをされながら、親しん戚せき中を渡り歩いていた。

　だが、ある日。一人の男が、目の前に現れる。

「何も心配することはない。君の面倒は全すべて私が見る」

　優しげな目に柔和な笑みを浮かべた彼は、こちらの頭を撫でながら言った。

　そして、少し長い旅をした後、カイトはある場所へと連れて来られる。

　そこは、カイトのように身寄りのない子どもや、行き場のない者達を集めて世話をするところであると聞かされた。

　カイトはここで暮らすのだと男に言われ、衣食住の全てを与えられる。

　同じ歳の子ども達も居たし、毎日の食事も今までに比べれば信じられないほど豪ごう華かなものだった。

　両親が死んで悲しかったが、新たな居場所を与えられたことで、初めて安堵したことを覚えている。

　――だが、それは仮かり初そめのものでしかなかった。

　カイトの居たところこそが、かつてフェンケアンに存在した研究所。

【竜を喰らう者デイオ・マギス】だった。

　実験は、すぐに始まる。

　当時の【竜を喰らう者】にとって最大の目的は、『人工的な霊素マリアス量の増加』を成し遂げることだった。

　過去から現在に至るまで、個人によって宿る霊素量は生まれつきであり、覆くつがえしようのないものであるということが定説となっている。

　しかし、フェンケアンはこれを人の手によって操あやつり、大量の霊素を生み出せる者を作りだすことで、自在に強大な兵力を得ることが出来ると考えたのだ。

　だがその為ために研究所が行っていたのは、およそ倫理などというものからはかけ離れた恐ろしい――人体実験だった。

　カイトのような親の居ない子どもや、行き場のない大人たちを世話する目的で集めたというのは、表向きの話。

　実際、自分達たちは、【竜を喰らう者】の研究を成功させる実験道具として扱われていた。

　人体を根こそぎ改造するために行われた、おぞましい行こう為いの数々。

　ある時は霊素を別の場所に貯ちよ蓄ちくさせ、新たに生み出されるものと合わせて総量を増加させるという目的で、体の中に直接、幾いくつもの空劫結晶ユニス・マテリアを移植された。

　しかしそれは元々備わっている霊素と反発し合い、力を逆流させ、人体に発狂せんばかりの痛つう痒ようを与えてくる。

　しかも一刻も早く反応を見るために、手術中、被験者は意識があるままに身体のあらゆる箇か所しよを切り裂かれ、好きなように弄もてあそばれた。

　脳を焼き焦こがすような強きよう烈れつな痛みと衝しよう撃げきにのたうち回り、何度も気を失ったが、その度に無理矢理起こされ、また同じ行為を繰り返される。

　霊素は危機的状じよう況きように於おいて本来発揮される放出量を上回ることがあるという情報から、際限の無い暴行を加えられたり、食料を与えられず餓死寸前まで追いやられたりしたこともあった。

　他ほかにも見たこともない薬を飲まされ、うわ言しか呟けない廃はい人じんと化した者もいる。

　またある時は実験の成功を見定めるため、被験者は研究所で飼われていた魔ま物ものと戦わせられた。

　彼等が必死に逃にげ惑い、怯おびえ、殺されても、研究者たちは笑いながら眺めているだけだ。

　しかも、それらの実験が結果的に失敗であったとしても、研究者たちは淡たん々たんと次に移るだけである。過程で死んだ者は、まるでゴミのように扱われ、捨てられた。

　ごめんなさい。許して。ここから出して。

　カイトをはじめとした誰もが何度も懇こん願がんし、研究者たちの足にしがみつきながら、惨みじめに縋すがりついた。

　だが、彼等は少しも聞いてくれはしない。

　こちらに凍いてついたおぞましい目を向けて、唾つばを吐はきかけて来るだけだった。

　何度助けを求めたところで報われぬ絶望。止め処どなく続く、壮絶な痛みの悲劇。

　笑顔で食事を分けてくれた者が、友達になってくれた者が、昨日まで同じベッドで寝ていた者が。

　次の日には、物言わぬ死体として外へ運ばれて行く。

　明日は自分がああなっているのではないのか。精神を侵おかされそうな痛みの果て、全てを奪われて朽くち果ててしまうのではないか。

　いっそ殺されて苦しみから解放されたいと思うことはあったが、そう考えると、やはり死に対する恐怖は消えなかった。

　毎晩浅い眠ねむりに落ちる度にうなされ、起きた時に全てが夢であればいいのにと願う。

　しかし現実はそんな自分をあざ笑うかのように終わらず、絶望を蔓まん延えんさせながら延々と継けい続ぞくしていった。

　――だが。

　結果的に、カイトは死ななかった。

　それどころか、無数の失敗を続けた中で、唯ゆい一いつの成功作となったのだ。

　研究員達は喜んだ。今まで自分達のやってきたことを忘れたかのように無邪気に、屈くつ託たくなく、カイトの誕生を祝福した。

　ただ彼かれ等らにとって、一つ計算外なことが起こる。

　カイトは、あまりにも強くなり過ぎたのだ。大量に霊素を作るどころではない。

　文字通り――無む尽じん蔵ぞうに生み出せるようになっていた。

　研究員達は予あらかじめ、霊素の放出を抑える拘束具を作ることで、実験が成功しても被験者が抵てい抗こうできないように備えていた。

　しかしカイトにはそれすら通じず、一いつ瞬しゆんで拘束具を弾はじき飛ばし、甚じん大だいな力を発揮する。怒いかりのまま、憎しみを迸ほとばしらせ、研究所を完かん膚ぷ無きまでに破は壊かいし尽くした。

　そして、カイト＝ウリオスという一人の少年の手によって、【竜を喰らう者】は壊滅する。

　だが同時に霊素の操り方が未熟であったカイトは、自身の体に相当に負担がかかっていたらしく、研究所を出て当てもなく歩いていたところで行き倒だおれた。

　ヨハンの言う通り、もしそのままであったなら、死に絶えていたことだろう。

　だが幸いなことに、ある人物によって拾われた。

　シュエンというその男は、かつて凄すご腕うでの傭よう兵へいであったそうだが、現役を退いた後は妻が経営していた児童養護院を引ひき継ついでいた。

　やがて半ばなし崩し的に、カイトはそこで世話になることになる。

　ただ、カイトは最早、全てに絶望し、何もかもに投げやりになり、あらゆるものを憎悪していた。

　自分から親を奪っただけでなく、凄せい惨さんに過ぎる目に遭あわせたこの世界など、全ての人間ごとなくなってしまえばいいと。

　このまま持ち得た力で全てを滅ぼしてやろうかと、そんな風にすら考えていたのだ。

　――そんな時。

　彼かの女じよは、目の前に、現れた。

「どしたの？　みんなで一緒に遊ぼうよ」

　庭の隅すみで蹲うずくまる自分に差し伸べられた手。

　鬱うつ陶とうしい、と思った。余計な真ま似ねをするなと。

「……オレに近付くな。殺すぞ」

　故に端たん的てきに答えた。何もかもが嫌いやだった。誰だれも彼かもが死ねばいいと思った。

　しかし、彼女は諦あきらめなかった。

「やだよ。殺されないよ。遊ぼうよ」

　伸ばされた手を、カイトは強い力で振り払った。この上ない拒絶の意を含めたつもりで。

「――消えろ」

　冷たい響きを込めた言葉。これで諦めるだろうと思った。放っておいてくれるだろうと。

「……消えないよ」

　それなのに。

「わたしは消えない。ずっとあなたの傍そばにいる」

　彼女は真まっ直すぐにこっちを見たままで、少しの揺ゆらぎもなく。

「あなたが立って、一緒に向こうに歩いてくれるまで……」

　満面の笑みと共に、確固とした口調で言った。

「わたしは――ここから、居なくならないから」

　……だから。

　ほんのわずか。ともすれば消えてしまいそうなほど儚はかなかったけれど。

　カイトの心は――動いたのだ。

「……お前」

　尋たずねた、自分に。

「お前……名前は？」

　彼女は、答えた。

「ティア。――ティア＝カインズだよ」

　それが、彼女。明るくて、優しくて、誰かのことばかりを気にしている。

　お節介で、お人ひと好よしで、騒そう動どうばかり起こして放っておけなくて。

　いつもこちらを導き、前を歩いてくれる女の子――ティアとの出会いだった。

　ただ、最初の内、カイトはつい名を聞いてしまったことを後悔し、彼女との接触を避さけていた。ティアが、それでこちらと打ち解けたと思ったのか、やたらと付きまとってくるようになったからだ。

　彼女は次に、自分の友達を紹しよう介かいしてきた。

　活発そうなラミネと、大人しそうなナナル。

　ただカイトとしては、これ以上彼かの女じよ達たちと仲良くするつもりはなく、全員を無視して場を去ろうとした。

　明らかに鬱陶しそうな態度を取れば、もう自分とは関かかわらないだろうと思ったのだ。

　しかし、ティア、それにラミネは諦めなかった。ナナルも控え目ではあるものの、決して離はなれることはなかったのである。

　後ろからついてきては、勝手に話を始めて盛り上がる三人に、カイトは露ろ骨こつな舌打ちをしたり、時には直接声に出だして拒きよ否ひの意を示したりした。

　にも拘かかわらず、やはり彼女達は全く気にせず、おやつをもってきたり、玩具おもちやを渡して共に楽しむことを提案したり、あろうことかおままごとに誘ってきたりもする。

　なんなんだ、こいつらは――と思った。当時の自分としては、まるで理解出来ない存在に見えたのだ。

　常に暗い顔をし、誰とも喋しやべらず、皆から離れていたカイトに、他の子ども達は決して近寄ろうとしなかった。雰ふん囲い気きもさることながら、何ど処こか底知れ無さを感じていたのだろう。

　勿もち論ろん、それは誰とも関かかわり合いになりたくないと思った自分が意識的にやっていたことで、望んで引き入れた状況だった。

　だからこそ――カイトとしては彼女達の行動の意図がまるで読み取れなかったのだ。

　どれだけ逃げても、隠かくれても、ティア達は驚異的なまでの洞どう察さつ力りよくでこちらの居場所を掴つかんだ。

　そして歩み寄って来ては、屈託のない笑顔で、「一緒に遊ぼうよ」と声をかけてくるのだ。

　いい加減うんざりして、カイトはある日、遂ついにティアに対して尋ねることにした。

「どうして、オレにそうまでしてついてくるんだ？」

　すると、ティアはきょとんとしたまま、こう答える。

「仲良くしたいからだよ？」

　他の二人も同様だった。特別な理由など何もないというのだ。

　脱力して、カイトはいい加減、我が慢まんの限界が来ていることを自覚し、彼女達に言った。

「……あの時、名前を訊きいたことに意味なんかない。戯たわむれだ。迷惑なんだよ。これ以上近寄るな」

　本気で脅おどしつける為に声も低くし、突つき放すような口調にしたつもりである。

　だが――ティアは、怯ひるまなかった。

　それどころか、笑みさえ浮かべて、

「ウソだね！」

　そう、はっきり言い放ってきたのだ。

「君はね、誰かと仲良くしたいと思ってるよ。だからわたしは友達になろうと思ったの」

　まるで心が読めているかのような、断固とした口調だった。

　勝手なことを言ってくるティアに、カイトはいよいよもって憤いきどおりを覚える。

「お前に何が分かる。勝手なことばかり言いやがって。オレは一人でいいんだ。一人でも生きていけるんだよ。邪じや魔まだから何処かに行け！」

　大声を出し、鋭く睨にらみつけた。こうなれば相手が泣こうが喚わめこうが知ったことではない。とにかくティア達を遠ざけたかった。遠慮なくこちらの領域に踏ふみ込こんでくる三人を追い払はらいたかったのだ。

　……それなのに。

「あなた、強がってるでしょ？」

　ラミネは何処かからかうような笑みを浮かべた。

「本当は寂さびしいのに強がってる。素す直なおになればいいのに」

「うるさい。お前ら、いい加減にしないと殴るぞ」

　カイトは拳こぶしを固めて振り上あげる。しかし、ナナルは怯えたようにティアの後ろに隠れたものの、残る二人は平然と佇たたずんでいた。

「いいよ。それでも。わたし、あきらめないから」

　唐突なティアの言葉にカイトは眉まゆを顰ひそめる。

　こいつ、何を言い出すんだという気分だった。

「ねえ、カイト。……誰かとお話しするのが、こわい？」

　次いで、首を傾かしげたティアが問いを投げかけてきた時――カイトは胸が詰まった。

　心の奥おく底そこで、何かがひりついた気がしたのだ。

「こわいから、そんなことばかり言うの？」

「そんなこと――」

　ない、とティアに言い切りたかった。だが、出来ない。

　図星であることを、自分も何処かで分かっていた。

　背負うには大き過ぎる力をもったせいで、誰かと関われば、相手を傷つけてしまうかもしれない――。そんな恐怖を、カイトは確かにもっていたのだ。

「ね、お友達になろうよ。わたし達はだいじょうぶだから。なにがあっても――あなたと一緒に、居るから」

　無邪気な笑顔で言ってくるティア。後ろで頷うなずく二人。

　カイトは奥歯を噛かみ締めた。震える手を強く、何よりも強く握り締めた。

　何もかも、見み透すかされているような気がしたのだ。

　だけど――認めたく、なかった。

　いいから近づかないでくれ。親しく接しようとしないでくれ。

　自分は普ふ通つうの人間ではない。化け物だ。

　もう二度と――ティア達が居るような世界には、戻れないのだから。

　希望を見せるな。救いを示すな。そんなものは全部幻げん想そうだ。

　もう、何もかも、放っておいて欲ほしいんだと思った。

「……そうかよ」

　だから、カイトは、押し殺したような声で、呟つぶやいた。

「だったら養護院の近くにある崖がけに三人で行って、あそこのてっぺんに生えてる花をもってこい。それなら友達になってやっても良い」

　そこは、切り立った崖で、とてもではないが子どもに登れるはずもなかった。こう言えば諦めるに違いないと思って要求したのだ。

　どうだ。無理だと答えろ。それで終わりだ。

　カイトは意地悪く思いながら返事を待った。……だが、

「うん、分かった！　じゃ、行ってくるね」

　まるで近くに買い物にでも行くような気軽さで言って、ティアはラミネ達を振り返かえり、頷き合うと、走り出す。

　まさか、本気か。カイトは慌あわててついていった。

　嘘だ。誤ご魔ま化かしだ。そんな愚おろかなことをするはずがない。

　そう思いながらようやく追いついた先で――確かに、見た。

　ティア達は垂直にのびた崖に手をつき、頂上を目指して進んでいたのだ。

　簡単なことではないはずである。その証しよう拠こに、ティア達の顔には緊きん張ちようが走っていた。

　いつ落ちてもおかしくない状況の中、カイトの言葉を鵜う呑のみにして、三人は懸けん命めいに努力している。

　訳が分からなかった。一体なんのつもりでそこまでするのか。

　カイトは呆ぼう然ぜんとなったまま、その場で棒立ちになった。

　その時だ。不意に、事故が起こった。

　ようやく厳しい行路を経て、花に手が届いた瞬しゆん間かん――ティアが足を踏み外し、落下したのだ。

　ラミネが助けようとしたが、彼女は運動に不慣れなナナルを補助しながら移動していた為、咄嗟に動くことが出来なかった。

　宙に浮いたティアが、抵抗する術すべもなく地面へと吸い込まれて行く――。

　瞬間、カイトの足は、自然に動いていた。

　滑すべり込むようにして前に飛び出すと、ティアの体を瀬せ戸と際ぎわで受け止める。

「あら、びっくりしたー」

　ティアは安あん堵どしたように息をついて、こちらを見た。

「ごめんね、ドジしちゃった。ありがとう」

「――馬鹿か、お前はッ！」

　呑のん気きな顔をしていたティアに対し無性に腹が立ち、カイトは思わず叱っていた。

「どうしてこんなことまでするんだ。オレにそこまでする価値なんてない。なんでなんだ。何のつもりなんだ！　お前はなんなんだよ!?」

　矢継ぎ早に投げかける質問の数々。

　ティアはこちらの剣けん幕まくに驚おどろいているようだったが、しばらくしてから、小首を傾げて言った。

「だから、君と友達になりたいからだよ。価値なんて関係ない。おかしいかな？」

　後ろからやってきたラミネ達も続く。

「一緒に暮らしてるんだから、仲良くしたいじゃない。それだけだよ」

「お兄ちゃん、さ、寂しそうだったから……。わたしも、ここに来たばっかりの時、ひとりぼっちで……それ、とっても嫌だったの……」

　カイトは、続ける言葉を失い、絶句した。

「……たった……それだけのことで？」

　しばらくしてから、か細い声で零こぼす。

「そんなことの為に――こんな真似を……」

　命を失う危険すらあったというのに。

　こちらが嘘をついている可能性だってあったというのに。

　そんな、どうしようもなく些細なことで――彼女達はここまでやったのか。

　自分を見つめながら佇むティア達を前にして、カイトはその時、ようやく何もかもを悟さとった。

　彼女達に、理屈など、最初から無かったのだ。

　理由など、必要としていなかったのだ。

　存在しているのは――。

　ただ、あまりにも、純粋な気持ちだけだった。

「はい。これ、あげる」

　微笑ほほえみと共に、ティアは手にもった花を手て渡わたしてくれた。

　綺き麗れいでも何でもない。風が吹けば飛ばされてしまうような、まるでちっぽけな物。

　だが、自分の掌てのひらに載のったそれを、見た瞬間。

「あ……」

　自分の頬ほおを伝うものを――カイトは、感じた。

　次から次から零れ落ちてくるそれを、止める術がなく。

　膝ひざをつき、嗚お咽えつを上げながら、カイトはその場に突っ伏した。

　ようやくそこで、自分が泣いていることに気付く。

　養護院に来て初めて、カイトは、涙なみだを流していた。

　どうしてかは自分ですら分からない。

　ただ、親を亡くし、道具として扱われ、生きる意味を無くしていた自分の心に。

　ティア達の言葉と、花の存在は、抵抗なく入り込んできた。

　静かに寄り添そい、包つつみ込んでくれるかのように。

　まるで――長い間欠けていた部分を、埋うめてくれるかのように。

「くそ……くそ……くそ！」

　カイトは立ち上がり、ティア達に背を向けると、吐き捨てた。

「どうせお前達も裏切るんだ。オレを傷つけて、遠ざけて、笑うんだ」

　もう信じない。何にも縋らない。

　いずれ失うものなら、初めから手にしない方がいい。

　たった独りで全てを壊す方が――ずっと、楽だ。

「消えてくれよ。オレに近づかないでくれよ」

　頼たのむから。お願いだから。

「オレはもう……誰も、いらないんだ！」

　絶え間なく流れる涙を拭ぬぐいながら、カイトは声を嗄からして、そう零した。

　だが――不意に、温かな感触に包まれる。

　驚いて振ふり返ると、ティア達が、こちらに抱きついてきていた。

「なに……を……」

「カイトがいらなくても、わたし達はカイトが欲しい」

　ティアが言うと、ラミネが続く。

「あなたと一緒に居て、遊んで、仲良くなって」

「……楽しくなりたいんだよ」

　最後のナナルの言葉に、カイトは茫ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

「ね、どうしても嫌なら仕方ないけど……最後にもう一度だけ、訊かせて」

　こちらを見上げながら、ティアは明るさに満ちた笑え顔がおで言う。

「わたし達――お友達になれないかな？　カイト」

　たった三人の、幼い少女達。

　花と同じでどうしようもなく小さく、世界から見れば取るに足らない存在だった。

　だが……その瞬間、カイトは空を仰あおぎ、目を閉じた。

　直視することが、出来なかったのだ。

　今まで見たこともないくらいに眩まばゆくて。

　何よりも、かけがえのないものに。

　闇やみの底を照らしてくれるかのような――確かな、光に見えたのだ。

　それからだった。カイトは、ティア達と共に行動するようになる。

　ここまでされた以上、最早、彼女達を拒絶するのは不可能であると分かったということもあるが……。自分の中から、三人に対する抵抗感が、いつのまにか消えていたということが何より大きかった。

　後にカイトが自身のことを話した時も、彼女達は驚く程あっさりと受け入れ、何事もなく、当たり前のように傍に居てくれた。

　そうやって、ティアと出会うことが出来たから。彼女の作ったエメルタに加わることが出来たから。少しずつ、カイトは変わることが出来た。

　何もかもどうでもいいと思えるこの世界だけど。
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　ティアが、エメルタの皆が、子ども達が居るのなら。

　それだけでも、存在する価値はあると思えるようになった。

　だからカイトは、後に、【約束の灯火ともしび】の為に生きると決めたのだ。

　全てを手中に収めることが出来る力も。あらゆるものを滅ぼす力も。

　子ども達を助けることに。

　何もかもを失った自分に、あらゆるものを与えてくれた――。

　ティア達を、守るためだけに使うと。




「……なるほど。経けい緯いは十分に分かった。ご苦労だったな、カイト」

　玉座に座り、皇王、フレッサ＝エイアース＝マルトは仰ぎよう々ぎようしく告げた。

「取とり敢あえずシリザ山にある研究所は完全に潰つぶしたよ。もうあそこが活動することはないと思う。ただ……それで全部が終わったわけじゃない」

　カイトは謁えつ見けんの間で佇みながら、長年の友人に対して親しげな口調で返す。

　相変わらずの態度に隣となりのザウドが複雑な顔をしているが、フレッサのことを考えて、気にしない振ふりをした。

「もちろんだ。背後にある国を見定め、相応の処罰を与えることを約束する」

「うん、頼むよ。イオナみたいな子がまた現れるようなことだけは……避けたいからね」

「その通りだ。お主に身み柄がらを引き渡わたしてもらったヨハンのことも含ふくめ、今回のことに関しては入念な調査をした上で、徹てつ底てい的てきな対応を取る」

　フレッサは真剣な表情で、深々と頷く。

「だが別の残党がまだ居る可能性もある。そちらに関しては随ずい時じ情報を集めてお主に渡そうと思うが、やってくれるか」

「ああ。そっちに関しては任せて欲しい。……ということで、オレからは以上だよ。またなにかあったら、遠えん慮りよなく呼んでもらって構わないから」

　会釈をし、踵きびすを返すと、カイトは場を辞そうとした。

「うん？　もう帰るのか？　やけに急せくではないか」

「ああ、今日はちょっと用事があってね。うちのエメルタに新しい子が来たから、歓迎会をするんだよ」

「ほう、そうなのか。もし良ければわらわに紹介してもらっても良いか」

「いいよ。ただここに連れてくると緊張しそうだな。いっそフレッサがうちに来れば？」

「おお、それは良さそうだな！」

「ああ。皇王っていうと大変だから、ただのフレッサってことで来れば良い。変装すればばれないんじゃないかな」

「ほほう。中々面白そうな趣しゆ向こうだな。そうと決まれば話は早い。早さつ速そく、街娘に見える服を用意して――」

　二人で盛り上がっていると、激しい咳せき払ばらいが聞こえてきた。ザウドが彼女を鋭く睨みつけている。

「……むう。分かっておる。さすがに無む茶ちやか」

　眉み間けんに皺しわを寄せつつ、フレッサは不満そうに零した。

「まあ……それは一ひと先まず置いておくとしてだ。大変な任務をこなしてもらい、このまま帰すのも忍しのびないな。褒ほう美びをとらそう。なんでも言ゆうてみるが良い」

「別にいいよ。今まで通り、こっちで起こった揉め事を内々で処理してもらえれば」

「そうはいかん。こちらにも皇王としての矜きよう持じがあるでな。何かないのか？」

　一向に引き下がらないフレッサに、カイトは仕方なく考え込んだ。

「……うーん。じゃあ、新しい剣を貰もらえないかな。前のは粉々になったから」

「なに。あれは大陸でも五指に入るほどの名工が造ったものだぞ。もう壊れたのか？」

「ああ。どうもオレの霊素を纏わせて斬きると耐久力が低くなるらしくてね。頼むよ」

　軽く頭を下げると、フレッサはしばらくしてから顎あごを引いた。

「あいわかった。後で届けさせよう。それだけで良いのか？」

「うん、充じゆう分ぶんだ」

「なんならお主のエメルタの拠点ホームをもっと良い土地に移し、建物を豪華に作り直しても良いのだぞ。生活費も出すからむやみに働く必要もなくなるし、良いこと尽くめだ。それくらいさせてもらってもまだ足りぬと思っているくらいだから、遠慮は要いらんぞ」

「気持ちは嬉うれしいけど、別に良いよ」

「しかし、お主はもっと多くを望んでも良いはずだ。この世界は……お主の慈悲に生かしてもらっているようなものなのだからな」

「生あい憎にく、現状で満足してるんだ。……オレは、あの家で暮らしてるだけで充分なんだよ」

　心からの気持ちで答えると、フレッサは尚なおもなにかを言おうとしていたようだが――そこで口を閉じた。

「……そうか。ならば良い。また来るのだぞ」

「ああ。色々とありがとう。じゃあ、そういうことで」

　カイトは手を振ると、出口に向かって歩き始めた。

「……ウリオス殿どの」

　だが、不意に背後から声を掛かけられて、振り返る。

「皇王様が諸国の動きを抑おさえているとはいえ、未だ不ふ穏おんな動きを見せる者は多い。中にはウリオス殿を利用する為に何らかの策を弄ろうしてくるところもあるだろう」

　ザウドがこちらを見つめながら、静かに言った。

「こちら側が把は握あくしているウリオス殿以外の『被験者』に関する情報もまだ少ない。……なにが起こるか分からない故ゆえ、身辺には気を付けるように」

　厳いかめしい顔を更さらに険しくしているが、怒おこっているわけではないだろう。

　単に己おのれの気持ちを表情に出すのが不得手なだけに違いなかった。

　立場上、皇王であるフレッサを補佐する役目を持っているが故、ザウドはカイトと彼女とが親しくすることに関して良い顔はしない。

　だが決してこちらを煙けむたがっているというわけではなく――時折こうして、身を案じるようなことを言ってくれることがあった。

「素直でないのう、ザウド。遠回しな言い方をせずに、カイトのことが心配だと告げればよかろう」

　フレッサがにやにやと笑いながらからかうが、ザウドは元の表情に戻もどって目を閉じるだけだった。

「……ありがとうございます」

　カイトは深々と頭を下げてから、踵を返し、歩き始める。

（さて……とりあえず全ては終わったし、我わが家に帰ろうか）

　良い気分で、そんなことを考えながら。




「はーい。皆みんな、席についたね!?」

　その日の夜、エメルタ【約束の灯火】の拠点では、ささやかな宴会が催もよおされていた。

　羊肉の果実煮に込こみや、川魚の塩蒸し焼き、鳥と卵を麦パンで挟はさんだものから、塩しお豚ぶた焼やき、自家栽さい培ばいで採れた野菜のサラダ。

　長いテーブルの上には、普ふ段だんならあまり見ることのないご馳走ばかりが並んでいる。

　子ども達は今にも涎よだれを垂らさんばかりに身を乗り出しているし、普段なら落ち着いているサアラでさえ一心に料理を見つめていた。

　ティアなど数回つまみ食いをしようとして、ラミネにしこたま怒られている。

　当初は何処かの店に行く予定であったのだが、ティアの「新しい家族を迎むかえるんだから、やっぱりうちでご飯を食べよう！」という発言から、拠点での祝いとなった。

「今日もイシア様の御お力ちからにより様々な恵めぐみが齎もたらされたことと、私達の犠ぎ牲せいとなった全すべての命に感謝致いたします。――全てに導きをイアン・フアーレ」

『全てに導きを』

　ティアの言葉に続いて唱和が終わった瞬間――大いなる戦いは始まりを告げた。

「よっしゃああ、喰くうぜえええ！」「美お味いしいよおおおおお」「ミミ、ネネもネネも！　ネネのもとって！」「はい、ネネ。あんまり急いで食べちゃダメだよ」「うん、らみね。ゆっくり食べるねげほげほげえほっ」「ああ、大だい丈じよう夫ぶか、ネネ！　大変だ病院に行かなきゃ医者に診てもらわなきゃちょっと行ってくる！」「待ちなさいカイト。ただむせただけだから。行動が速すぎるわよ、あなた」「だってラミネ、ネネが死んだらどうする!?」「ネネ、しぬの!?」「死にません！」「……すごいね、美味しいね。ラミネお姉ちゃん、料理上手だね……」「本当だよねえ、ナナル。本職の料理人みたい。いやもうほんと、ラミネには頭が上がらないなあ」「嬉しいけど口に全部詰め込まないの、ティア。ネネみたいに喉のどに詰めるよ。リスじゃないんだから」「リスってあれだろ。空飛ぶやつだろ」「それはももんがではありませんでしたか？」「ももんじ？」「ももんが」「もものじ」「ももん……ティア姉、わざとやってませんか？」「皆、野菜も食べなさいよー。好き嫌きらいすると大きくならないんだから」「えー、じゃあ、ラミネは、なんでも食べるからおっぱい大きいの？」「なあっ!?　いやこれは別にそういうのとは関係なくて……！」「好き嫌いしてると……大きくならないの？」「ナナルも騙だまされないの！」

　騒さわぎが騒ぎを呼び食卓の上で言葉が飛び交い続ける。

　ナイフとフォークが甲かん高だかい音を鳴らし、食材が宙に躍おどった。

　瞬またたく間まに料理は誰かの腹に消えて行き、代わりに満足そうな顔が現れる。

「はいはい、取り敢えず皆、ナイフとフォークを置いてー」

　不意にラミネが大声を出して手を叩たたいたところで、不意に静まり返った。

「今日はイオナがうちの新しい家族になった日よ。皆でお祝いしてあげましょう」

「いや……良いですよ、そんな」

　カイトの横に座すわっていたイアナが恐きよう縮しゆくするような態度を取る。

「いいんだよ。子ども達たちが来た時にはいつもこうやってるんだから」

　カイトが言うと、ティアは「そーそー」と肉を頬張りながら頷いた。

「はい、イオナ、これあげる」

　ミミが羊肉を切り分けてイオナの皿に載のせれば、ネネが「あげるー」と野菜のグラタンをスプーンで掬すくって寄よ越こした。

「……あ、ありがとう」

　戸と惑まどうような素そ振ぶりを見せながら礼を言うイオナに、リキもまた、

「よし、イオナ、おれもこれやるよ」

　皿の上に残っていた魚を、大量にイオナの皿へと移した。が、同時に添そえられていた玉たま葱ねぎのソテーも大量に落とされる。

「あ……僕ぼく、玉葱があんまり好きじゃなくて……」

　イオナが恐おそる恐る手を上げるも、ラミネは首を横に振った。

「だーめ。うちは好き嫌いする余よ裕ゆうなんてないの。出された食事は全部食べる！　その代わり、出来るだけ美味しくなるように努力してるから」

　厳しく言われ、イオナは仕方なさそうにフォークで突き刺さした玉葱を口にする。

　だが、その瞬間、大きく目を見開いた。

「……美味しい」

「ねー。ラミネのご飯は世界一だね」

　ティアはこれ以上の幸せはないとばかりに顔を綻ほころばせながら、次々と料理を口に運んでいく。

「いやほんと、すごい美味しくて、どんどん食が進んで、もう止まらないっていうか、猛もう烈れつというか苛か烈れつというか、とにかく美味しいよね」

　言いながら、凄すさまじい速さでテーブルの上にある料理を片づけていくティア。

「美味しいのは分かったからゆっくり食べなさいよ？　ティア、前に食べ過ぎて倒れたまま全然起きなかったことあったでしょ」

「あの時……ティアお姉ちゃん、お腹なかぱんぱんだったね……」

　ラミネの言葉にその時のことを思い出したのか、ナナルが笑えみを漏もらした。

「そんなことあったっけ？　まあ、昔は昔だよ。わたしは未来を生きる女になる！」

「表面上だけ捉とらえれば非常に含がん蓄ちくある言葉であると思いますが、実質的にはあまり褒ほめられた考えでもありませんね。ただ、だらしないだけのように思えます」

　サアラが極きわめて冷静に突っ込みを入れたので、カイトは思わず笑った。

「むかしはむかし！　みらいはみらい！」

「いま食べれば！　食べる時！」

「よし、おれも昔を気にせず食べまくるぞおおお！」

　しかも子ども達まで真似し出して、凄まじい勢いで食べ始めたので、ラミネが慌てた。

「ああああ、ほら、ティアがそういうこと言うからこの子達まで続いてる！」

「いいぞ、皆！　わたしについてこーい！」

『おーっ！』

「いかないっ！」

　先導するティアと、手を振り上げた子ども達を、ラミネは止める。

　一連の流れにカイトが和んでいると、不意に誰かが音を漏らした。

　視線を向けると――カイトの隣で、イオナが噴ふき出している。

「……どうしたの？　イオナ」

　ティアが訊くと、エメルタ中の皆が見てくる中、イオナは「ああ……すみません」と答えた。彼の顔には、確かな笑みが浮うかんでいる。

「大勢で食事したり、会話したり、はしゃぎ合ったり、叱しかられたり……そんな光景を見たのは、何年振りだろうと思うと、なんだか楽しくて」

　手にもっていたフォークを置くと、イオナは立ち上がり、テーブルに額がつくくらい低く頭を下げた。

「……改めてありがとうございました。これから宜よろしくお願いします」

「堅かたいよ」

　カイトはイオナの背中を叩く。

「別に畏かしこまらなくて良いってば。これから一いつ緒しよに暮らすんだから」

　ラミネの言葉に、笑みを深めながら、イオナは腰こしを下ろした。

「うん！　それじゃ、皆、一緒にご飯を食べよう！」

　ティアが言うと、エメルタ全員が頷き、再び食事が始まる。

　大人数がそれぞれの意志で喋るため、まるで纏まりがなく、時にうるさくさえ感じることもあった。

　ただ――それでも、カイトはここが心ここ地ち好よいと思う。

　誰かが誰かのことを言い、誰かが答えて誰かに伝わる。

　一人で居たなら絶対に知ることの出来なかったこと。

　狭せまい世界の中でしか味わえない、確かな繋つながり。

　かつての絶望の中、闇に囚とらわれていた自分を救いだしてくれた光だった。

「カイト、美味しいね、楽しいね」

　嬉しそうに語りかけてくる、昔と変わらない無む垢くなティアの表情に、カイトもまた口元を緩めた。

　新しくイオナという仲間を迎え、穏やかな時間は今日も流れていく。

　こんな自分に寄より添ってくれる、何よりも大切な、存在。

　世界の何よりも愛いとしい『家族』との時間が、永遠に続くようにと。

「――全てに導きをイアン・フアーレ」

　カイトは、密ひそかに囁ささやいた。

　だが、誰だれにも聞こえぬほど、小さな声だったはずなのに。

　ティアだけが、こちらを見て、微笑んでいた。


Ｆｉｎ









あとがき







　何をもって「家族」と定義するかを考えるのは、中々に難しいように思えます。

　辞書などを紐解くと、夫婦とその血縁関係が共に暮らす状態をそう呼ぶようです。

　ですが、関係性がどうであれ一緒に居たいと思える人達が集い、共に在り続けようとするのであれば、そう呼んでも差し支えはない。他者がどう見ようとも、本人たちが家族であると主張するのであれば、誰にも否定は出来ないのではないでしょうか。

　結局は、表面上には浮上してこない精神上の求め合い、いわゆる「絆」の問題なのです。

　……などと考えながら、本作「世界最強は家族と仲良く出稼ぎ中！」を執筆していました。

　お久し振りです、空そら埜の一かず樹きです。

　賞を戴いて以来、実に様々なジャンルの物語を書いてきましたが、今回は「家族物」となります。

　これもまた昔から好きな題材であり、特に他人同士が何らかの事情により共同生活を送るようになる体てい裁さいのお話は、いつか手掛けたいと思っていました。

　学校の友達や幼馴染、親や兄弟とはまた違う関係に生きる登場人物達の生き様を、読んだ方にも楽しんで頂ければ幸いです。

　今回、これまでの作品との違いを上げるとすれば、大きいところでは子ども達の存在があると思います。

　以前にも幼い子を書いたことは何度かありましたが、これだけの大人数でわいわいとやっている状況はなく、楽しくもあり、色々と手こずったところでもあります。

　ぼく自身に今のところ子どもはいないのですが（その前にモニターに映る以外で嫁がいない）、知り合いや親戚のお子さんたちの様子を色々と参考にさせて頂きました。

　ただ、子どもというのはとにかくなにを言い出すか分からず、突とつ拍ぴよう子しもないことを口にしたかと思うと、妙に正せい鵠こくを得た指摘をしてきたりして、油断できず、大人であるぼくが彼らを本質的なところで描くというのは非常に難解な気もします。

　なので、子どもには子どもなりの考えやルールがあって、それに従って生きているのだろうなあ、と捉えながらどうにかこうにか書き上げた次第でした。

　彼らの自由奔放さを、少しでも表現出来ていれば良いのですが……。

　閑話休題。

　前作からかれこれ数か月が経過したわけですが、ぼくとしてはこれといってなにか変化があったわけではなく。相変わらずお酒を飲んではぐでんぐでんになり、犬に「なあ、ええやろ。ええやろ、なあ。お前も悪い気はせえへんやろ」などと言いながら抱きつき、思い切り前足で頬を突っぱねられる日々を送っています。やり過ぎてそろそろ嫌われそうなので、程々にしていきたいと思います。

　後は……そう、精々がフィギュアを買い過ぎて置き場所がなくなったのでどうしよう、という世界的に見ると些さ細さいというのもおこがましいレベルの悩みを抱えていることくらいです。

　いや、元々、特撮ヒーローというジャンルが大好きだったわけですが、これに最近、怪獣というジャンルが新たに加わりまして、それに伴いグッズも倍加したので、にっちもさっちもいかなくなっているわけです。

　日に日に増えていく玩具たちが部屋を席せつ捲けんしている様を見ていると、ふと某アニメ映画を思い出して「これ全部動き出したら抵抗できなくて支配されるんじゃないの」という恐怖にかられ、なるべく丁寧に扱おうと心に決めました。

　そんなに手に負えないくらいなら集めるのやめればいいんじゃないの？　なんて声が聞こえてきそうですが、それは鳥に飛ぶなといっているのと同じことです。本能なんですよ。止められないんです！

　……嘘です。単にやめたくないだけです。

　仕方なく百円均一店などに売っているものを利用して棚を作り、どうにか飾っているわけですが、最近それすらも一杯になってきて、本気でどないしたらええねんこれ状態です。

　とは言え、人間窮きゆう地ちに追いやられればなんとか生き残ろうとするもので、工夫次第によってまだまだ解決策があるはずです。そうに違いない。そうであって欲しい。お願いします。なんでもしますから。脱げといわれれば脱ぎます。

　……我ながら前半のちょっと真面目な語りからの落差が激し過ぎる気がしないでもないですが、どっちが本当のぼくかというと、あの、あれです。うへへ。

　曖あい昧まいな笑みでごまかしながら、謝しや辞じへと移ります。

　担当のＮ様。紆う余よ曲きよく折せつあって様々なご苦労をおかけして、申し訳ありません。次こそ。次こそは必ず、なんか、こう、上手いこと、なんとか。なんとかします！

　イラスト担当の和かず武たけはざの様。表紙から始まり、可愛らしいイラストの数々、本当にありがとうございます。登場人物のイメージ画を頂いた時、こちらの思っていた外見そのまま、いや、それ以上で、度ど肝ぎもを抜かれました。

　今までもそうでしたが、自分の考えたキャラクターが絵に起こされると、魂を吹き込まれたようで、とても嬉しくなります。

　様々な方面からメッセージを下さる方々。いつもありがとうございます。

　普段は家にこもりきりでキーボードを叩いているので、感想など頂けると「ぼくは独りじゃないんだ……！」などと感動し、有難さを噛み締めています。

　そして、本作を読んで頂いた全ての読者様へ。

　最大限の、感謝を。

　それでは、またお会いしましょう。


十月　空埜一樹

ＢＧＭ　『shadow world』




ＨＰ　『空ノページ』　hc5441@maia.eonet.ne.jp
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